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漆黒の騎士




　物心ついた頃から、クレアは自分の容姿が嫌いだった。

　肩上でバツンと切られた赤毛は、バサバサで女の子らしさの欠かけ片らもない。青白い肌に、痩やせているせいで余計に大きく見える褐色の瞳。

　手足は枝のように細く頼りない。ろくな食事をしていないせいか背は低く、八歳なのに六歳程度に見られることすらある。

　極めつけは、生まれつきの痣あざだ。

　左の掌てのひらのつけ根から手首まで広がる花のような形のそれは、ザクロの実ほどの大きさで、不気味な赤紫色をしていた。

　同じ屋敷に住む使用人の子供たちは、その痣を目にするなり、「魔女の子、魔女の子」とクレアをはやしたてる。そのたびにクレアは、本当にそうなのかもしれない、と不安になるのだった。

　魔女の子だから、自分はこんなにも醜いのではないだろうか。

　魔女に捨てられた子だから、両親がいないのではないだろうか。




　それは、クレアの住むバロック王国と隣国ユーリス王国の闘いが激化していた、ある冬の晩のことだった。

　掃除に洗濯、庭の手入れ。小さな身体で今日も一日めまぐるしく働いたクレアは、食堂でわずかなパンとスープだけの食事を終えると、寝ね処どころのある屋根裏部屋に戻るため、古びたランプを片手に階段を上っていた。

　階下からは、食事を終えた使用人たちの楽しげな笑い声が響いている。

　ここは、雇い主の住まう本館に隣接した使用人専用の離れだった。仕事を終えた使用人たちは、雇い主の目から解放された喜びをわかち合い、雑談に興じる毎夜を送っている。

　だが、醜いうえに口数の少ないクレアは例外だった。

「魔女の子がいたら、気分が盛り下がる」と追い払われ、こうやっていつも早めに食堂をあとにする。

　居室も皆、使用人ながら暖炉のある暖かい部屋があてがわれていたが、クレアだけは隙間風の絶えない屋根裏部屋で寝なければならなかった。

　クレアは赤ん坊の頃、この屋敷の門前に捨て置かれたみなし子だ。そして物心がついた頃から、雇い主の命令を受け、使用人のひとりとして働き始めた。

　もしもクレアが美しく、愛想のよい子供だったら、今よりはよい待遇を受けていたのかもしれない。

　だが、彼女の容姿を気遣える者も、優しさを教えられる者も、この屋敷にはいなかった。

　年季の入った木造りの階段を、ギシギシと音を鳴らしながら踏んでいく。働き通しだったため、身体が鉛のように重くだるい。繰り返し冷たい水にさらされた指先は、あかぎれだらけでヒリヒリ痛んだ。

　バロック王国の王城を望める踊り場まで辿たどり着いたところで、クレアはふと、開け放たれた窓から熱風を感じた。引き寄せられるように窓の外を見れば、信じられない光景が目に飛び込んでくる。

（お城が、赤い……？）

　壮大な城のあちらこちらで、炎が燃え盛っている。バロック城のシンボルである尖塔はゆっくりと焼け落ち、立ち上った黒煙が、まるで巨大な蛇のように夜空を這っていた。

　凄せい惨さんな光景を目の当たりにして、クレアは身体を震わせる。

（何か、大変なことが起こっているんだわ）

　幼いながらにそう感じた直後のことだった。

　――カンカンカンカンッ！

　異常を知らせる激しい鐘の音が、今さらのように街の方から聞こえた。

　途端に、階下が騒がしくなる。今までの楽しそうな話し声からは一転して、悲痛な叫び声があがった。

「見てっ！　城が燃えているわ！」

「ユーリスの騎士団が攻めてきたんだ！　ああ、なんてことだ、この国は終わりだ！」

「ここにいたら危ない！　今すぐに逃げ出そう！」

　大急ぎで荷造りをしているのか、使用人たちがバタバタと駆け回る音が響き始める。

　だが、もう手遅れだった。

　複数の馬のひづめの音が次第に大きくなり、この離れを含めた屋敷全体は、あっという間に敵国の騎士団に包囲された。

　おびただしい数の松たい明まつに照らされ、ユーリス王国のシンボルである鷹の描かれた旗が翻っている。本館へと踏み込んだ騎士たちの手により、見知った人々が次々と外へ連行されていった。

　窓の向こうで繰り広げられるその光景は、教会で神父が話していた地獄そのもので、クレアは震えながら見ることしかできないでいた。

　幼いクレアは詳しいことまで知らないが、この屋敷の主は、ここバロック王国の政治にかかわる大物らしい。おそらく、この国を陥落寸前にまで追い込んだ敵国騎士団の目的は、彼の捕縛だろう。

　案の定、寝巻き姿の主が、引っ立てられるように屋敷から出てきた。叫び声をあげながら目の前の騎士に必死に何かを懇願している様子は、普段の横柄な彼からは考えられないほど哀れだった。

　だが、雇い主を捕らえたあとも、騎士団の進撃は終わらなかった。

　階下から、地響きのような騒音と、怒号や泣き叫ぶ声が聞こえる。

　敵国の騎士たちは、雇い主のいる本館だけでなく、この離れにも攻め入り始めたようだ。貴族も使用人も関係なく、この屋敷にいるすべての人間を捕らえるつもりなのかもしれない。

　絶望的な気持ちになって、クレアは力なく床に腰を下ろした。

（私は、きっと殺されるわ……）

　敵国の騎士は、魔女のようなクレアの痣を目にしたら、子供とはいえ生かしてはおかないだろう。

　人々に災いをもたらす魔女は、皆に忌み嫌われる存在だからだ。

　クレアは覚悟を決めると、ランプを床に置き、膝ひざを抱えてじっと前を見据えた。痩せた背筋を伸ばし、迫りくるその時を待つ。

　騒音がやみ、代わりに窓の外が騒がしくなった。階下が今どのような状況になっているのか、クレアには想像もつかない。

　すると、ギシギシと木の板がしなる音が聞こえた。

　何者かが、クレアのいるこの踊り場に通ずる階段を上っているようだ。

　しばらくすると、クレアが見据える階段の先に、敵国の騎士らしきシルエットが姿を現した。まるで闇に溶け込むかのような、漆黒の甲かっ冑ちゅうを身につけている。

　騎士は階段途中でいったん歩みを止める。薄汚れた子供が暗闇の中にうずくまっていたため、驚いたのだろうか。確認するようにこちらを見て、再び足を運ぶと、とうとうクレアの目前までやってきた。

　見上げるほどに、背が高い。しゃがみ込んでも、座っているクレアより目線ははるかに上だ。鉄てつ兜かぶとを被っているため、どんな顔をしているのかはわからない。

「名前は？」

　鉄兜の向こうから、年若い男の声がした。

「……クレア」

　クレアが答えると、彼は鉄兜の目元部分を開いた。

　瞳の中で、赤い炎が揺れている。窓の外の松明を鮮明に映し込む闇色の瞳が、まっすぐにクレアを見つめていた。

（綺麗……）

　クレアは、大きな瞳を瞬またたかせる。

　男の目は鋭く、どちらかというと冷たい印象だ。だがその濁りのない漆黒の瞳は、屋根裏の小さな窓から見た春の夜を連想させた。

　花や木々の息吹がほのかに香る、どこまでも深い漆黒の闇。真っ黒で何も見えないのに、不思議と安心感を与えてくれる色。

　男が、クレアの足元へ視線を下げていく。

　彼の瞳の美しさに見惚れていたクレアは、はっと我に返った。膝を抱え込んでいる彼女の左手には、あの気味の悪い痣が広がっているからだ。

（見られちゃダメ……）

　咄とっ嗟さに右手で痣を隠そうとしたが、ガシリとその手を掴つかまれ阻止された。抵抗しようにも、屈強な騎士の力に敵かなうはずもなく、痣はあっけなく彼の目にさらされる。

　今すぐに殺されることを悟ったクレアは、反射的にぎゅっと目をつぶった。

　だが、彼は全く予想外の行動を取った。

　にわかに左手首に温もりを感じ、恐る恐る瞼まぶたを上げれば、男の大きな掌が彼女の禍まが々まがしい痣を包み込んでいる。

　驚きのあまり、クレアは息を呑んだ。

　その醜い痣に触れられたのは、初めてのことだったからだ。

　戸惑うと同時に、手首から伝わる温もりに、たまらなく泣きたくなっていた。

（人の手が、こんなにも温かいだなんて）

　それを、こんな状況下で、敵国の騎士に教わるなど思いもよらなかった。

　涙を滲にじませるクレアを、漆黒の騎士は何も言わず見つめていた。

　そして彼女の背中と膝裏に手を回すと、軽々と抱き上げる。まるで枯れ枝を運ぶかのような身のこなしだった。ちっぽけなクレアの身体を抱きかかえることなど、大きな彼にはなんの造作もないのだろう。

　クレアを横抱きにしたまま、騎士は再び階段を下り始める。

　階下には、すでに使用人たちの姿はなかった。おそらく、皆どこかに連れていかれたのだろう。きっとクレアも、これから彼らと同じ場所に運ばれるのだ。

　まさに、死と隣り合わせの状況だった。

　それでも、彼の腕の中は不思議と居心地がよく、クレアは怖いとは思わなかった。それどころか、逞たくましい身体に身を預けるうちに、だんだんと瞼が重くなっていく。

　いつしか、彼女はこれまで味わったことのない安らぎを感じながら、眠りに落ちていた。




　漆黒の騎士はクレアを自らの馬に乗せ、ユーリス王国の騎士団とともに、数日かけて自国に戻った。

　そして彼女を、街はずれにある瀟しょう洒しゃな邸宅に連れ帰ったのである。










新しい生活




　漆黒の騎士は、従者らしき男に馬を引き渡すと、クレアを抱えて花々の咲き誇る小道を進んだ。目の前にそびえる、藍色の屋根にアーチ窓の連なる白亜の屋敷は、クレアが雇われていた屋敷よりひと回り小さく感じる。

　玄関ホールは、螺ら旋せん階段が二階へと延びている開放的な造りだった。装飾品が少なく、質素な佇たたずまい。至るところに絵画がかけられ、装飾品が置かれていた以前の屋敷とは、まるで雰囲気が違う。

「おかえりなさいませ、アイヴァン様」

　騎士の腕の中で呆然と辺りを見渡していると、声がした。

　水色のメイド服を着た初老の女性が、こちらに向かって頭を下げている。白髪交じりの髪を結い上げ、ややふくよかな体形をしていた。

『おかえりなさい』と言われたことから察するに、ここは彼の屋敷らしい。

　そしてこの騎士の名前は、アイヴァンというようだ。ここに至るまでの道中、クレアはほかの騎士たちが彼を『小隊長』と呼ぶのは耳にしていたが、名前を聞くのは初めてだった。

　アイヴァンが、クレアの身体をそっと床に降ろす。

「レイチェル、彼女はクレアだ。以前用意した二階の一室に、彼女を連れていってくれ。それから、湯浴みをさせてやってほしい」

　レイチェルと呼ばれた女性は、頷うなずいてそれに答える。

「かしこまりました。クレア様、どうぞこちらへ。長旅でお疲れでしょう」

　レイチェルに二階の部屋へと案内されたクレアは、すぐにバスルームに通され、薔薇の香りのする湯を張ったバスタブで、身体の隅から隅までを洗われた。

　なぜ、アイヴァンがクレアを生かしたのか。

　なぜ、自分の屋敷に連れ帰ったのか。

　状況が全く呑み込めないクレアは、人形のようにレイチェルに身を任せることしかできないでいた。

　パサついていた赤毛も綺麗に洗われ、香料入りのオイルを使って丁寧にブラッシングされる。

「結い上げるには、少し長さが足りませんね。まあ、結うのはそのうち、伸びてからでいいでしょう」

　バスタブに浸かったままのクレアの髪を丁寧にときながら、レイチェルが言う。

「……そのうち？」

　驚いたクレアは、思わずレイチェルを振り返った。今のレイチェルの口ぶりだと、まるでクレアがこの先もこの屋敷にいることが決まっているかのようだ。

　レイチェルはブラシを持つ手をいったん止めると、クレアに向かって微笑んだ。目鼻立ちのはっきりとした少々きつい印象の顔立ちだが、目の奥には確かな温もりが宿っている。

「ええ、そのうちです。でも、こうやって毎日ブラッシングすれば、きっとすぐに伸びますよ」

　クレアは返す言葉を失う。何から問えばよいのか、どう問えばよいのか、戸惑いのあまり何も思い浮かばない。

　バスルームの向こうは、ベッドルームだった。天蓋つきの大きなベッドに、細かな蔓つる草くさ模様の彫り込まれたチェスト。窓際には机と椅子が置かれており、手前には臙えん脂じ色のビロード生地を張ったソファまである。花模様の刺繍された薄桃色のカーテンに、同じ布地で作られたベッドカバー。

　まるで貴婦人が住んでいるかのような、美しい内装だ。

　レイチェルは、今度はクレアにドレスを着せ始めた。まずは柔らかな肌触りのシュミーズ、続いて輝くようなエメラルドグリーンのドレスに袖を通させる。

「少し大きいようですね。ですが、すぐに背も伸びるでしょうし、いずれちょうどよくなられるでしょう。さあ、終わりましたよ」

　姿見の前に連れていかれたクレアは、鏡に映る自分に目を見開いた。

　薄汚れていた肌が明かりを灯したかのように輝き、傷んでいた赤毛もしっとり潤っている。枝のように細く頼りない身体も、こうして綺麗なドレスに包まれればいくらか女の子らしく見えた。

　生まれた頃から邪険に扱われてきたせいか、こうも親切にされると、逆に怖くなる。

「……どうして、私にこんなことを？」

　レイチェルが、柔らかな笑みを浮かべた。

「アイヴァン様のご命令だからです。アイヴァン様は私に、この先毎日、あなたのお世話をするよう言われました。あなたはこれから、このアイヴァン様の別邸にお住みになるのです」

　クレアの胸元のリボンを整えながら語る彼女の口調は、どこまでも優しい。

「あなたはまだ、状況を理解なさっていないようですね。このたびのユーリス王宮騎士団の襲撃が引き金となって、バロック王国は降伏しました。つまり、バロック王国は滅びたのです」

　クレアは、黙ってレイチェルの話に耳を傾けていた。バロック王国の滅亡は、あの晩、燃え盛るバロック城を目にした時から、幼いなりにも予想していたことだった。

「アイヴァン様は、寡黙な方ですので多くを語られませんでしたが、行き場をなくした子供のあなたを放ってはおけなかったのでしょう。国に連れ帰り、面倒を見ることにされたのです」

　アイヴァンはどうやら、騎士の情けで敵国の哀れな少女に手を差し伸べたらしい。確かに、あのまま無人となった屋敷に取り残されても、クレアは路頭に迷うだけだっただろう。

　背後からノックの音が響いた。

「終わったか？」

　アイヴァンの声だった。レイチェルは「はい、ちょうど終わったところでございます」と明るい声をあげると、ドアを開けてアイヴァンを室内に招き入れた。

　背の高い男が、こちらへと近づいてくる。

　バロック王国からユーリス王国に戻る道中、アイヴァンは常に甲冑を身につけていたので、クレアは彼の素顔を見るのは初めてだった。

　短めの黒髪に、冷徹さをはらんだ鋭い漆黒の瞳。筋の通った男らしい鼻び梁りょうも、硬く引き結ばれた唇も、想像していたよりずっと整っている。上背は、クレアが今までに会った誰よりもあった。オフホワイトのシャツに黒のトラウザーズといった軽装でも、強靭な肉体の気配を隠しきれずにいる。

　クレアの小さな心臓が、ドクンドクンと鼓動を加速させる。

　戸惑いながらも、クレアは少しずつ現状を受け入れつつあった。敵国の騎士に拾われ、命を奪われてもおかしくないところを、情けから住すみ処かを与えられた。一見、冷たい印象だが、本当の彼はおそらく優しい人なのだ。

　あの晩、あの大きな掌がクレアの醜い痣に触れた時から、クレアはそれを予感していた。

（きっと、素敵な言葉をかけてもらえる……）

　期待に胸を弾ませるクレアに、鋭い漆黒の瞳が向けられる。

「字は書けるのか？」

「……いいえ」

「では、読めるのか？」

「少しだけなら……」

　幼い頃から働きづめで、文字を習う機会などなかった。屋根裏に転がっていた古い書物を眺めるうちに、文字の形と、その文字がどんな音を出すのか、繋がりがかろうじてわかるようになった程度だ。

　クレアの返答を耳にした途端、アイヴァンの表情が険しくなる。

　よりいっそう声音を低くして、彼は言い放った。

「いいか。文字の読み書きができない人間は、この屋敷にいる資格はない。これから、死ぬ気で勉強しろ」

　突き放すような口調は、クレアの期待を打ち砕くには充分だった。

　あの晩、痣に触れた手の温もりが、幻だったのかと疑うほどに。

「食事以外は毎日勉強に費やせ。それから俺の許しがない限り、この屋敷から出てはならない」

　微み塵じんの温もりも感じられない視線に、クレアは怯えた。大人から冷たくされるのには慣れているが、アイヴァンの冷たさは格別だった。有無を言わさぬ気迫に、言葉が出ない。

「アイヴァン様。子供相手にその言い方は――」

　見かねた様子のレイチェルが口を挟んできたが、アイヴァンはそれを制した。

「子供も大人も関係ない。弱い人間の面倒を、俺は見るつもりはない」

　最後にとどめのように言い捨てると、アイヴァンはクレアから視線をそらし、部屋の外に出ていった。




　翌日から、クレアの新しい生活が始まった。

　レイチェルは、まずはクレアが住むことになったこの屋敷や、アイヴァンについて話してくれた。

「ここは、ユーリス王国の王都アルメリアの郊外に建てられた、クロフォード公爵家の別邸になります。緑豊かな、とても素敵な場所ですよ。アイヴァン様のお住まいである本宅は、ここから馬車で三十分ほどの街中にございます」

　ユーリス王国の公爵家の嫡男である彼は、剣技に長たけていて、弱冠二十歳にして王宮騎士団の小隊長を担っているほどの人物らしい。

　そもそも此こ度たびの闘いでバロック王国を滅ぼしたユーリス王宮騎士団は、数あま多たの国が領土を奪い合うここサンブルグ大陸の中でも、最強と謳うたわれている。国中から集まった腕自慢の入団志望者が絶えない中、若くして小隊長を任されるということは、アイヴァンの実力はかなりのものとのことだ。

　だが二十歳という年齢は、八歳のクレアにしてみれば、はるか先を生きる大人にしか感じられなかった。だからレイチェルがそれを誇らしげに語っても、いまひとつピンとこない。

　クレアが住まうことになったこの別邸は、アイヴァンが父親である公爵から譲り受けたものらしい。一階には食堂、厨房、ホールなどがあり、二階には日の光をよく通す部屋が十近くある。そのうちのひとつ、初日に案内された貴婦人のような内装の部屋が、クレアにあてがわれた。

　玄関先の小道の脇にはガゼボの備わった緑の芝生が広がり、一角には薔薇が咲き誇る見事な庭園もある。

　これだけ広い屋敷でありながら、使用人はレイチェルと庭師の男のみだった。レイチェル曰いわく、アイヴァンは彼が自由に裁量できるこの屋敷に、信頼を寄せる者しか置いていないらしい。そのうえ客人を招くことも皆無で、ここはいわばアイヴァンの隠れ家的場所のようだ。

　アイヴァンがいかに文武両道であるか、そして、この国を統治している王と王妃がどれほど秀でた人物かなど、レイチェルの話は尽きなかった。明るい性分のレイチェルは、相当な話し好きのようだ。

　そして、気づけばあっという間に夕方を迎えていたのである。

　アイヴァンが再びこの別邸に来たのは、ちょうどその頃だった。

「何をしている？」

　夕食の支度をしているレイチェルを手伝おうと、クレアが厨房でじゃがいもの皮かわ剥むきをしていると、背後から低い声が聞こえた。

　見れば、眉間に皺しわを寄せたアイヴァンが腕を組んで立っている。

　厨房は屋敷の中でも奥まった場所にあるせいか、馬車の音に気づかなかった。

　クレアは慌てて立ち上がる。

「その……、じゃがいもの皮剥きをしていました」

　縮こまるクレアに歩み寄ると、アイヴァンは彼女の両手を取り、まじまじと観察し始める。クレアの手は、これまでの日々の労働のせいであかぎれだらけだ。お世辞にも綺麗とは言いがたい。

　恥ずかしさからクレアがうつむくと、頭上から声が降ってきた。

「昨日、俺はなんと言った？　食事以外は、勉強に費やせと言ったんだ。家のことは、この先一切してはならない」

「……でも」

「君は、俺に反論できる立場にはない」

　アイヴァンの冷酷さは揺るがなかった。

　だが、クレアは少しでもレイチェルの力になりたいという思いから、すすんで手伝いをしていただけだ。間違った考えではないと思う。彼の言いつけを守らなかったのは確かだが、少しくらいねぎらいの言葉をかけてくれてもいいのではないかと悲しくなった。

　瞳が、じわじわと濡れていく。

　涙がこぼれないように、クレアは懸命に唇を引き結んだ。

「泣いても無駄だ。読み書きの書物を持ってきたから、すぐに部屋に来い」

　アイヴァンはますます眉間の皺を深くすると、そう言い残して厨房をあとにした。

　クレアが部屋に行くと、机には大量の本が山積みにされている。アイヴァンはクレアが着席するなり、さっそく読み書きの指導を始めた。

　彼の教え方は、想像以上に厳しかった。書物を読ませ、読めない語句があれば繰り返し練習させる。そして、再び最初から読み直しをさせるのだ。それが延々と続き、もう何度同じ物語を読んだかわからなくなった頃に、クレアはようやく書物を置くように言われた。

　だが、それで終わりではなかった。

　読み書きの学習のあとは、行儀作法の指導が始まった。

　クレアは知らなかったが、お辞儀の仕方は男性と女性で違うらしい。

　足の位置や膝の伸ばし具合、腰を落とす速度や角度など、アイヴァンの指導はうんざりするほど細かく、神経質なものだった。

　彼がクレアを解放したのは、深夜近くになってからである。

　クレアはランプの明かりだけが頼りの仄ほの暗ぐらい食堂で、しょぼくれながら冷え切ったスープを口に運んでいた。アイヴァンは今しがた本宅に向け、この屋敷を離れたばかりだ。

「……アイヴァン様は、私のことがお嫌いなのでしょうか？」

　気づけば、近くにいるレイチェルにこぼしていた。

　今までも他人に物事を教えられたことはあったが、これほど厳しくはなかった。それにクレアは幼い頃から働きづめで、座って学習することに慣れておらず、疲労は生半可なものではない。

　彼女のカップに温かなミルクを注ぎながら、レイチェルが労わるように声をかけてきた。

「まさか、そんなわけはございません。お嫌いでしたら、アイヴァン様はクレア様をこのお屋敷に連れていらっしゃったりはしなかったでしょう」

　それなら、ここに住まわせることを決めたあとで、嫌いになったに違いない。クレアが醜く弱いことに気づいて、嫌気が差したのだろう。そうでもない限り、あんなに厳しい態度は取らないように思う。

「でも、厳しさも優しさのうちだと思いますけどね」

　なおも落ち込んでいるクレアに、レイチェルは諭すように言った。

　だが、彼女の励ましはクレアの心に全く響かなかった。なぜなら、アイヴァンはレイチェルには優しかったからだ。常にねぎらいの言葉をかけ、話す時には微かな笑みまで浮かべていた。

　一方で、クレアを見る目はどこまでも冷たい。その対比を思うたび、クレアはよりいっそう落ち込むのだった。

　クレアにとって、恵まれない境遇から救い出してくれたアイヴァンは恩人だ。少しでも彼の役に立ちたいし、好かれたい。

　だが、現実は真逆だった。クレアは彼にとって足手まとい以外の何者でもなく、どう考えても好かれているようには思えない。

　重苦しい気持ちのまま、クレアは一夜を明かした。

　そして翌日からも、アイヴァンはクレアのもとを毎夕訪れ、行儀作法や勉強を厳しく仕込んでいったのである。




　クレアがアイヴァンに拾われ、ユーリス王国にある彼の別邸で暮らすようになって二週間が過ぎた。

　彼女の勉強量は、日を経るに従い増えていた。本宅へと戻る前、アイヴァンはいつもどっさり宿題を置いていくので、クレアはそれを終わらせるのに大忙しだ。

　一日中机にかじりつくことが、こんなにも大変だとは思わなかった。窓の外には青空が広がり、うららかな陽気を感じるのに、アイヴァンは庭に出ることすら許してくれない。

　以前の屋敷ですら、市場におつかいに出向いたり、教会に礼拝に行ったりと、時には外に出ることを許されたのに。

　クレアの不満は次第に膨らんでいった。

　レイチェルは厳しさも愛情のうちだと言うが、子供のクレアには彼女の言い分がわからない。

　好きなら優しく、嫌いなら冷たく接する。

　人間とは、そういうものではないだろうか？

　だからレイチェルがなんと言おうと、クレアはアイヴァンが自分を嫌っていると思い込んでいる。




　雲行きの怪しい夕方のことだった。

　その日もクレアのもとに来たアイヴァンは、彼女が終わらせた宿題を見るなり顔をしかめた。

「つづりが二ヵ所間違っている。すべてやり直しだ」

　冷たく言われ、ぎっしりと文字が連ねられた紙の束を、放るように机に置かれる。クレアが一日の大半を費やし、指示された書物を模写したものだった。

　さすがのクレアも、これには我慢がならなかった。奥歯を噛みしめ、アイヴァンを睨にらみつける。そんなクレアのささやかな反抗を目の当たりにして、彼は片眉を吊り上げた。

「なんだ？　言いたいことがありそうだな」

「……アイヴァン様は、どうしてこんなに私をいじめるのですか？」

「いじめる？　君は、俺にいじめられているように感じているのか？」

　フッと、嘲笑うようにアイヴァンが口角を上げる。

「考えが子供だな」

「まだ、子供でございます」

「そうだったか。あいにく俺は子供が苦手だ」

　冷淡な笑みを浮かべるアイヴァン。

「それなら、どうして私を連れ帰ったりしたのですか？」

「……深い意味はない」

　あっさりとした返答に、クレアはいたたまれなくなる。やはり、彼がクレアを拾ったのは気まぐれだったのだ。そしてクレアがあまりにも醜く教養がないから、嫌気が差して冷たく接しているのだろう。

　溢あふれた涙が頬を滑り落ちた。

「もう、こんな毎日は嫌です……」

　ついに我慢の限界を迎えたクレアは、立ち上がると部屋を飛び出した。

「クレア様!?　どこへ!?」

　階段を駆け下りたところで、背後からレイチェルの叫び声がしたが、振り払うように外へと向かう。そして小道を走るとアーチ門を押し開け、屋敷から抜け出した。

　アイヴァンの別邸の近くは、緑豊かな風景が続いていたが、それを眺める余裕は彼女にはない。

　垂れ込めた雲から、ポツポツと雨粒が落ちてきた。

「ひっく、ひっく」

　泣きじゃくりながら歩く貧弱な少女を、道行く人々が不思議そうに目で追っている。視線に耐えられなくなったクレアは、雨と人目を避けようと、木の陰づたいに先へと移動した。

　少し行くと、数軒の店が並んだ石畳の広場に出た。中心には、重厚なゴシック様式の教会がある。ふらふらと歩いていると、不意に背後から声をかけられた。

「お前、誰？　どこの子？」

　振り返れば、クレアと同じ年ほどの少年が三人、こちらに顔を向けている。豚の膀ぼう胱こうを膨らませた風船を手にしているところから考えるに、三人で仲良く遊んでいたのだろう。

　屋敷にこもり、ずっと勉強ばかりをさせられていたクレアは、遊んでいる子供たちを素直にうらやましいと思った。

（私も遊びたい……。仲間に入れてくれないかしら）

　知らず知らずのうちに、そんな淡い期待を抱いた。

「あの……」

　そう言いながら少年たちの方へと少しずつ歩を進めると、狐きつね顔の少年がクレアの左手を指し示し「あっ！」と叫んだ。

「見ろよ、この痣！　まるで悪魔の印みたいだ！」

　少年の言葉に、クレアは凍りついたように足を止めた。

　それに続くように、ほかの少年たちも次々声をあげる。

「本当だ、呪いの紋様だ！」

「こいつ、魔女の子なんじゃないのか？」

　少年たちの顔には、クレアに対するあからさまな嫌悪が浮かんでいる。

　ひとりの少年が青ざめながら叫んだ。

「逃げろ！　魔女といると、不幸になるぞ！」

　それを合図に、少年たちは怯えたように、ちりぢりに走り去っていった。

　広場にひとり取り残されたクレアは、呆然とその場に立ち尽くしていた。

　まるで鞭むちで打たれたかのように、心が痛い。

　アイヴァンに勉強を教えられ、レイチェルに優しくされる日々の中で、クレアはすっかり忘れていたのだ。赤毛で、生まれつき禍々しい痣を持つ自分が、本来は忌み嫌われる存在であることを。

　雨脚が次第に強くなっても動く気になれず、彼女は力なく宙を仰いだ。

　すると、『サンベルトリ教会』と記されたレリーフが目に入る。レリーフの刻まれた石壁はアーチ型の屋根を頂く入口になっていて、雨風をしのぐのにちょうどよかった。クレアはひとけのないそこにうずくまり、雨がやむのを待つことにした。

　降り続ける雨の音は、クレアをますますみじめな気持ちにさせる。

（今度こそ、本当にひとりなのね）

　ひとりなんて慣れている。

　今までだってそうだった。

　クレアに味方なんていなかったし、それで平気だった。

　それなのに、こんなにも胸が苦しくなってくるのはなぜだろう。

　不安に駆られながら視線をさ迷わせているうちに、膝の上に置かれた自分の掌が目に入る。

　クレアは、今さらのように気づいた。

　水仕事をしなくなったため、あかぎれがすっかり治っている。白く滑らかな指先は、まるで自分のものではないかのようだ。

（もしかしてアイヴァン様は、あかぎれを治すために家事をするなとおっしゃったのかしら……）

　じゃがいもの皮剥きをしていたのを咎とがめられた際、あかぎれだらけの掌をじっと観察されたのを覚えている。

（きっと偶然よ）

　そう自分に言い聞かせつつも、クレアは落ち着かない気持ちになっていた。

　すると、今度は教会前の看板に刻まれた文字が視界に入った。

「汝なんじに神のご加護があらんことを……」

　無意識のまま書かれた文言を呟いたあとで、はっと我に返った。

　まるで、頭に溶け込むかのように、文字とその言葉の持つ意味を理解できたことに驚いたのだ。

　今まで、こんなにスラスラと文章を読めたことなどなかった。文字のひとつひとつを目で追い、考えた末、ようやく単語がわかるかわからないか、といった具合だった。

（この二週間、読み書きの練習ばかりしていたから？）

　アイヴァンは、城での任務を終えてからクレアのもとに足を運び、深夜までみっちり読み書きや礼儀作法を教え込む。そんな彼の毎日は、どれほど過酷なものだろう。それでも、疲れた顔ひとつ見せなかった。

　自分でも認識できないところで、クレアは気づいていたのかもしれない。レイチェルの言っていたように、アイヴァンの厳しさは優しさと紙一重なことを。

　わずか二週間で、アイヴァンはクレアにあかぎれのない綺麗な手と、文字を読む喜びを与えてくれた。

（だから、こんなにも胸が苦しいの……？）

　ひとりになったことがつらいのではない。

　クレアは、アイヴァンを失ったことがつらいのだ。

　だが、もう何もかもが手遅れだった。クレアは、自らのわがままで彼の手を離してしまった。

　アイヴァンの言うように、クレアは子供だった。

　クレアの何倍も先を行くアイヴァンの方が、はるかに上うわ手てだったのだ。




　自分の愚かさを思い知り、唇を噛みしめていると、何者かがそばで足を止める気配がした。

　恐る恐る顔を上げたクレアは、自分を見下ろす人物を見て息を呑む。

　それは、アイヴァンだった。

　雫しずくがしたたるほど髪が濡れ、息が乱れている。

　雨の中、街中を走り回ってクレアを探していたのかもしれない。

　重い沈黙が、ふたりの間に訪れる。

　何も言おうとしないアイヴァンに、クレアは怯えていた。今まで以上に厳しい言葉をかけられ、突き放されるのだろうと思っていた。

　だが、降り続ける雨音に混ざって聞こえてきたのは、「すまなかった」という消え入るような声だった。

　クレアが目を瞬かせると、彼は一瞬だけ彼女に視線を返す。

　しかし、すぐに瞳を伏せた。

「君のような子供に……どう接していいのかわからないんだ」

　おかしなことを言う人だと、クレアは思った。彼女よりもはるかに大きく立派な彼には、あまりにも不似合いなセリフだ。

（私のようなちっぽけな存在を、どう扱ったらいいかわからないだなんて……）

　前の雇い主のところでは、大人たちは機嫌がよい時はクレアに優しく接し、そうでない時は邪険に扱った。自分など、そんな取るに足らない存在でしかないと思っていたのに。

「だが、どうか俺の言うことを聞いてほしい」

　ゆっくりと、アイヴァンは続けた。

「俺は、君のような子供に慣れていないだけで、いじめるつもりはないんだ」

　慎重に言葉を選んでいるようだった。本当に、子供に慣れていないのだろう。

　見放されたわけではないことに気づいて、クレアはホッと胸を撫なで下ろす。

　同時に、幼いなりに、目の前の騎士の不器用な優しさを感じ取った。

「だから、頼む。……一緒に帰ろう」

　遠慮がちに、大きな掌が差し出される。途端に、空虚だった心に暖かい風が舞い込んできて、クレアは気持ちを昂たかぶらせた。だが――。

『魔女といると、不幸になるぞ！』

　つい先ほど浴びせられた少年の叫びを思い出し、クレアは伸ばしかけた手を止める。

（もし、本当にそうだとしたら……）

　醜い痣を持つ自分は、アイヴァンを不幸にしてしまうかもしれない。

「……帰れません」

　うつむき加減に、クレアは答えた。

「なぜだ？」

「私がいると、アイヴァン様が不幸になるからです」

「どういうことだ？」

「私は、一緒にいる人を不幸にしてしまうのです」

　そう言うと、掌のつけ根から手首にかけて広がる痣を、クレアは恐る恐るアイヴァンの前に差し出した。

「この呪いのような痣が証拠です。それに、この醜い赤い髪も……」

　小刻みに肩を震わすクレアに、アイヴァンはしばらくの間何も言葉を返さなかった。

　だが、やがてひと息つくと、クレアの瞳を力強く見つめた。

「君は、美しい」

　驚きのあまり、クレアは硬直する。

　そんなことは一度も言われたことがないし、思ったこともなかった。

　戸惑うクレアを戒めるように、アイヴァンはなおもクレアをまっすぐ見つめ続けた。

「君は将来、この国の誰よりも美しくなる」

「そんなこと……」

　いくらなんでも言いすぎだとは思ったが、アイヴァンの真摯な眼差しを前に、クレアは反論できなくなった。

「自分を信じろ、クレア。自分が信じられないなら、誰の声にも耳を貸すな。俺の言葉だけを信じろ」

「アイヴァン様……」

　クレアの瞳に、じわじわと涙が滲む。とめどなく溢れる涙を止めることなど、できるはずもなかった。

　ただ、純粋に嬉しかった。

　生まれて初めて、美しいと言われたことが。

　たまらず、クレアはしゃくり上げる。

「アイヴァン様の家に……帰りたいです」

「わかった。帰ろう」

　いつもより幾分か優しい口調でそう答えたあと、アイヴァンはクレアの頭をぽんと撫で、小さな身体を片手で軽々と抱き上げた。

　そして、教会をあとにする。掌を頭に載せたままなのは、クレアが雨で濡れないように気遣ってくれているからかもしれない。

　彼はもう何も言わなかったが、それで充分だった。

　その胸は硬く、広く、永遠に身を委ねていたいほど温かかった。

　降りしきる雨の冷たさも、忘れてしまうほどに。




　一ヵ月後、アイヴァンはクレアに小さな箱を贈ってくれた。中には、掌のつけ根から手首までをすっぽりと覆う、特注の銀のブレスレットが入っていた。

　すずらんの花模様が彫り込まれたそれは、留め具がついていて、クレアの手首にぴったり装着できるようになっている。成長に合わせて調整可能だから、使えなくなる心配もない。

　これをつけていれば、醜い痣が人目にさらされることはないだろう。

　生まれて初めての贈り物は、彼女にとって何にも代えがたい宝物となった。

　そしてクレアは、入浴時と就寝時以外は、欠かさずそのブレスレットを身につけるようになったのである。










芽生えた恋心




　それからというもの、アイヴァンの期待に応えられるよう、クレアは勉学と稽古事に励んだ。

　アイヴァンの厳しさは相変わらずだったが、もう怖いとは思わなかった。彼が来る夕方が待ち遠しくて、寒さの厳しい中玄関前で待ち続け、風邪をひいてひどく叱られたこともある。

　読み書き、外国語、歴史、地理、テーブルマナー、ダンスレッスン、そして護身術。

　アイヴァンは、家庭教師に頼ることなく、すべてをひとりでクレアに教え込んだ。公爵家の嫡男として生まれ一流の教育を受けてきた彼は、あらゆることに長けており、家庭教師を雇う必要もなかったのだろう。

　その熱心な教育とクレアの努力のおかげで、一年が経った頃には、彼女は同じ年頃の貴族令嬢と比べても遜色ない教養を身につけていた。




　冬のある朝、クレアは勉強の合間に窓辺に腰かけ、レイチェルの淹れてくれたお茶を味わっていた。

　この一年の間に、クレアの髪は結い上げられるほどまで伸びた。食事の影響か、色素も薄くなり、赤から小麦の穂を思わせる色に変わってきている。

　柔らかな日差しの中で、すずらん模様のブレスレットが、淡い銀の光を放っている。

　アイヴァンがいない間は、このブレスレットがクレアの心の支えだった。これがあれば、心から信頼を寄せているアイヴァンを、いつでも近くに感じられるからだ。

『君は、美しい』

　そう告げてくれた時の、優しさを潜めた漆黒の瞳を思い出す。あの言葉と、このブレスレットさえあれば、クレアはきっとどんな苦難にも立ち向かえるだろう。

「いつ見ても、綺麗なブレスレットですね」

　花瓶の水を換えていたレイチェルが、水差しを片手に話しかけてくる。

「ええ、本当にそう思うわ」

　かしこまった受け答えをレイチェルにたしなめられてから、クレアは彼女に対する口調を変えた。初めこそ落ち着かなかったが、今ではすっかりなじんでいる。

「そういえば、アイヴァン様はすずらんがお好きなのかしら？」

　前々から、不思議に思っていた。アイヴァンがクレアのために特注したこのブレスレットにはどうしてすずらんの模様が彫り込まれているのだろう、と。薔薇でもいいし、百ゆ合りでもよかったはずだ。

　クレアの何げない問いかけに、レイチェルの瞳が切なげに揺れた。

「レイチェル、どうかした？」

「あ……、いえ」

　我に返ったようにレイチェルは微笑んだが、その笑顔もどこかもの悲しさを秘めている。

「すずらんは、アイヴァン様にとって、お母様との唯一の思い出が宿った大事な花なのですよ」

「お母様との思い出？　でも、アイヴァン様のお母様は……」

　クレアは会ったことはないが、本宅に住んでいるクロフォード公爵夫人は元気だと聞いている。それなのに、今のレイチェルの口ぶりだと、まるで亡くなっているかのようだ。

　クレアの言いたいことが伝わったのか、レイチェルはゆるゆると頭を振った。

「本宅にいらっしゃる奥様は、アイヴァン様の本当のお母様ではございません。アイヴァン様をお生みになった女性は、私と同じ使用人でした」

「そうなの……？」

「ええ。そしてアイヴァン様は幼い頃にお母様と引き離され、一度も会うことがないまま、お亡くしになったのです」

　朗らかなレイチェルが、いつになくしおらしい。アイヴァンの生い立ちを不ふ憫びんに思っているのだろう。

「そんな……」

　孤児であるクレアは、母親の記憶が全くない。傍目には哀れに思えるかもしれないが、記憶が存在しない分、悲観することもなかった。

　だが、アイヴァンは違う。母親が生きているのを知りながら会えない方が、よほど酷だ。しかも、会えないままに永遠の別れを迎えてしまっただなんて。

「アイヴァン様は三歳の頃に、一度だけお母様からの手紙を受け取られたことがあるのです。彼女の死期が迫っていることを知って、私がどうにか届けたものでした。その中に、すずらんの押し花が入れられていたのです。アイヴァン様はその押し花を肌身離さず大事にされていたのですが、ある日奥様に見つかり……無残にも、燃やされてしまいました」

　レイチェルが、悔しげに言葉を詰まらせた。

「なんてひどいことを……」

　子供ながらも、アイヴァンの指導下で多くの書物を読んだクレアは、事の状況をおぼろげに理解していた。

　アイヴァンはつまり、クロフォード公爵の庶子なのだ。本妻であるクロフォード公爵夫人はそんなアイヴァンの存在を疎み、嫌がらせをしたのだろう。

「幼かったアイヴァン様の絶望的な顔を、今でもはっきりと覚えています。アイヴァン様は何も語られませんでしたが、すずらんの花を守れなかった悔しさを胸に、これまで生きてこられたのでしょう」

　レイチェルが、クレアのブレスレットに視線を注ぐ。

「それをクレア様のブレスレットに刻まれたということは、大切な方を今度こそ守ってみせる、という強いご意志のように思えてならないのです」

　緻密に彫り込まれたすずらん模様を、クレアは指先でそっとなぞった。

「このすずらんには、そんな特別な想いが込められていたのね」

　すずらんに秘められたアイヴァンの想いを知って、胸が湧き立つほどに嬉しい。

「大事に、何があっても大事にするわ……」

　心からそう呟くと、レイチェルは優しい顔で頷いた。

「そうだ、その調子だ」

　その晩、クレアはアイヴァンにダンスを教えてもらっていた。

　アイヴァンがクレアの手を取り、反対の手を腰に添えて、ぎこちなくステップを踏んでいく。

『ダンスは得意じゃない』と以前こぼしていたように、彼はダンスがさほど上手ではない。時々リズムに乗れていないし、口数が少ないながらも、教えるのに四苦八苦しているのが見て取れるからだ。

　それでも自分以外の人間に頼ることなく、懸命に教えてくれる姿を見るのがクレアは好きだった。

　ステップを刻みながら、クレアはそっと彼を見上げた。

　年を重ねるにつれ、アイヴァンの男らしさは威力を増した。漆黒の髪にも瞳にも、猛々しさと精せい悍かんさがバランスよく共存していて、見惚れるほどに勇ましい。

　レイチェルが言うには、このところ王宮騎士団の仕事が多忙を極めているらしい。そのうえ公爵家嫡男としての務めも山積みで、『寝る時間もろくに取れないのではないでしょうか』と、レイチェルはよくため息をついていた。

　それでもアイヴァンは疲れひとつ見せず、こうやって頻繁にクレアのもとに足を運んでくれる。

「うまいな、君は。ダンスに関しては、俺よりもずっと筋がいい」

　クレアの足元を見つめながら、アイヴァンが満足げに言った。

　彼にこうやって少しでも褒められた時、クレアはたまらなく嬉しくなる。

「ありがとうございます！」

　瞳を輝かせて礼を言うと、彼は戸惑ったような笑みを見せた。

　クレアの面倒を見るようになって一年が経つが、アイヴァンはいまだクレアを持て余しているようだった。

　早く大人になりたい、といつも思う。

　大人の女性になれば、彼はクレアの扱いに困りはしないだろうから。

「すまないが、明日はここに来られない」

　クレアが物思いにふけっていると、急にアイヴァンがそんなことを言いだした。

「なぜですか？」

「晩ばん餐さん会かいに呼ばれているんだ。断り続けていたが、いよいよ行かなければいけない状況に追い込まれた」

　アイヴァンが、少し苛立ったように言う。

　以前にレイチェルが言っていたが、アイヴァンは晩餐会などの社交の場に出るのを好まない性分らしい。だが次期公爵としての立場上、それでは困るとレイチェルはこぼしていた。

　クレアは小さく唇を尖らせる。先週も、多忙な彼に会えない日々が続いたばかりだ。今週こそは毎日会えると期待していただけに、ショックを隠しきれない。

　それに、クレアには気がかりなことがあった。

「晩餐会ということは、ダンスもされるのですか？」

「まあ、そうだろうな。晩餐会のあとは、舞踏会と流れが決まっている」

「アイヴァン様も、どなたかと踊られるのですか？」

「気が進まないが、そういうことになるだろう」

　アイヴァンの返事に、クレアの胸がざわつく。

　この屋敷から出ることをほとんど許されないクレアにとっては、レイチェルと語らい、アイヴァンに教養を叩き込まれるこの毎日がすべてだ。

　だが、彼にとってここでの時間は生活のごく一部であり、騎士団の小隊長、もしくは公爵家の嫡男としての顔の方が主なものだ。

　アイヴァンの外での顔も、その交友関係も、クレアは知らない。

　仕事上の仲間や家族、友人もいるだろう。それに、もしかしたら特別な女性だって……。

　だがまだ九歳のクレアは、モヤモヤとしたこの感情が何を意味するのか、よくわからない。

　行き場のない気持ちを処理しきれず、ささやかな反抗心が芽生えていた。

「アイヴァン様、お願いがございます。明日、ひとりで外出したいのです」

　彼はクレアに外出を許さないのに、自分だけひとりで好き勝手してズルいと思う。

　今までも数回、わずかな時間だけ外出したことはあったが、常にレイチェルが一緒だった。『ひとりで』という条件に、彼は困惑するに違いない。

　どうしようもなく、彼を困らせたい気分だった。

　案の定、アイヴァンの表情が険しくなる。

「どこに行くつもりだ？」

「教会でございます。以前のお屋敷でも、日曜日の教会に行くくらいは許してもらえていました」

「ひとりで行く必要はないだろう。レイチェルを連れていけばいい」

「私だって、ひとりの時間が欲しいのです。それに、教会までは歩いてすぐではないですか」

　アイヴァンに対して、こんなにくってかかったのは久しぶりだ。

　冷たい目で睨まれても、負けるものかとクレアは意地を張った。

　ふたりの無言の攻防戦は、長い間続いた。

　クレアの頑なな態度に、ついにアイヴァンが観念してため息をつく。

「……わかった。ただし、一時間で帰るんだぞ」

「本当ですか!?」

　ぱあっと、クレアは無邪気に顔を輝かせた。

　淑女らしく振る舞うことを忘れて、思わずアイヴァンに抱きつく。

　アイヴァンはそんな彼女を拒むことなく胸に受け入れ、頭をぽんと撫でた。

「それから、約束するんだ。顔を隠し、なるべく人に見られないようにしろ。必要最低限のこと以外は、しゃべってもいけない」

「わかりました」

　理不尽な要求だが、きっと私の髪と顔が醜いからだとクレアは思う。話をしても気の利いたことは言えないし、クレアがつらい思いをするだけだから、彼はそんな助言をくれたのだろう。




　翌日。夕方になる少し前、クレアは喜び勇んで教会へと出かけた。

　向かうのは、クレアが住む屋敷からほど近い、サンベルトリ教会だった。一年前、勉強に嫌気が差したクレアが逃げ出した際、行き着いた教会だ。

　サンベルトリ教会を中心に広がるこの地域は、王都アルメリアの第六区に位置し、自然豊かなことから別荘地に最適だった。そのため平民の住居に紛れるようにして、あちらこちらに豪華な屋敷が点在している。

　クレアは土色のローブを纏まとい、フードを頭からすっぽりとかぶっていた。アイヴァンの言いつけ通り、人目につかないようにとレイチェルが着せてくれたものだ。

　礼拝堂でミサを終えると、すぐ教会をあとにする。

　いつしか、空は茜色に染まっていた。

　いつもであればアイヴァンが来るのを待ちわびている時間だが、今日彼は来ない。

　寂しさが胸に込み上げてきたが、仕方のないことだと自分に言い聞かせる。そして、長居はしないというアイヴァンとの約束を守るべく、クレアは家路を急ぐことにした。

　教会前の広場を横切った時、数人の少年たちが、噴水脇で話し込んでいるのを見かける。なんの話をしているのかはわからないが、時々笑い声をあげたり、肩を叩き合ったり、とても楽しそうだ。

　その中に見覚えのある顔を見つけ、クレアの意識が凍った。それは、およそ一年前、クレアの痣を見て『魔女』と罵った少年だった。あの頃よりもいくらか背は伸びているが、狐に似た面立ちは変わっていない。

　早くこの場を去ろうと思った。

　だが、意図して顔をそらしたのが逆に不自然だったのか、あっけなく気づかれてしまう。

「おい、見ろよ。変な格好のやつがいるぞ」

　週末のため着飾る女性が多い中、華やかさからはほど遠い装いのクレアは、逆に目立ってしまったようだ。

　冷や汗が背中に湧くのを感じ、クレアは早足でその場を通り過ぎようとした。

　不必要な会話はしないと、アイヴァンと約束している。だが、そのクレアの淡白な態度は、不遜な振る舞いと取られたらしい。

「待てよ、怪しいやつ！」

　あっという間に周りを囲まれ、クレアは震えた。伸びてきた手にフードを下ろされ、顔がさらされてしまう。

「どこかで見た顔だな。あ……っ！　手首に印のあった、いつかの魔女の子だな！」

　左手首を取られ、確認するように覗き込まれる。銀のブレスレットがキラリと反射して、少年は忌々しげに目を細めた。

「生意気な。この下に痣を隠して、人間のふりをしているんだな！」

「やめて……っ！」

　振り払おうとするが、少年の方が力も体格も上だった。無理やりにブレスレットが取り外され、赤紫色の醜い痣があらわになる。

　狐顔の少年はクレアからブレスレットを取り上げると、彼の仲間に見せつけるかのように上空に掲げた。

「お願い、返して……！」

　なんとしてでも取り戻さなくてはと、クレアは必死に手を伸ばす。

　だが狐顔の少年は、彼女をからかうようにステップを踏みながら、「いやだよ」とブレスレットをますます遠ざけた。

「魔女のくせに、人間のふりをしているなんて許せない。こんなもの、捨ててやる！」

「待って……！」

　ニヤついた顔で駆けだした少年を、クレアは懸命に追いかけた。今にも泣きそうな彼女をはやしたてながら、取り巻きの少年たちがついてくる。

　どれくらい走っただろう。ひとけのない沼地に辿り着くと、狐顔の少年はブレスレットを空高く放り投げた。真っ黒な泥の中に、クレアの宝物が音もなく吸い込まれていく。

「……っ！」

　血の気を失ったクレアは、服が濡れるのも厭わず、ズブズブと沼地に足を進めた。

　そう深くはないが、底が全く見えないため、ブレスレットがどこに落ちたのか皆目見当もつかない。

　泥の中で途方に暮れるクレアをせせら笑ったのち、少年たちは来た道を引き返していった。

　ひとり取り残されたクレアは、死に物狂いで泥の中を探り続けた。繰り返し手足を掻かいているうちに、全身が見る影もなく泥にまみれていく。

　だが、今のクレアにとってそんなことはどうでもよかった。

　アイヴァンが贈ってくれたブレスレットを何がなんでも見つけなければと、ただひたすらそれだけを思っていた。

　空が徐々に色濃くなり、群青色から闇色に変わっていく。

　夜空には、星が瞬き始めた。

　春とはいえ、ひんやりと肌を撫でる夜風には、冬の名残を感じる。

　幾度も沼を往来し、手を沈めても、ブレスレットらしきものに触れる兆しはない。

　それでも、クレアは探すのをやめようとはしなかった。

　夜が進むにつれ、冷たい泥が容赦なく服に入り込み、ついに身体の震えが止まらなくなる。

　浅くなってきた呼吸を整えようと、クレアは一度沼地から出ることにした。だが、足が地面に着くなり視界がぼやけ、身体がグラリと揺れた。そして、あっという間に意識を手放してしまったのである。




　バチッと火の弾ける音がして、クレアは目を覚ました。

　ゆっくりと瞼を上げると、暖炉で炎が赤々と燃えているのが見えた。

　今は春だ。それなのに、暖炉に火が入っているのはおかしい。

（でも、暖かい……）

　そういえば、身体の震えが引いている。あれほど凍えていたのに、寒さなど全く感じない。

　ぼんやりと横を向くと、漆黒の瞳と目が合った。

「アイヴァン様……」

　ベッドの脇には、いつにもまして険しい表情のアイヴァンが腰かけていた。

「目が覚めたか」

　朦もう朧ろうとしながらも、クレアは今の状況を理解した。

　いつの間にか、この一年ですっかり見慣れた自分の部屋のベッドに横たわっている。泥だらけだったはずなのに全身から石鹸の香りがするのは、レイチェルが湯浴みをしてくれたからだろう。

　クレアははっと記憶を取り戻し、ベッドから飛び起きた。

「そうだわ、ブレスレット……！」

「心配ない」

　興奮しているクレアをなだめるように、アイヴァンが言った。落ち着いた声を耳にして、我に返ったクレアは、そこで左手首の重みに気づく。

　沼の中に消えたはずの銀のブレスレットが、いつものように、クレアの痣をすっぽりと覆っていた。

「どうして……」

「晩餐会を早めに切り上げて様子を見に来てみれば、君がいなくなったとレイチェルが騒いでいた。そして、沼地の前で倒れている君を見つけた」

　淡々とした口調で、アイヴァンが語りだす。

　アイヴァンはクレアが心配になり、予定を変更して今夜も別邸に来たようだ。そして彼女が日没を過ぎても教会から戻っていないことを知り、必死に探し回った。

　月の光だけが頼りの宵闇のことだから、探すのは容易ではなかっただろう。それでも彼は諦めず、沼地で凍え倒れているクレアを見つけたのだ。

「見つけた時、君はブレスレットを沼に落としたとうわ言を言っていた。だから探したまでだ」

　よく見れば、彼の衣服はそこかしこに泥がついている。クレアのために夜の沼を懸命に探り、見つけ出してくれたのだろう。

「なぜだ？」

　クレアを見つめるアイヴァンの瞳が、鋭さを増す。

「命にかかわるところだった。なぜそうまでして、ブレスレットを見つけようとした？　なくなったなら、また同じようなものを作ればいいだけの話だ」

　咎めるような視線に一瞬怯みそうになるが、必死になって気持ちを整える。アイヴァンのこの厳しさは、クレアの身を案じているが故と、わかっているからだ。

　彼の優しさは、いつだって見えにくい。

　クレアは声を絞り出した。

「アイヴァン様を、失いたくなかったからです」

「俺を失うだと？　なぜそうなる？」

　アイヴァンが、眉間に皺を寄せる。

　クレアは目を伏せると、愛いとしげにブレスレットのすずらん模様を撫でた。

　沼地にぞんざいに放り投げられたというのに、奇跡的にブレスレットには傷ひとつない。そのことを、泣きたいほど嬉しく思う。

「アイヴァン様の、お母様への大事な想いが宿っているブレスレットだからです」

　アイヴァンが、あからさまに顔に動揺を走らせた。

「……レイチェルに聞いたのか」

「そうです。アイヴァン様の特別な想いを失うことは、私にとっては、あなたを失うことと同じなのです」

　手を伸ばし、彼の掌に触れる。

「今度は、私があなたを守りたい……」

　胸が熱くなると同時にぎゅっと締めつけられるこの気持ちがなんなのか、クレアは勘づきつつあった。

　クレアはきっと、アイヴァンに恋をしているのだ。

　九歳と二十一歳では到底叶うはずもないけれど、膨らむ一方のこの想いは、もはや抑えることはできない。

　日がな一日剣を握っているアイヴァンの手は、ゴツゴツしていてとても大きかった。クレアの貧相な手では、彼の掌を覆い尽くすことはできない。

　自分はまだ、小さく頼りない少女だけれど、いつかアイヴァンを守れるようになれるだろうか。幼い頃のつらい思い出ごと、彼を抱きしめられるような存在になりたい。

「クレア……」

　アイヴァンの声が、珍しく掠かすれている。

　彼の厚い掌が与えてくれる温もりは、クレアに何よりも安らぎを与えてくれた。そのせいか、彼女は次第に微ま睡どろみに呑み込まれていく。瞼が重くなって何も見えなくなり、やがて再び深い眠りに落ちたのだった。




　のちにレイチェルに聞いた話によると、ブレスレット事件の経緯をクレアから聞き出したアイヴァンは、その足で少年たちを探しに行ったらしい。自分たちがいじめた相手が、名だたる公爵家の嫡男が手元に置く少女と知るなり、彼らと彼らの両親は懸命に許しを請うたそうだ。

　アイヴァンが、狐顔の少年をはじめとした彼らに何を言ったのかはわからない。

　だが、その後広場ですれ違っても、彼らは怯えたようにクレアから顔をそらすようになった。

　クレアは、必然的にアイヴァンの権力を窺うかがい知ることとなったのである。










届かぬ想い




　月日は流れる。

　クレアはアイヴァンの教えを忠実に守り、淑女になるべく日々努力を重ねた。

　屋敷に来て十年の時が過ぎ、彼女はもう子供とは呼べない年齢になっていた。

「アイヴァン様、お待ちしておりました！」

　クレアが十八歳になり半年が過ぎた頃のことだった。

　みずみずしい花々が咲き誇る、春たけなわの夕方。庭の花壇に身を潜めていたクレアは、アイヴァンが横切るなり飛び出して、彼に抱きつこうとした。

　だが、あえなくスルリとかわされる。

「……きゃっ」

　バランスを崩し転びそうになったクレアの肩を、逞しい腕ががっしりと支えた。

　鋭い漆黒の瞳が、間近でクレアを睨む。

「何歳になった？　いい加減そういうことはやめろ」

　うんざりした口調で言い放つと、アイヴァンはクレアから身を離す。

　いつもの癖で、クレアは小さく唇を尖らせた。この屋敷に来て十年になるが、アイヴァンとの距離は縮まるどころか開いている気がする。

　ことに、三年ほど前から、アイヴァンはクレアが抱きつくのを極端に嫌がるようになった。それまでは、抱きついても時々であれば受け入れてくれたのに。

　クレアは隙を狙ってアイヴァンに飛びつこうとしているのだが、いつもことごとくかわされている。国一番の敏腕騎士となると、素早さでは敵うはずもない。

　不服さを隠そうともしないクレアをそのままに、彼はさっさと小道を屋敷に向けて歩み始める。スラリと長い足も、日々鍛え上げられた上半身も、出会った頃と変わらず見惚れるほどに男らしい。

　銀色の刺繍が施された濃紺の上着に、髪色と同じ漆黒のトラウザーズ。腰に差さった銀のサーベルと、腕に輝く金色の鷹の腕章が、彼の抜きんでた才能を物語っていた。

　一年前に父親を亡くし公爵位を継いだアイヴァンは、半年ほど前から王宮騎士団の騎士団長の任も担っている。

　ユーリス王国の王宮騎士団は剛腕揃いで、身分など関係ない実力主義だ。そのため剣の腕ひとつで成り上がった実力者が権力を握ることが多く、アイヴァンのような上流階級出身の者が団長に選ばれることは稀だった。

「アイヴァン様、お待ちください！」

　クレアはドレスのスカートを持ちながら、小走りでアイヴァンを追いかけた。

　この十年で彼女の身長はずいぶん伸びたが、男性の中でも高身長のアイヴァンとは、いまだ見上げるような格好で話をしている。

　髪も、今では腰の辺りまで伸びた。パサパサと乾いていたのが年月とともに潤い、見違えるほど艶やかになった。赤かった髪色も徐々に薄れ、今では金糸と見まがうほどのまばゆいプラチナブロンドだ。

　遅れて玄関ホールに入ると、レイチェルがアイヴァンの上着とサーベルを預かりながら雑談をしているところだった。

「アイヴァン様。今朝がた、クレア様の新しいドレスが届いたのです。よろしかったらご覧になってくださいませ」

　白髪のだいぶ増えたレイチェルは、そろそろ六十歳になろうかという年齢だが、きびきびとした口調と身のこなしは相変わらずだ。

　この屋敷に来た頃から、クレアの身の回りの世話の一切を引き受けてきた彼女は、もはや母親のような存在になっていた。

「……どこだ？」

　あまり気が進まないようだったが、アイヴァンはレイチェルの言葉にはわりと従順だ。レイチェルはもともとアイヴァンの乳母であり、彼にとっても母親のような存在なのだろう。

　クロフォード公爵家の本宅にいたレイチェルを別邸へと移したのも、彼の采配だった。年を重ねたレイチェルを気遣ってのことだと、彼女自身がクレアに教えてくれたことがある。本宅は人の出入りやパーティーが絶えず、使用人にとって一瞬たりとも気の休まる暇がないらしい。

「こちらでございます」

　奥へとアイヴァンを案内するレイチェルに、クレアもつき従った。

　応接間には、届いたばかりのドレスが飾られていた。

　アイヴァンは、月に一回クレアに新しいドレスを仕立ててくれた。

　といっても、どんなに煌きらびやかなドレスを用意されたところで、他人に披露する機会はない。クレアが外出を許されているのは週末に教会へ行く時だけで、その際は目立たないよう地味なドレスを着なければならなかった。

（アイヴァン様が、気に入ってくださるといいのだけど……）

　アイヴァンの後ろで、クレアは内心ドキドキしていた。年上の彼に少しでも釣り合うようにと、裁縫師の老婆に大人っぽいデザインをお願いしたからだ。

　フリルの控えめなそのドレスは、落ち着いた山吹色をしていた。大きく開いた胸元には、真珠や銀の飾りが花模様を描くようにあしらわれている。

「いかがでしょう？　素敵なドレスだとお思いになりませんか？」

　レイチェルは満足そうな笑顔を見せた。子供のいない彼女はクレアを実の娘のように可愛がっており、ことにドレスの仕立ての際はいつも上機嫌だった。

　アイヴァンはしばらくの間黙ってドレスを眺めていたが、やがて低い声で呟いた。

「似合わないな」

　いつにもまして素っ気ない彼の態度に、クレアは納得できないでいた。今までのドレスの中でも、一番のお気に入りだったからだ。

「なぜですか？　こんなに素敵なのに」

「胸元が開きすぎている、大人のデザインだ。子供の君にはまだ早い」

　クレアの反撃をものともせず、アイヴァンは答えた。

　クレアはムッとした。もう十八歳だというのに、アイヴァンはいつまでも彼女を子供扱いしようとする。そんな時、クレアはアイヴァンとの距離を切実に感じ、怒りのような悲しみのような気持ちが込み上げるのだ。

「私は十八歳です。もう子供ではありません。巷では私と同じくらいの年の方でも、このようなデザインのドレスを着ています」

「体形にもよるだろう。華きゃ奢しゃな君には着こなせない。みっともなくなるだけだ」

　鋭い目線とともにピシャリと言い切られ、クレアは言葉を失った。

　確かに、クレアは貧相だ。痩せっぽちだった少女の頃よりは幾分か肉づきがよくなったものの、腕も足も、道行く女性たちよりほっそりしている。

「では……屋敷の中で普段に着る分にはよいですか？」

「ダメだ」

「でも、屋敷の中だけなら、誰にも見られやしないではないですか」

　クレアが日常的に会うのはアイヴァンとレイチェル、そして存在感の薄い庭師の男だけだ。大勢の人の目にさらされるわけでもないのに、着てはならない理由がわからない。

「ダメだと言ったらダメだ。そんなことより、ダンスのレッスンを始めるぞ」

　有無を言わさぬ口調でアイヴァンは言い捨てると、不服そうなクレアをそのままに、隣室のダンスホールへと消えていった。

　彼に続いてダンスホールに入ると、暗黙の了解でレッスンが始まった。

　まずは、二列ダンスのステップの確認だ。アイヴァンは窓際で腕を組み、クレアがひとりステップを刻むのを見ている。

　何も言わずに次の指示が出れば、合格という意味だ。

　アイヴァンの執拗なまでの厳しさは、この十年変わっていない。クレアをほとんど褒めることはないのに、少しでも間違えようものなら何度もやり直させた。ダンスに関しては、とくに厳しかった。自分が不得手で苦い思いをしてきたから、なおさらクレアには厳しくするのかもしれない。

「次は、アルマンドだ」

　上着を脱いだアイヴァンが、クレアの方へと歩んでくる。

　二列ダンスは、どうやら合格のようだ。

　クレアはホッと胸を撫で下ろすと同時に、近づいてくるアイヴァンの気配に緊張していた。

　アルマンドは、男女二組で踊る代表的な宮廷ダンスだ。男性のエスコートで女性がターンした際、隣の女性と入れ替わるのが特徴で、タイミングが難しい。

　アイヴァンがクレアの手を取り、反対の手を腰に回す。

　こうして身を寄せるたびに、アイヴァンの背の高さや鍛え上げられた肉体の剛直さを感じて、彼が男なのだということを意識してしまう。

　クレアの白い指先に、日焼けした長い指が絡まる。

　彼が直に触れた掌に、一気に熱が集まった。

　胸がはち切れんばかりに早鐘を打ち、息が弾まないよう、クレアはステップに集中した。

　クレアはいつもアルマンドのステップでぎくしゃくするので、アイヴァンは繰り返し何度も練習させた。彼女のステップをぎこちなくさせているのは、目の前のアイヴァンの存在にほかならないのだが、そんなことと彼は知る由もないだろう。

　アイヴァンの腕の中で、ちらりと彼の顔を見上げる。

　漆黒の瞳が、真剣にクレアの足元を見つめていた。

　端正で男らしい顔立ちのアイヴァンは、おそらく社交界でも注目の的だろう。結婚の話がいつ持ち上がってもおかしくないはずだ。三十歳という年齢にもかかわらず未婚なのは、もはや奇跡に等しい。

　とはいえ、今のところアイヴァンは騎士団長としての仕事に没頭しているようで、伴侶を娶めとる気配がない。だが公爵という身分上、周りが放っておかないのは確かだ。

　考えたくなくても、クレアはいつもそのことばかり考えてしまうのだった。

（アイヴァン様が結婚なさったら、私は……）

「どうした？　足がおろそかになっているぞ」

　頭上から指摘され、クレアははっと我に返った。

「……申し訳ございません」

　慌てて姿勢を正し、ステップを正確に刻む。

「次でターンだ、いいな？」

「はい」

　アイヴァンの腕の動きに合わせて、クレアは華麗に身体を回転させた。

　向き直ればアイヴァンの顔が思った以上に近く、息が止まりそうになる。

　焦がれてやまない漆黒の瞳が、目と鼻の先にある。いつもより長い間隔にクレアが戸惑いを感じたところで、アイヴァンは彼女の身体から腕を離した。

「ターンは完璧だ。これなら、誰かと踊ることになっても、俺と踊るよりはうまくやれるだろう」

　ダンス下手を自嘲するようなセリフだった。

　キョトンとしたのち、クレアはいたたまれない気持ちになる。

（誰かと踊ることになっても、だなんて……。私は、アイヴァン様以外と踊るつもりなんてないのに）

　アイヴァン以外の男性の腕の中にいるなど、想像しただけで怖気がつく。だが、そんなクレアの一途な想いなど、彼は想像もしていないのだろう。アイヴァンにとってクレアは、手のかかる子供にすぎないのだから。




「お気をつけて、お帰りになってください」

「わかった」

　数時間後。稽古事と学習が終わったあと、深夜近くになってアイヴァンはいつも通り別邸を出る準備を始めた。

　アイヴァンの上着を手に、クレアは彼が玄関先で身支度をするのを寂しい気持ちで見守っている。

　この時間が、一日のうちで最も苦手だ。アイヴァンがいなくなると思うと、クレアはいつだって子供みたいに泣きじゃくりたくなる。だが、彼の求める淑女になるためには、そんな女々しい行為など許されない。

「明日は日曜日だったな」

　袖を直しながら、アイヴァンがクレアに言った。

「気をつけて行けよ」

「はい、わかりました」

　九年前のブレスレット事件以降、クレアはひとりでの外出を禁止されていた。だが、十六歳になって間もなく、アイヴァンは毎週末クレアがひとりで教会に行くのを許してくれるようになった。彼女が『ひとりの時間が欲しい』と懇願したことをずっと覚えていて、気にしてくれていたらしい。

　ほんの一時間の外出ではあるが、少しだけ大人として認めてもらえたようで、クレアは嬉しかった。

　アイヴァンの準備が整ったのを確認して、クレアは上着を差し出す。

　その時、微かな香りがした。

（薔薇の……香水？）

　武骨な騎士団長であるアイヴァンは、もちろん香水などつけていない。薔薇の香水は淑女の証だ。上着から女物の香水が香ったということは、つまりアイヴァンが女性に接近したということになる。それも香りが移り、しばらく残るほど密接な距離で。

　途端にズキンと胸の奥が痛んだが、クレアはアイヴァンにそのことを問いただせる立場にはない。

　上着を羽織るアイヴァンを黙って見つめ、扉の向こうに消える彼を切ない気持ちで見送ることしかできなかった。




　あくる日曜日。

　教会のミサに参列するために、クレアはひとりで屋敷を出た。

　今日は、生成りのドレスに、同色のショールという装いだ。豊かに伸びたプラチナブロンドは、人目につかないようショールの中に収めている。

　礼拝堂で祈りを捧げ終えると、クレアは早々に教会をあとにした。

　週に一度のひとりでの外出は、勉強づくしのクレアの息抜きの時間でもあったが、一時間だけというアイヴァンとの約束もあって、いつも長居はできない。

　この時期、アルメリア第六区では、春の訪れを祝う祭りが催されている。そのため、教会前の広場には、人がひっきりなしに往来していた。

　あちらこちらに花の咲き誇る植木鉢が飾られ、レモネードや焼きとうもろこしの屋台が軒を連ねている。香ばしい匂いと人々の熱気に包まれ、いつもとはまるで活気が違った。

　だが、いくら広場が華やいでいようと、クレアの心は浮き立たなかった。

　昨日、アイヴァンの上着から薔薇の香りを感じ取って以来、そのことばかりを考えていたからだ。

　アイヴァンは、その女性とどんな話をしたのだろう。

　どんな風に見つめ、触れ合ったのだろう。

　時々、アイヴァンが長期間来なくなったのは、その女性と過ごしていたからなのだろうか。

　よほど、ぼんやりと歩いていたのだろう。いつしか人ごみの中に紛れていたクレアは、前方から駆けてきた若者に肩をぶつけられてしまう。

　あっと思った時にはもう、バランスを崩して地面にしりもちをついていた。若者はクレアを振り返りもせずに、そのままどこかへ走り去ってしまった。

「いたたた……」

（アイヴァン様には女性の気配があるし、転ぶし……、踏んだり蹴ったりだわ）

　情けない気持ちになりながら、クレアがどうにか立ち上がろうとしていると、手が差し伸べられた。

「大丈夫？」

　優しい色合いの金髪に、ダークブルーの瞳をした美しい青年が、目の前で上品な笑みを浮かべている。

　ベージュのシャツに深緑色のトラウザーズという軽装ではあるが、それとなく漂う気品があった。

　クレアは慌ててショールを手繰り寄せ、顔を隠した。他人に顔を見せてはならないと、アイヴァンと約束しているからだ。それに、九年前のブレスレット事件以来、人とかかわることに懲りている。

　だがなんの因果か、その時強い風が吹きつけた。

　ゴォッと唸りをたてる春の嵐から身を守るために、広場に集う人々が、はしゃぎながら帽子やドレスのスカートを押さえる。

「……きゃっ」

　クレアも慌ててショールを押さえようとしたが、間に合わなかった。

　あっけなく彼女の頭を離れたショールが、青空へと舞い上がる。プラチナブロンドが、波打つように風になびいた。

（どうしよう……）

　困惑しながら視線をさ迷わせれば、驚いたように目を見開いている青年と目が合った。なんだかよくわからないが、固まっている。とにかく、この隙に逃げるしかないだろう。

「ありがとうございます。私なら、大丈夫ですので……！」

　差し出された青年の手は取らずに、クレアは自力で立ち上がる。そして、これ以上自分の醜い顔が人目にさらされる前に、早足で逃げ帰ろうとした。

　だが、人でごった返す広場を抜けたところで、「待って！」と後方から声をかけられる。

　振り返ると、先ほどの青年がクレアを追いかけてきていた。

「ひとり？　よかったら、送っていくよ」

　うっすらと微笑みながら言われ、クレアは動揺した。

「大丈夫です。慣れていますから！」

　顔が見えないように、うつむき加減に立ち去ろうとする。

　だが足の長い彼は、走っているわけでもないのにすぐにクレアに追いついてしまう。

「でも、女性がひとりで出歩くのは危険だ。とくに祭りの最中は、変なやつが出やすいからね」

　青年の言葉に、クレアは思わず足の速度を緩めた。

（今、女性って言った……？）

　アイヴァンにしろレイチェルにしろ、いつまでも子供扱いするから、クレアは世間的に自分は子供に見えているのだと思っていた。

　青年は、クレアの反応に気をよくしたように微笑んだ。

「しかも、君みたいな綺麗な女性は、とくに危険だ」

　お世辞のうまい人だと思った。

　とはいえ、彼にはやはりクレアが女性に見えているらしい。

　二度も女性扱いされ、クレアはほのかに上機嫌になる。早く大人の女性になりたいと日々背伸びしているだけに、喜びもひとしおだ。

　改めて見れば、屈託のない笑みを浮かべる青年は、とてもいい人そうだ。身なりもきちんと整っていて、それなりの身分であることが窺える。

　だが、クレアにはアイヴァンとの約束がある。親切な人とはいえ、必要以上に他人と親しくしてはいけない。だから、せめて丁寧に断ろうと思った。

「ごめんなさい。とてもありがたいのだけれど、ご遠慮させてください。でも、あなたに親切にしていただいたことは忘れません」

　クレアの断りにも、青年は嫌な顔ひとつ見せない。

「そっか、残念。それなら、せめて名前と年を教えてよ。僕の名前はエリック、今年で二十歳になる。今日は祭りを見に、隣の街から来たんだ」

　クレアは一瞬戸惑ったものの、これ以上彼を冷たくあしらうのは気が引けた。

「私は、クレア。十八歳です」

　小さな声で答えると、「クレアか、いい名前だ」とエリックがまた笑った。

「年も近いし、僕たち、いい友達になれそうだね」

（友達……）

　クレアは、子供の頃から〝友達〟という存在に憧れている。

　アイヴァンとレイチェルがいれば友達なんていらないわ、と最近は開き直っていたが、にわかに胸がざわつきだした。

　だがすぐに考え直し、エリックに向けて軽く頭を下げる。

「では、失礼いたします」

「うん、またね」

　立ち止まるエリックをそのままに、クレアは足早に家路を急いだ。初めて女性扱いされて、気持ちが昂っている。

　やがて、住み慣れたアイヴァンの屋敷が見えてきた。いつもより上機嫌に、クレアは門扉を押し開けた。すると、「ふうん、ここが君の家か」と背後から声がする。

　驚いて振り返れば、向かいの屋敷の塀に、エリックが寄りかかっていた。

　どうやら、気づかないうちにあとをつけられていたらしい。

「君は、クロフォード騎士団長とどういう関係なの？」

　クレアは、エリックの問いに答えることができなかった。

　アイヴァンとの関係を、自分でもよくわかっていないからだ。

　だから逃げるように敷地内に入ると、エリックに向けて頭を下げ、急いで扉を閉めたのだった。




　その日の夜も、アイヴァンの上着からは香水の匂いがした。紛れもない、薔薇の香りだ。夏の初め、この屋敷の庭園には一斉に薔薇が咲き誇るので、クレアはその匂いをしっかり覚えている。

　そのことばかりが気になって、今日は勉強にも稽古事にも集中できなかった。おかげでアイヴァンには何度も叱られ、すっかり疲れ切ってしまう。

「今日は、これで終わりだ」

　だから、勉強の終了時間がいつもより遅くなってしまったのは当然のことだった。

　申し訳なく思いつつも、書物を閉じて椅子から立ち上がるアイヴァンの姿に、クレアはいつものように寂せき寥りょう感かんに襲われる。

　ずっとそばにいたい。けれどもクレアは彼の養女のような存在であり、恋人でも伴侶でもない。だから引きとめる資格はないのだ。

「どうした？　何か言いたいことがあるのか？」

　じっと見つめすぎてしまったのか、アイヴァンがそう問いかけてきた。クレアは慌てて姿勢を正すと、「いいえ……」と口ごもりながら誤魔化しの言葉を探した。

「その……。やっぱりアイヴァン様はお顔が広いのですね」

「どういうことだ？」

「この界かい隈わいにお住まいでない方でも、このお屋敷がアイヴァン様のものであることをご存知のようでしたので」

　別れ際のエリックの言葉を思い出しながら口走る。九年前のブレスレット事件の際、クレアをいじめた少年たちを一発で黙らせた時も彼の知名度を思い知ったが、隣の街から来たというエリックのひと言でそれを再認識した。

　アイヴァンの表情に、にわかに影が差す。

「誰かと話をしたのか？」

　しまった、とクレアは唇に指先をあてがった。これでは、他人とかかわったことを伝えているようなものだ。

「誰と話した？　必要以上に人と接しないようにと言っただろう？」

　アイヴァンが声音を下げ、問い詰めるように身を寄せてくる。

　その時、彼のシャツからほのかに薔薇の香りがした。上着から漂う匂いと同じものだ。途端にクレアはまたモヤモヤとした気持ちになり、怒りに似た感情が込み上げる。

「誰と話したって、いいではないですか。アイヴァン様だって、私の知らないところで私の知らない方とお話をされているのに。私だけ誰とも話してはいけないなんて、不公平です」

　いつにないクレアの気迫に、アイヴァンは多少なりとも気け圧おされているようだった。

「そもそも、どうして自由に外出してはいけないのですか？　他人と話してもいけないのですか？」

　アイヴァンの瞳が戸惑うように揺らぐのを、クレアは見逃さなかった。

　――ずっと、私のそばにいて。

　クレアの伝えたい想いはそれだけなのに、言葉が素直に出てこない。それどころか彼に不平不満をぶつける形になり、大人げない自分を情けなく思った。

「私だって……このお屋敷以外の世界を知りたいわ」

　涙を滲ませるクレアを見て、アイヴァンは何かを言いかけたようだったが、すぐに唇を引き結んだ。

　眉間に皺を寄せ、険しい表情になっている。

　結局アイヴァンは、クレアの疑問に何ひとつ答えてはくれなかった。

　そして無言のまま彼女のそばを離れると、戸口付近で足を止める。

「……約束は約束だ。今後は気をつけろ」

　アイヴァンは最後にそれだけ言い残すと、クレアを振り返ることなく部屋をあとにした。










美青年の誘惑




　どうして、アイヴァンを困らせるようなことを言ってしまったのだろう？

　クレアは後悔してばかりだった。

　あの夜から、アイヴァンとはどことなくぎくしゃくしている。これでは彼との距離が縮まるどころか、離れる一方だ。

　そして、クレアをさらに追い込む事態が訪れる。

　それは夕方、クレアが自室の窓辺でアイヴァンを待ちわびていた時のことだった。

　ぎくしゃくしていようとも、彼が来るのが待ち遠しいのには変わりない。

（アイヴァン様の馬車だわ）

　徐々に大きくなる車輪の音とともに、剣を象ったクロフォード家の紋章入りの馬車が、道の向こうから姿を現した。

　クレアは胸を高鳴らせ、その視線は窓の向こうに釘づけになった。

　停車した馬車の後ろ扉から、アイヴァンが現れる。濃紺の騎士団服に、腰に提げられた銀色のサーベル。いつも通りの凛々しい立ち姿から、クレアは目が離せない。

　ところが、アイヴァンに続いて馬車から出てきた人物を見て、クレアの胸に稲妻に似た衝撃が走った。

　それは、深紅の派手なドレスを着た女性だった。同色の羽根つき帽子に、襟足にこぼれ落ちた茶褐色の髪。遠目からでも、彼女が女らしく扇情的な体形をしているのが見て取れる。

（いやだ、見たくない）

　咄嗟にクレアは窓から目をそらすと、窓辺から離れベッドに腰かけた。

　ドクンドクンと、心臓が大きく鼓動を刻んでいる。

　アイヴァンが女性といるところを初めて見た。彼女が、おそらく薔薇の香水の愛用者なのだろう。彼の上着に香りを残すほど、近くに寄り添える人物。

　とても美しい人だった。

　そして、匂い立つような大人の色気を漂わせていた。

　彼女は、アイヴァンとはどういう関係なのだろう？　この屋敷に連れてきたということは、恋人、もしくは婚約者として紹介されるのだろうか？

　クレアの妄想は止まらなかった。

　だから、レイチェルがアイヴァンの来訪を告げに部屋に来た時は、心臓が飛び出すかと思うほど緊張した。しかし逃げるわけにもいかず、重い足を引きずり、アイヴァンの出迎えに行く。

　ところが、女性の姿はもうどこにもなかった。アイヴァンが御者に頼んで、彼女の自宅に送り届けたのかもしれない。

　女性のことを聞きたくても、勇気が持てないまま、その夜もアイヴァンは本宅に帰っていった。

　上着から、ほのかな薔薇の残り香を放ちながら……。




　翌日、クレアは重苦しい気持ちのまま庭園を歩いていた。そろそろ春が終わりを迎えようとしているこの時期、薔薇園は濃厚な香りに包まれている。

　アイヴァンの別邸の庭は迷路のような造りになっていて、あちらこちらに茂みがあり、花壇やアーチ門が点在している。姿をくらますのにはちょうどいい場所で、クレアは気分転換したい時、決まって庭園を散歩するようにしていた。

　この庭がこんな面白い構造なのは、庭師の男の遊び心からだとレイチェルは言っていた。

　庭師の男はひょろりとした地味な男で、ベンと呼ばれていた。庭の風景に溶け込むような深緑の山高帽を、いつも目深に被っている。

　庭師というが、彼の仕事はそれだけにとどまらず、屋敷の掃除や買い出しなど多岐にわたっていた。老齢のレイチェルを気遣ったアイヴァンが、そう指示を出しているのだろう。

　謎の多い男で、この十年、クレアは数えるほどしか言葉を交わしていない。そんな彼にこんな遊び心があるなど、にわかに信じがたかった。

　しかし、今はそれどころではない。

　寝ても覚めても、昨日見かけた女性の面影が、クレアの脳裏に焼きついている。彼女の容姿がとても大人っぽかったことが、クレアをまた傷つけた。やはりアイヴァンは、成熟した女性が好みらしい。

「はあ……」

　ため息をつきながら、クレアは茂みの一角にへたり込む。

　すると、あり得ない方向から声がした。

「悩み事？　相談に乗ろうか？」

　驚いたクレアが跳ねるように顔を上げると、石造りの塀の上に、寝そべるかのようにくつろいで座っている金髪の青年と目が合う。先日教会帰りに出会ったエリックだ。

「ど、どうしてそんなところに？」

「君に会いたくなったから」

　妖艶に笑うと、エリックは身を起こし、今にも飛び下りそうな体勢に変わった。

「ダメよ、そんなところから飛び下りたら、怪我をしてしまうわ……！」

　クレアは真っ青になったが、エリックは構うことなく塀から身を躍らせた。

　咄嗟にクレアは、両目を両手で覆っていた。

　ドサッと、重いものが地面にぶつかる音がする。

　それ以降、物音ひとつしない。エリックは、気絶してしまったのだろうか。

　この別邸の塀は、ほかの屋敷のものよりも高めに造られており、よじ登るのも飛び下りるのも、並みの人間ではひと苦労だ。

　恐る恐る、クレアは目を開ける。

　すると指の隙間から、今にも笑いだしそうな顔でこちらを見ているエリックと目が合った。

「心配しないで。こう見えても、運動神経はいい方なんだ」

「よかった。怪我はしていない？」

「うん、大丈夫」

　ホッとしたところで、クレアは我に返った。他人とかかわってはいけないというアイヴァンとの約束を、破ってしまったことに気づいたからだ。

　それに、エリックもどうかしている。あんな高さから飛び下りるのも間違っているが、そもそも他人の屋敷の庭に勝手に侵入するなど絶対におかしい。

「ところで君は、どうしてため息なんかついていたの？」

　どうやって追い返したらいいのだろうとクレアが戸惑っていると、エリックが心配そうに聞いてきた。

　素性の知れないエリックに相談してよいものか迷ったが、彼の屈託のない表情にほだされる。ずっと、誰かに苦しい胸の内を聞いてもらいたかったのだ。

「その、うまくいかなくて、悩んでるんです……」

　しどろもどろに口を開くと、エリックが笑う。

「急にそんなにかしこまらなくていいのに。さっきまで、砕けた口調だったじゃないか。そんなに僕のこと警戒してる？」

　塀を乗り越え侵入してきた時点で充分に怪しいが、親切そうな彼を咎めるのは躊躇ためらわれた。

「そういうわけではないんですけど……」

「僕は、さっきまでのような口調で話してほしいな。その方が、仲良くなれそうだし。年も近いし、そうしてよ」

　そう言って、エリックは悪戯いたずらっ子のような笑みを浮かべる。

「僕は、君と友達になりたいだけなんだ」

　友達という言葉が、再びクレアの心を揺り動かす。

　ずっと憧れてきた〝友達〟。

　クレアには家族がいない。恋人もいない。

　アイヴァンの忠告に背くことになったとしても、友達を作るくらい許されるのではないかという気がしてくる。

　クレアの無言を、肯定の返事と捉えたのだろう。

「それで、何がうまくいかないの？」と、エリックが先ほどの話の続きを促した。

　クレアは意を決すると、彼の望み通り口調を変え、悩みを打ち明ける。

「早く大人の女性になりたくても、うまくいかなくて……」

　心身ともに大人の女性になれば、アイヴァンは振り向いてくれるかもしれない。だがクレアは見かけが未熟なうえに、気持ちも子供のままだ。先日も素直になれなくて、アイヴァンとぎくしゃくしてしまったばかりである。

　エリックが首を傾げた。

「大人の女性になりたい、だって？　僕から見れば、君は充分大人の女性だけど」

「本当に？　どこを見て、そんなことを思うの？」

　驚いたクレアは、自分の姿がエリックによく見えるよう、両手を広げた。

　先日アイヴァンが連れていた女性に比べれば、クレアなどヒヨコのようだ。ああいう見かけを、大人の女性というのだろう。エリックはクレアに気を遣って、嘘を言っているに違いない。

「どこがって……」

　エリックは困惑したように、クレアの顔から胸元へ、ゆっくり視線を下ろした。

　途端にほのかに顔を赤くし、それを隠すように腕でかばいながらそっぽを向く。

「そんなこと、言えるわけがないじゃないか」

　彼の不思議なしぐさが、クレアは理解できない。

「とにかく、君が誰かの言動で自分のことを大人の女性だとは思っていないのなら、そいつの目は節穴だ」

　気品に満ちた見かけに反して、なかなか痛烈な言いようだ。

「僕には見る目があるよ、クレア」

　エリックは色っぽい眼差しをクレアに向けたあとで、おもむろにポケットから何かを取り出し、無防備だった彼女の掌にそれを収めた。

　それは、すずらんの花だった。

「よかった、つぶれてなくて。野道に咲いていたこれを君に届けたくて、これでも決死の覚悟で塀をよじ登ったんだよ」

　小さな白い花が、クレアの手の中で微かに揺れている。

「……可愛いわ」

　笑顔を見せれば、エリックは照れたように口だけで微笑んだ。

「この間、君のブレスレットにすずらんの花模様が刻まれているのを見たから、きっと好きなんだろうなって思ったんだ」

　クレアははっとして、左手首のブレスレットを手で押さえた。

　あの禍々しい痣に気づかれたかもと慌てたが、落ち着いて考えてみればその心配はない。痣は、ブレスレットの下にそっくり隠されているのだから。

　揺れるすずらんを見ていると、アイヴァンにブレスレットをプレゼントされた幼い頃のことを思い出した。あの時の感動が蘇よみがえり、重苦しかった気持ちが和らいでいく。

「ありがとう、エリック」

「どういたしまして。また来ていい？」

　エリックの無邪気な問いかけに、クレアはどう答えたらいいのかわからなくなる。

「君だって、僕と友達になりたいんだろ？　顔にそう書いてある。僕は君を退屈させないよ。いつでもこうやって君の笑顔を引き出してあげる」

　自信たっぷりの顔でそう告げると、エリックはクレアの答えを待たずに立ち上がる。

「じゃあね、また今度」

　それから器用に塀に足をかけ、あっという間に頂上まで登ると、向こうへと消えていった。




　その日以来、エリックは定期的にクレアのもとに来るようになった。

　クレアが庭にいて庭師の男が外出している、その絶妙なタイミングを狙って、塀をよじ登って現れる。

　エリックがこうしてクレアに会いに来ていることは、室内で用事に専念しているレイチェルはもちろん、アイヴァンも気づいていない。

　人目につかない茂みで、旅行が趣味らしいエリックは、外国の話をたくさんしてくれた。外の世界をほとんど知らないクレアにとって、エリックの話はどれも新鮮で、飽くことなく、いつまでも耳を傾けた。

　エリックと密会するようになって二週間が過ぎた、初夏の夜。

　アイヴァンに見守られながら、クレアは外国の地理を勉強していた。書物に描かれた砂漠の挿し絵を見て、エリックがしてくれた遠い国の話を思い出し、未知の世界に思いを馳せる。

「何を考えている？」

　ぼうっとしているのをアイヴァンに指摘され、クレアははっと姿勢を正した。

「なんでもございません」

　慌てて取り繕ったものの、彼はクレアを見つめたまま、訝いぶかしげな表情を崩さない。

　やがてアイヴァンはひとつ呼吸をおくと、「……この屋敷を出たいか、クレア？」と改まったように聞いてきた。

　突拍子のない話の展開に、クレアは固まる。

　目を伏せ、彼は続けた。

「この間言っていただろう、この屋敷以外の世界を知りたいと」

　クレアははっとする。

　アイヴァンは、ふたりがぎくしゃくするきっかけになった会話のことを言っているのだ。

　クレアは一瞬戸惑った。

　確かに今以上の自由は欲しい。だが、それはいわば言葉のアヤのようなものだった。自分のことを見向きもしないアイヴァンに八つ当たりして、困らせたかっただけだ。

　本当のクレアは、この先もずっと、この屋敷で彼の傍らにいることを望んでいる。

　クレアが返答に詰まっていると、アイヴァンはいつになく穏やかな口調で言った。

「ここを出たがるのは当然のことだ。君も年頃の娘のように、着飾って人の前に出たいだろうし、結婚もしたいだろう」

　どうして、この人はこうも簡単にクレアを傷つけるのだろう。

　年長者が子供を諭すような口調で言われ、クレアは泣きたくなる。何よりも、自分の結婚を他人事のように話されたのが一番つらい。

　彼女が深く傷ついていることなど露ほども想像していないであろうアイヴァンは、静かに言い放つ。

「……もうしばらく、待ってくれ」

　その言葉は、妙な重みをはらんでいた。

　クレアは、アイヴァンに気づかれぬよう息を整える。

（『もうしばらく』って、どういう意味……？）

　もうしばらくしたら、この屋敷を出て、新たな環境で生活できるとでも言いたいのだろうか。

（もしかしたら、アイヴァン様はご結婚を考えておいでなのかしら……）

　今年で三十歳のアイヴァンは、結婚適齢期ぎりぎりだ。公爵家の当主だけに、クレアの知らないところでそういう話が進んでいてもおかしくはない。

　先日見かけた深紅のドレスの美女が思い浮かぶ。

　自分の馬車に乗せるほど、アイヴァンと彼女は親密な仲だ。結婚を考えているのであれば、相手は彼女で間違いないだろう。

　結婚後、アイヴァンがクレアの教育に勤しむ時間よりも、妻と過ごす時間を優先させるのは当然だ。そうなると、クレアの存在は彼にとって邪魔でしかなくなる。クレアの引き取り手を探していても、おかしくはない。

　指先が、微かに震えた。

（いやだ。アイヴァン様と、離れたくない）

　気づけば彼女は、机の上に置かれたアイヴァンの手に自らの両手を重ねていた。

　大きくて広いこの手が、クレアは大好きだ。

　苦しい時も、つらい時も、いつもこの武骨な温もりに支えられてきた。

「どうした？」

　クレアの突然の行動に、いつもは冷静沈着なアイヴァンも戸惑っているようだ。

「私は……」

　――あなたのことだけを、お慕いしています。

　そう告げることができたなら、どんなに楽だろう。

　だが、それを言葉にしても、彼を無駄に困惑させるだけだとクレアはわかっていた。

　アイヴァンにとって、情けから拾った孤児のクレアは養女のような存在であり、恋愛の対象からはかけ離れている。クレアの想いに応えられない彼は、どうすることもできない。

　なんと言えばよいのかわからず、クレアはそのままアイヴァンを見つめることしかできなかった。やや目を見開いたアイヴァンも、黙って彼女を見つめ返す。

　だが突然、彼は我に返ったように、クレアの手から自分の手を遠ざけた。

「クレア、やめろ。淑女は男の手に気安く触れるものじゃない。俺の期待を裏切るな」

　彼女を叱る口調は、いつも以上に厳しかった。

　アイヴァンが彼女に唯一望んだことは、立派な淑女になることだ。

　クレアは、自分の気持ちを押し殺してでも、恩人である彼の願いを叶えなければならないのだろうか。

「話がそれたな。続きをするぞ」

　まるで何事もなかったかのように、アイヴァンが勉強の続きを促す。

　実際、彼にとって今のやり取りなど、些さ細さいなことにすぎないのだろう。

　悲しみが、クレアの胸に重く沈んでいった。




「どうした？　浮かない顔だね」

　翌日の昼過ぎ。いつものように庭の茂みでエリックと落ち合っていると、彼に勘づかれた。

「また、大人の女性になりたくて悩んでいるの？」

「……まあ、そんなところかしら」

　薄紫色の花の蜜を吸いながら、エリックが見透かすような視線を向けてくる。

「だから、何度も言ってるだろ？　君ほど完璧な大人の女性は、ほかにはいない」

「ありがとう、とても嬉しいわ。でも、あなたにとってはそうだとしても、ほかの人からはそうは見えないみたい」

　はあっと、深いため息が漏れる。

「心外だな。僕の言葉じゃ、君は満たされないようだね」

「そういうわけじゃなくて……」

　エリックから棘とげのある言葉が返ってきて、クレアは多少慌てた。

　親切な彼を傷つけたくはない。返答をあれこれ悩んでいると、「ねえ」とエリックが意味ありげに首を傾げた。

「前から知りたかったんだ。君をそんなに悩ませているのは、一体どこの誰？」

　呑気そうに見えて、エリックは絶妙に頭が切れる時がある。はっきりと告げたことはないのに、クレアが叶わぬ恋に悩んでいることなど、とっくにお見通しだったのだろう。

　気恥ずかしさから、クレアはほんのり頬を染めた。

　そして、「大人の男の人よ」としどろもどろに答える。

「大人の男の人、ね。彼がこの先も君を女性として見なくても、君は彼を想い続けるの？」

「ええ、そうよ」

　アイヴァン以外の人を好きになるなど、想像もできない。

　アイヴァンがくれた温もりと不器用な優しさは、クレアの胸に染み込んで一生離れはしないだろう。

　たとえ彼がこの先結婚して、誰かのものになったとしても。

　フッとエリックが笑った。

「ずいぶんはっきり答えるね。傷つくじゃないか」

「どうしてあなたが傷つくの？」

「わからない？」

　エリックが、やたらと大人びた微笑を浮かべる。そしておもむろに手を伸ばすと、蜜を吸っていた薄紫色の花を、クレアの左耳に飾った。

　編み込みからこぼれ落ちたプラチナブロンドが、彼の悪戯に応えるかのように、サラサラと風になびく。

「……やっぱり、すごく綺麗だ」

　恍惚とした目つきでエリックが言う。

「似合ってる」

　きっと花のことを言っているのだろうと、クレアは思った。

「ありがとう」と照れたように笑うと、「ねえ、知ってる？」とエリックが畳みかけてくる。

「その花は、さっきまで僕が口をつけていた花だ。つまり僕は今、君の耳に間接的にキスをしていることになる」

「そうなの？」

　相変わらず、面白いことを言う人だ。クレアが笑いながら耳に差した花を取ろうとすると、「取らないで」とエリックが彼女の手首を捉えた。

　優しく握られているようでいて、滲み出るような力強さを感じた。

　咄嗟に、クレアは彼が異性であることを思い出す。

　彼女の動揺を知ってか知らでか、エリックが悪戯な笑みを浮かべた。

「そして僕は、できれば間接的にじゃなくて、直接君にキスしたいって思ってる」

　ドクンと、クレアの心臓が鼓動を打った。

　本能が、無意識のうちに危険を知らせる。

（逃げなきゃ……）

　そう思ったが、力及ばず、クレアの白い手はあえなくエリックの口元に引き寄せられる。

　その時、激しく木の葉をかき分ける音がした。

　青々とした近くの茂みから、大きな影が姿を現す。

「あ……！」

　二重の驚きに思考が追いつかず、クレアはエリックに手を取られたまま茂みへと顔を向けた。

　そして、目を丸くする。

「アイヴァン様……!?」

　そこにいたのは、今ここにはいるはずのないアイヴァンだった。

　銀の刺繍の施された濃紺の騎士団服に、漆黒のトラウザーズ。城に出仕する際のいつもの装いだ。

　アイヴァンの方でもクレアとエリックの存在に驚いているようで、唖あ然ぜんとした表情を浮かべている。

　アイヴァンの視線が、エリックの口元にあるクレアの指先へと移動する。

　瞬間、漆黒の瞳に凍てつくような緊張が走った。

　彼の動きは素早かった。

　疾はや風てのようにこちらへと近づいたかと思うと、次の瞬間にはエリックの胸倉をむんずと掴んでいた。

　そしてクレアから引き剥がすなり、その身を地面に叩きつける。

　衝撃で、地面がドンッと揺れた。

　クレアの耳から外れた薄紫色の花が、地面にはらりと舞い落ちる。

「いった……っ！」

　エリックの声が悲痛に響いた。

　突然の出来事に、クレアはただ固まることしかできなかった。

　エリックとの密会が見つかってしまったという、動揺からだけではない。

　成人男性の身体を軽々と投げ飛ばしたアイヴァンの力強さにも驚かされた。その剛腕を初めて目の当たりにして、彼がユーリス王宮騎士団の頂点にいる男であることを思い出す。

「いくらあなたでも、これは許される行為ではありません」

　アイヴァンの声は、いつもに輪をかけて低かった。まるで獣の唸りのような、ぞっとする怖さがある。

　クレアは今のアイヴァンの口ぶりから、ふたりに面識があることを感じ取った。

　芝生の上に派手にしりもちをついていたエリックが、腰をさすりながら身を起こす。

「おっかないね。さすが、鬼神と噂される騎士団長だ」

「ここは私の屋敷です。許可なく足を踏み入れたあなたの行為は、犯罪に値します」

「知っているよ。そして、あなたが僕を罰することのできる立場にないことも」

　今の状況にそぐわない、涼やかな笑みを浮かべるエリック。

　アイヴァンの表情がますます凄みを帯びた。クレアを叱る時の何倍もの怒りを漲みなぎらせている彼に、恐怖を覚える。

（エリックは、何者なのかしら……）

　公爵であり王宮騎士団の長であるアイヴァンに、このような口のきき方ができる人間は、この国には数えるほどしかいないだろう。

「エリック殿下、今すぐお帰りください。そして、これを最後、この家に近づくのはご遠慮いただきたい。ここは、大公家の方がお越しになるような場所ではありません」

（殿下？　大公家……？）

　クレアの体に、戦せん慄りつが走った。

　ユーリス王国で王家の次に権力を握っているのが、大公家だった。

　先々代の王の実兄が大公になってから、今に続く由緒正しき家系。王族にもっとも近い血筋であり、公爵であるアイヴァンよりも身分は上だ。

「そっか。まあ、しょうがないね。あなたの言うことは合ってるよ、人の家に忍び込むのはよくない」

　パンパンと肩や腕についた土つち埃ぼこりを払いながら、いつもの冗談めかした口調でエリックが言う。

　それから、流し目でクレアを見た。

「だけど、これだけは教えてよ。彼女は、あなたの何？　娘にしては年が近いし、恋人にしては年が離れている気がするんだけど」

「答えるつもりはありません。今すぐお帰りにならないのでしたら、こちらも出方を考えます」

　アイヴァンの返答に「つれないなあ、相変わらず。しかも容赦ない」と、エリックは軽く笑った。

　そして座ったままのクレアを見下ろすと、今までのアイヴァンへの挑戦的な態度が嘘のような、穏やかな笑みを浮かべる。

「必ず、また来るから」

　クレアの前を横切る一瞬、エリックは彼女にしか聞こえないような声で、そう囁ささやいた。

　そして追い出される者がするとは思えない飄ひょう々ひょうとした足取りで、門から出ていく。

　残されたクレアとアイヴァンの間に、気まずい空気が流れた。

　アイヴァンの怒りは、おそらく今までの比ではないだろう。

　他人と深くかかわってはいけないという約束を、こんなにも大っぴらに破ってしまったのだから。

「……いつからだ？」

　冷え切った声音に、クレアの背筋がぶるりと震えた。

「いつから、彼とこうして会っていた？」

「二週間ほど前からです……」

「何を言われた？」

「特別なことは何も。エリックは友達になりたいと言ってくれて、他愛のない話をしただけです」

　アイヴァンが、思案するようにまた沈黙した。

　それから身をかがめ、座ったままのクレアと向かい合う。

　黒豹のような眼光に真っ向から射貫かれ、彼女はたじろいだ。

「では、何をされた？」

「何も……」

　ぎらつく漆黒の瞳。

「嘘をつけ。手を握られていただろう」

「あれは、エリックの些細な悪戯にすぎません」

「悪戯？　君はそう思ったとしても、相手は違う」

　口角を意地悪く上げ、アイヴァンが嘲笑した。それから、エリックが先ほどしていたようにクレアの手を引き寄せる。

　捕らわれた手が、彼の口元に寄せられた。

　一日の大半を室内で過ごすため、日にさらされることの少ないクレアの手は作り物のように白い。日焼けしたアイヴァンの大きな手に収まったそれは、ひどく頼りなく見えた。

　ドクン、とクレアの胸が大きく鳴った。

　エリックにされた時とは違う昂りが、全身を駆け巡る。

「アイヴァン様……？」

「君は無垢すぎる。それは、君を過保護に育てすぎた俺の責任でもある。そういえば、まだ教えていなかったな。男が本来、どういう生き物か」

　アイヴァンが口を動かすたびに、彼の唇がクレアの指先を掠める。

　その箇所に信じられないほど意識が集中して、怖さに似た羞恥心がクレアを蝕むしばんでいく。

「知りたいか？　クレア」

　こちらに向けられた双そう眸ぼうが、見たことのない危うい熱をはらんでいる。

　クレアの心臓が、陸に打ち上げられた魚のように跳ね回っていた。

「あの男が、君をどうしたいと考えていたか」

「そんなこと……」

「知りたいか？　知りたくないか？　どっちなんだ」

　彼女は今、アイヴァンから逃れられない状況に追い込まれていた。肉体的にもだが、精神的にも、絡みつくような支配力でがんじがらめにされている。

　アイヴァンは厳しくとも、いつだってクレアに対する労りを忘れはしなかった。

　だが、今の彼は違う。

　まるで肉食獣のように、クレアを捕らえ、食はもうとしているとしか思えない。

　きっと、約束を破った彼女を心の底から蔑んでいるのだろう。

　たまらなく泣きたくなって、クレアは潤んだ瞳で彼を見上げた。

　すると、アイヴァンがわずかに目を見開いた。

　すぐさま、彼の掌からクレアの手が放たれる。

「――すまない」

　まるで独り言のような、低い呟きだった。

　いまだ震えているクレアから顔をそらし、アイヴァンは続ける。

「だが、これからは四六時中、ベンに君を見張らせる。日曜の外出も、当面レイチェルにつき添わせる。わかったな」

　そう言い残すと、座り込んだままのクレアをそのままに、アイヴァンは茂みの向こうへと戻っていった。










騎士団長の本音




　茂みを抜け、迷路のように入り組んだ庭園を行くうちに、また苛立ちが募ってきた。そもそもベンがこんな複雑な構造にしたから庭に盲点ができてしまったのだと、アイヴァンは憤慨する。

　見通しのよい庭であれば、エリックも侵入など目もく論ろまなかっただろうに。

　ようやく屋敷に面した広い芝生に出たところで、問題の張本人であるベンがどこからともなく姿を現した。相変わらず、気配を感じさせない男だ。

「先ほど、フィッシャー大公家のエリック様が門から出ていかれました」

「俺が追い出したから知っている」

「左様ですか」

　怒りあらわなアイヴァンの口調にも、ベンは動じない。

　異変に真っ先に気づいたのはベンだった。その彼から、塀に足跡のようなものがあるとの報告を受けたのが、昨日のことだ。

　胸騒ぎがして、自ら所用の合間に別邸の庭を散策してみれば、茂みに隠れるようにして密会しているふたりを見つけたのだ。

「しばらくの間、例の件は休め。お前はここにいて、四六時中クレアを監視しろ」

「かしこまりました」

　スッと頭を下げると、ベンはどこかへ消えた。アイヴァンの命令にはどこまでも忠実な男だ。さっそく、彼女を見張るつもりなのだろう。

　アイヴァンは屋敷に入ると、つかつかと応接室に向かいソファに腰を下ろす。

　ふうっとひと息つけば、今さらのように窓の外の澄んだ青空が目に入った。

　向かい合って座るクレアとエリックの姿が頭から離れない。

　まるで絵画を見ているように美しい情景だった。それほどに、並んだふたりは釣り合っていた。

　自分と彼女が同じようにしても、全く違った印象になるだろう。

　あの瞬間、アイヴァンはエリックの若さに嫉妬した。

（クレアは、美しく育ちすぎた）

　近頃、アイヴァンはそれを痛切に感じている。彼女が美しく淑しとやかに育つことを誰よりも願っていたはずなのに、素直に喜べない自分の未熟さが不甲斐ない。

　彼女の華奢な掌の感触が、まだ手の内に残っている。折れそうなほど細い指先に、子供の頃とは違う肌の滑らかさ。縋すがるように自分を見上げた、濡れた褐色の瞳。

　本能のままに彼女をきつく抱きしめて、その白く艶めかしい柔肌を我がものにできたらどれほど心が満たされるだろう。

　彼女がほかの男に触れられているところを目にした瞬間から、心が怒りで燃え盛り、消沈する気配がない。




「アイヴァン様、お茶をお持ちいたしました」

　静かなノックののち、ティーポットとカップの載ったお盆を手にレイチェルが入ってきた。

「こちらにいらっしゃるとあらかじめお知らせくだされば、クレア様をお呼びしましたのに。先ほどからお庭におられるようなので、声をかけてきましょうか？」

「すでに会ったから大丈夫だ。そもそもこの辺りに所用があったついでに寄っただけで、彼女に会いに来たわけじゃない」

「そうですか」

　手慣れた様子で、レイチェルがティーポットを傾ける。ほんのりと香るローズティーは、ベンが採取した薔薇から抽出されている。アイヴァン以上に無口な怪しい男だが、薔薇作りに関しては一流だ。

「そういえば、王宮は大丈夫なのですか？　陛下のご容態が優れないと、噂でお聞きしましたが」

　アイヴァンは、片眉を微かに上げた。

　こんな郊外にまで、もう噂は広まっているらしい。

「心配ない」

「ですが、陛下にもしものことがございましたら、この国はどうなるのでしょう？」

　気が気でない様子で、レイチェルが言う。

「陛下と王妃様の間にはお世継ぎがおられませんし……。あの聡明な王妃様が女王として跡を引き継いでくだされば、この国も安泰なのですけれど」

　現国王であるハワードの妻、デボラ王妃は、その美しさと聡明さから国民に慕われている。最近は体調を崩している国王に代わり、王の公務を取り仕切ることもあった。

　アイヴァンも、デボラ王妃には一目置いている。男に負けない意思の強さを持ちながら、女の優しさとしたたかさを併せ持っている、類を見ない女性だ。

　そして、この国の治安は、アイヴァンの双肩にかかっている。この国が安らかであり続けるためには、密かに王国転覆を狙っている危険分子を一刻も早く排除せねばならない。

（陛下がご容態を崩した今、きっと何かしらの動きを見せるはずだ）

「それでは、ごゆっくり」

　思案に暮れていると、レイチェルが部屋を去る物音がした。アイヴァンはティーカップに口をつけ、再び窓の外に目をやる。

　芝生の中ほど、薔薇園の手前にある白亜のガゼボに、クレアが途方に暮れたように座っていた。

　エリックに会えないことを、悲しんでいるのだろうか。

　そんな想像が、またしてもアイヴァンの心をかき乱す。

　この屋敷に連れてきたばかりの頃、クレアは路上に捨てられた子猫のようだった。小さくて哀れで、他人を警戒している。

　アイヴァンは、少女の扱いにはからきし不慣れだった。

　それなのに、期せずして別邸に住まわせることになり、困惑していた。

　実際、ひどい扱いだったと思う。

　城の騎士たちより厳しく当たることもあった。当然クレアは怯え、時には涙を滲ませながら、それでも必死にアイヴァンについてきたのだ。

　クレアがアイヴァンの別邸に来て一年が経った頃、いじめっ子たちが彼女のブレスレットを沼地に投げ込んだ一件を思い出す。

　なぜ命の危険を顧みず、いくらでも代えの用意できるブレスレットを探し続けたのかと問えば、クレアはこう答えた。

『アイヴァン様の、お母様への大事な想いが宿っているブレスレットだからです』

　そして、彼の手を取り、力強い瞳で『今度は、私があなたを守りたい』と声にした。

　あの時、アイヴァンはクレアの内に秘められた気丈さを思い知った。

　同時に、ないがしろにされてきた自分のつらい過去を、彼女が優しく抱きしめてくれたように感じて、胸の奥が疼うずいたのを覚えている。

　あの瞬間、自分だけが知っている小さな少女の強さと優しさに、愛欲が湧き立つのを感じた。

　だが、この感情はあくまでも親子愛に似たものだと、アイヴァンは長年自分に言い聞かせてきた。

　女らしく形を変えていく彼女の手足を、意識するようになった時も。

　悪戯に抱きついてきた身体の柔らかさに、焦燥を感じた時も。

　ふとした瞬間に見せる、気品ある眼差しに目を奪われた時も。

　脈打つ鼓動に気づかぬふりをし、これが娘の成長を喜ぶ親の心境なのだと、暗示のように言い聞かせ続けた。

　だが、アイヴァンはついに認めざるを得ない状況に陥ってしまった。

　――これは、親子の愛とは異なる情だ。

　深いため息をついたのち、もう一度窓の外のクレアを眺める。

　雪のような肌に、大きな褐色の瞳、半開きの薄桃色の唇。太陽光を受けて淡く輝くプラチナブロンドの髪は、絹のように滑らかで美しい。

　彼女を見ているだけで、胸が痛くなる。この感情が恋だというのなら、この苦しみを甘んじて受け入れなければならない。

　彼女は、決して触れてはならない存在だ。

　彼女と自分には、全うしなければならない立場がある。

　この感情は、死ぬまで自分の胸にとどめよう。

　揺るぎなき強靭な精神で、この想いを封印しよう。

（だが、誰も知らぬところで、全身全霊をかけて彼女を守ってみせる）

　そう思った瞬間、彼の脳裏を過よぎったのは、エリックの顔だった。

　フィッシャー大公家には、よからぬ噂も聞く。前々から、アイヴァンは意図して彼らを警戒していたが、本家の嫡男であるエリックだけは違った。

　冷淡な人間の多い一族の中で、放ほう蕩とう息子の彼だけは毛色が異なる。気さくで呑気な人柄で、社交界でも人気が高く、すっかり油断していた。よりによってクレアに接触していたなど、思いもよらなかった。

　エリックとクレアの出会いが、偶然なのかそうでないのかはわからない。

　だが、己の恋愛感情はさて置いても、エリックを遠ざけ彼女を全力で守らねばならない。生涯の親友とも呼べる〝彼〟に誓ったからだ。

　アイヴァンは決意を新たにし、しばらくの間窓の外のクレアを見つめたあとで、いつもの冷徹な騎士団長の顔を取り戻した。










大公子息の策略




「レイチェル……。あの人、魔術師か何かなのかしら」

「誰のことですか？」

「ベンのことよ。必ず私の近くにいるの。いないと思っても、すぐそこにいるの」

「まあまあ、魔術師だなんて、大袈裟ですこと。確かに、いるのかいないのか、わからない時はありますけどね」

　食堂で編み物をしていたレイチェルは、さもおかしいと言いたげに笑っているが、クレアは真剣そのものだった。

　ベンのしつこさは、予想以上だった。

　庭でひと息ついていると、どこからともなく視線を感じ、振り返れば茂みに紛れるようにしてクレアを監視している。さすがに部屋まではついてこないが、窓の外を見れば、庭園の片隅からじっとこちらを見上げていたり。かと思えば、いつの間に移動したのか、部屋を出るなり廊下の物陰に潜んでいたり。

　とにかく、クレアはいつ何なん時どきもひとりになった心地がしないのだった。

　エリックとの密会を阻止するためとはいえ、行きすぎている気がする。

　それに、山高帽に隠れていて、いまだ彼の顔をはっきり認識できないのも不気味だった。少し長めの髪がダークブラウンなのはわかるが、今のところ特徴と呼べるのはそれぐらいだ。目が大きいのか、小さいのかも知らない。

「でもまあ、子供の頃よりはベンも人間らしくはなりましたよ。アイヴァン様が連れ帰ってきた時は、今にも他人に噛みつきそうな野犬そのものでしたね」

　レイチェルの言葉に、クレアは瞠目する。

「子供の頃よりもってことは、ベンもここで育ったの？」

「ええ。アイヴァン様が十二歳の頃に、貧民街でベンが大人に虐げられているのを見かけ、助けられたのです。それからずっと、ベンはアイヴァン様の忠実な僕しもべとしてこの別邸に住んでいます」

　アイヴァンが哀れな子供を拾ったのはクレアが初めてではなく、ベンという先輩がいたようだ。

「そうだったのね……」

　アイヴァンとベンの子供時代のことをぼんやり想像していると、それを察したのかレイチェルが語りだした。

「アイヴァン様は、決して順風満帆にお育ちになったわけではございません。傍目には恵まれているように見えるかもしれませんが、実際は違いました」

　昔を思い出すように、レイチェルが遠い目をする。

「幼くしてお母様を亡くし、血の繋がらない奥様には冷たくあしらわれ、クロフォード家では肩身の狭い思いをして過ごされてきたのです。お亡くなりになった旦那様は、あまりご家族に関心を示されない方でしたので、そんなアイヴァン様を気にかけることもございませんでした」

　悲しげに、レイチェルは眉を下げた。

「あのような厳格な性格になられたのも、そのようなお育ちが影響してのことでしょう。ご自分に厳しくなければ、アイヴァン様は生きていくことができなかったのです」

　庶子として公爵家に生を受けたアイヴァンは、本当はずっと孤独を噛みしめて育ってきたのだろう。だが、それを微塵も感じさせない彼の強さを、クレアはまた無性に愛おしく思った。

「それでもアイヴァン様は、優しい心をお忘れではありませんでした。ベンを助け、そしてクレア様をお助けになったのですから」

　目尻に刻まれた皺を、よりいっそう深めるレイチェル。

「そういえば、アイヴァン様は今夜はお越しなれないとか」

「そうなの？」

　エリックとのことで愛想を尽かされてしまったのかもしれないと、クレアは不安になる。

「ええ。このところ国王陛下の体調が優れず、王宮内が慌ただしいとおっしゃっておられましたから」

「国王陛下が？　まあ……」

　アイヴァンが来られないのは自分が原因ではないとわかり、ひとまずホッとしたものの、これはこれで心配だ。

「もしもの場合、この国はどうなるのかしら？」

　バロック王国が滅ぼされ、ここユーリス王国に移り住んで十年と少しだが、クレアはこの国がすっかり好きになっていた。

　ユーリス王国は、下級層に対する制度が充実している。クレアがバロック王国でしていたように、子供や貧困者が長時間働かされるようなことは禁止されていた。弱き者を労る考えが、この国には存在する。

　だが、現国王と王妃の間には子供がいないため、その考えを継ぐ者がいない。

「もしかしたら政治手腕のある王妃様が女王になられるのでは、とのお噂です」

　ここサンブルグ大陸では、男系の王族しか王位継承権を持たない国がほとんどだ。だが、ユーリス王国だけは女性でも王位に就くことができた。

　とはいえ、この国にそういった取り決めがあるというだけで、これまで実際に女王が国を治めたことはない。

「けれども、血筋的には王家の親戚に当たるフィッシャー大公が最有力候補でしょうね。ただフィッシャー大公は陛下よりお年ですので、お若いご子息が真の候補といったところでしょうか」

「フィッシャー大公……？」

　クレアは、アイヴァンから聞いたユーリス王国の歴史を思い出し、はっとした。

　三世代前、剣術に長けた兄弟が、この一帯を牛耳っていた悪徳君主を打ち破り、ユーリス王国を建国した。そして弟は王となり、兄は大公となって陰で弟を支え続けたという。

　エリックは、その初代王の兄から連なるフィッシャー大公家の子息だ。つまり、今のレイチェルの口ぶりによると、エリックこそが次期国王候補に当たるようだ。

　クレアは、今さらながら自分がとんでもない人物とかかわったことに気づいた。

（身なりがよいから、それなりの身分だとは思っていたけれど、それほどとは……）

　そもそも大公家の子息が供も連れずに街を歩いているなど、普通は考えられない。

　さらには自分のような冴えない娘に声をかけ、塀を越えて会いに来るなど、エリックは相当な変わり者なのだろう。

「クレア様」

　背後から声をかけられ、クレアは心臓が喉から飛び出そうになった。

　いつの間に入ったのか、食堂の入口にベンが立っている。相変わらず、気配のない男だ。

「宗教に関する新しい書物を、アイヴァン様より預かっています。本日中に読むようにとおっしゃっていました」

　ベンにのっそりと差し出された分厚い書物を見て、クレアは真っ青になった。

　これをひと晩で読めなど、非情すぎる。アイヴァンの厳しさは、月日を重ねても和らぐ兆しがない。




　その頃から、アイヴァンがクレアのもとに来る頻度は減っていった。

　国王の体調不良の噂はすでに国外にも広まっており、隣国が怪しい動きをし始めているらしい。近隣の国は、すべて友好国というわけではない。国の混乱に乗じて、ユーリス王国を狙うことは充分考えられる。

　騎士団長のアイヴァンは、国境の警備指揮に奔走しているようだった。そのためか、一週間近くクレアのもとに現れない時もあった。

　だがどんなに多忙を極めても、アイヴァンはなんらかの手段を使い、必ずベンにクレアの学習指示を知らせて見守らせた。

　たとえその量が膨大であっても、アイヴァンが自分のことを気にかけてくれているのがわかって、クレアは嬉しかった。

　そんな日々が数週間続いた、ある夕方のこと。

　その日は、昼過ぎからベンの姿が見当たらなかった。

　不思議に思いつつ、自室で統計学の書物を読んでいたクレアは、階下の騒々しさに気づいた。聞いたことのない男の声がするが、今までこの屋敷に来客があったことは一度もなく、不審に思う。

「レイチェル、何かあったの？」

　階段を下りると、レイチェルと向かい合うようにして、玄関ホールに口ひげをたくわえた壮年の男が立っているのが目に入った。クレアを見るなり深々とお辞儀をするので、彼女も慌ててドレスのスカートを摘まんで礼を返す。

「クレア様。クロフォード家の本宅からお迎えです。アイヴァン様が今宵、お城での舞踏会にクレア様をお連れしたいとおっしゃられているそうですよ」

　レイチェルが、うきうきとした口調で言った。玄関脇の窓からは、門前に止められたクロフォード家の馬車が見える。思わぬ話にクレアの心は大きく弾んだ。

「まあ、本当なの？」

　アイヴァンと連れだって舞踏会に行くことを、クレアは少女の頃から何度も夢見てきた。それが、まさかこんな突然叶うなどとは、思ってもいなかった。彼とは三日も会っていないので、喜びもひとしおだ。

「ええ、ええ」と、レイチェルが何度も頷いて同調する。

「いよいよ、クレア様も社交界デビューなさる日が訪れたのですね。アイヴァン様はクレア様を公の場にはお連れにならないので、心配していたのですよ。このままではお可哀そうだと、この間、申し上げたのが効いたのかもしれません。さあ、さっそくとりかかりましょう！」

　それからのレイチェルは、いつもの何倍も機敏に動いてクレアの身支度をした。

　プラチナブロンドの髪を細かく編み込み、高く結い上げ、真珠と花を散らす。

　クレアが選んだのは、仕立ててから一度も袖を通していない山吹色のドレスだった。以前、アイヴァンに『似合わない』とさんざんなじられたものだ。

　着てしまえばドレスの美しさを認めてくれるかもしれないと思い立ってのことだった。それに、アイヴァンは普段、屋敷の中で着るのはダメと言っただけで、外で着ることを禁じてはいない。

　ふんわりと広がるパニエが、クレアの気持ちを盛り上げる。オフホワイトのシルク素材のグローブに、真珠のネックレスとイヤリング。

「まあ、クレア様。なんてお美しいのかしら……！」

　クレアが支度を終えた頃には、日はすでに暮れかかっていた。レイチェルは満足げな笑顔で、着飾ったクレアを繰り返し眺め回した。

「レイチェル、大袈裟よ」

「大袈裟なものですか。きっと、アイヴァン様もお喜びになりますよ」

（レイチェルは、私に自信を持たせようとしてくれているのね）

　城の舞踏会に赴くような淑女は美女揃いだから、クレアが怖気づかないよう、褒めてくれているのだろう。

「それでは参りましょう」

　従者に手を取られ、クレアはクロフォード家の黒塗りの馬車に乗り込む。夏の風が吹く空は、熟した木苺のような色に染まっていた。こんな時間に屋敷を出るのは初めてだ。

「クレア様、楽しんできてくださいね！」

「ええ、レイチェル。素敵にしてくれて、本当にありがとう」

　馬のいななきとともにクロフォード家の別邸を離れた馬車は、ユーリス城に向けて、軽快に走りだす。

　両脇に緑が生い茂る林道が、煉れん瓦が道に変わった。

　家屋や店の数が徐々に増え、人の往来が激しくなる。

　クレアを乗せた馬車がアルメリアの中心部に辿り着く頃には、日はすっかり落ちていた。星がちらほらと瞬く群青色の空に、やがて広大な白亜の城が姿を現す。

（あれが、ユーリス城ね）

　クレアは、この国の城を肉眼で見るのは初めてだった。

　絵画の中では幾度も目にしたが、実物の美しさは格別だ。

　青々とした森に囲まれ、真っ白に輝く城壁が優雅に佇んでいる。幾重も連なったエメラルドグリーンの屋根を頂く尖塔は、星まで届きそうなほど高く伸びていた。

　幼い頃に見ていた重々しいバロック城とは、まるで装いが違う。神秘的で壮大な外観に、クレアはしばしの間圧倒される。

　今からあの場所でアイヴァンと踊ると思うと、ますます気持ちが高揚した。

　城を囲む森に入る。抜ければ、いよいよ城門が現れた。

　馬車の発着場は、すでにたくさんの豪華な馬車で埋まっていた。

　色とりどりのドレスを着た貴婦人に、巧みに装飾の施されたジュストコールを纏った男性貴族。煌びやかな光景に、クレアは目眩めまいを起こしかける。

（早く、アイヴァン様にお会いしたい……）

　アイヴァンさえそばにいてくれれば、この不安と緊張を呑み込むことができるのに。クレアが彼のことで頭をいっぱいにしていると、まるで祈りが通じたかのように馬車が停止した。

　このドアの向こうに、アイヴァンがいる。

　居ても立ってもいられなくなったクレアは、ドレスのスカートを自ら持ち、いち早く馬車から降りようとした。

　だが、「お待ちください」と向かいに座る従者に呼び止められる。

「あなたに謝らなければならないことがあります。私は、クロフォード家の本宅から来た者ではございません。実は、さるお方のご命令であなたをここにお連れしました」

「え……？」

　思いがけない言葉に、クレアは狼ろう狽ばいした。

　だが、気持ちが盛り上がっている今は、彼が冗談を言っているとしか思えない。

「でも……。この馬車にはクロフォード家の紋様が刻まれていますし、レイチェルもあなたが迎えに来られたことに疑問を抱いていないようでしたわ」

「あの侍女は、おそらく長いことクロフォード家の本宅を離れているのでしょう。本宅の使用人の顔は、うろ覚えの様子でした。それに紋様など、あのお方の手にかかればどうとでも細工できます。あのお方のお知恵は、時に働きすぎるほどですので」

　ため息交じりに呟くと、従者は立ち上がりドアを開けた。

「どうぞ、お迎えにいらっしゃっています」

　ドアの向こうでクレアを待ち受けていたのは、思いもよらぬ人物だった。

「ようこそユーリス城へ」

「……エリック？」

　困惑のあまり、クレアは今の状況が呑み込めないでいた。エリックはそんなクレアの手を取ると、華麗に馬車から導き出す。

　見るからに上質な青色地に金ボタンを配したジュストコールは、金髪碧眼の彼に恐ろしいほど似合っていた。いつもの軽装よりも、ずっと自然な気がする。

「エリック、どういうことなの……？」

　険しい表情のクレアに、エリックは悪びれず笑顔を返す。

「言ったよね？　必ずまた会いに来るって」

「騙だますなんて、ひどいわ」

「だって、こうでもしないと君に会えないだろ？　クロフォード騎士団長の包囲網は、頑丈すぎるほど頑丈だから」

　エリックの色気たっぷりの笑顔に、辺りの婦人たちがちらちらと視線を寄越す。

　だが、クレアは彼の振る舞いに恐怖すら感じていた。変わり者の大公子息だとは思っていたが、これはいくらなんでも度がすぎている。何より、クレアはアイヴァンに、エリックとはもう会わないと約束したのだ。

（もう、裏切りたくはない）

「ごめんなさい。私は、帰ります」

　クレアが踵きびすを返そうとした、その時だった。

「これはこれは、エリック殿が舞踏会においでとは珍しい。おや、そちらのご令嬢は？」

　胸板の厚い白髪の貴族が、にこやかにエリックに声をかけてきた。

　エリックは手慣れたお辞儀とともに、品よく声を返す。

「ランドン伯爵、ご無沙汰しております。こちらはクロフォード騎士団長のご息女であられる、クレア様です」

「なんと、クロフォード騎士団長にご息女がおられたとは。それにしても美しいご令嬢だ。そして、社交界きっての美男子と名高いあなたにとてもお似合いです。今夜の主役はおふたりで決まりですな」

　ハッハッと豪快に笑いながら、白髪の貴族は連れの婦人とともにその場から去った。

「今のは、噂好きのランドン伯爵だ。僕らのことは、あっという間に広まるだろうね」

　彼の姿が見えなくなるなり、エリックがそっとクレアに耳打ちする。

「これで、君は好き勝手には帰れなくなったわけだ。僕を置いて帰れば、なんて礼儀のなってない令嬢だと社交界で悪評が立つよ。君の悪評は、クロフォード騎士団長にも影響するだろうね」

　クレアは唖然として、したたかさをたたえたダークブルーの瞳を見つめた。

　エリックの言っていることは、もっともだ。王家の次に権力を持つフィッシャー大公家の子息をないがしろにしたら、貴族たちから蔑みの目で見られることは間違いないだろう。

「……どうして、そこまでして私を連れ出したいの？」

　クレアが低い声を出せば、エリックはふと真顔になって「わからない？」と聞いてくる。

「君に、自由をあげたいんだ。あの屋敷にずっとこもっていても窮屈だろ？　些細なことで悩んで、自分を追い込むだけだ。僕は君を、あるべき姿に戻したい」

　エリックの真摯な言葉に、クレアの心が揺れ動く。

　常識的な行動ではないが、これは友人としてのエリックの優しさなのだ。騙されたのは心地よくないが、エリックに悪気はない。そして、クレアはもう逃げられない。

　アイヴァンは、アルメリアから離れた国境の警備に赴いているはずだから、出くわす心配はないだろう。

「……わかったわ。ただし、私のことはもう誰にも紹介しないで。人づてにアイヴァン様の耳に入るのを避けたいの」

「了解。できる限りうまく誤魔化すよ」

　腹をくくったクレアを満足げに見つめ、エリックは彼女をエスコートし始めた。

「それにしても、今夜の君は目のやり場に困るな」

　城のエントランスへと続く階段を上りながら、エリックが今さらのように顔を赤らめた。

「どういう意味？」

「そのドレス、胸元が開きすぎている」

　クレアの方を見ないままに、エリックは続ける。

「でも、こういうデザインのドレスを着ている方も、たくさんいらっしゃるわ」

「そうかもしれないけど、君が着ていると困るんだ」

「どうして？　見苦しい？」

　以前にアイヴァンに言われたことを思い出し問い返すと、「まさか」とエリックは顔をしかめた。

「……どうしても胸に目が行ってしまうから、困るんだよ」

「胸が見たいの？」

　クレアがキョトンとすると、エリックは驚いたようにしげしげとクレアを見つめた。そして「やれやれ。クロフォード騎士団長は、君を過保護に育てすぎたようだね」と、困ったように笑う。

「ひとつだけ教えてあげよう。男は皆、女性の身体が好きなんだ。好きじゃない風を装っているやつほど、大好きなものなんだよ」

　エリックが、皮肉めいた微笑を浮かべた。

「とくに君は、華奢なわりに……。ゴホゴホッ、いや、もうこの話はよそう」

　急にむせ込んだあとで、エリックは半ば無理やりに話を中断した。

（アイヴァン様も、女性の身体がお好きなのかしら……）

　クレアは、アイヴァンの顔をぼんやりと思い浮かべる。彼にとって、クレアは子供同然。彼女の身体になど、おそらく見向きもしないだろう。エリックの言い分は、アイヴァンとクレアにだけは当てはまらない。

　だが、アイヴァンは大人の女性の身体になら興味を持つのではないだろうか。以前に見かけた、赤いドレスの女性のような……。

　心の中で自然と思い浮かんだ面影に、クレアは浮かない気持ちになった。




　白亜の階段を上り終えると、格子模様の大理石の床が広がるエントランスに辿り着いた。壁や天井を彩る絢爛豪華な装飾が華々しい。

　待ち構えていた侍従が、ふたりを舞踏会の開かれるホールへと誘った。

　ホールへと通じる回廊には、歴代の王の肖像画が厳かに並んでいた。最後の絵画の前で、エリックが足を止める。

「これが、現国王の肖像画だよ」

　そこには、家具やテーブルを背景に、長椅子に腰かける青年が描かれていた。

　肩まで伸びた金色の髪に、穏やかな眼差し。即位して間もなくの頃だろうか、大人の男性ではあるがどことなく少年の面影を残している。とても優しそうな人だと思った。そして、どことなく悲しげだ。

「どうかした？」

　じっと肖像画を見つめるクレアに、エリックが声をかける。

「いえ……」

　以前に、彼を見たことがあるような気がした。何かの書物に、肖像画が載っていたのかもしれない。

「美男だよね、見惚れる気持ちもわかるよ」

　冗談めかして、エリックが言う。

「あいにく、陛下は容態を崩しているらしくてね。本来ならばお会いできるところなんだけど、今日は無理だろうな。そもそも今夜の舞踏会は、陛下の体調不良により王国の行く末が危ぶまれる中、貴族たちの声に耳を傾けるために開催されたもののようだしね」

　ユーリス城のダンスホールは、目を瞠みはるほど広大だった。

　濃紺の絨じゅう毯たんを敷き詰めた床が、延々と続いている。壁と天井には精巧な壁画が描かれ、吊り下げられた無数のシャンデリアが、まるで宝石を撒き散らしたかのような光を放っている。

　辺りは着飾った紳士淑女で溢れ、品のいい話し声や笑い声が絶えず響いていた。

　クレアとエリックが姿を現すなり、場内は騒然とした空気に包まれる。

　エリックのもとへ挨拶をしに来る者がひっきりなしに現れ、そのたびに彼はクレアを「今宵の同伴者のクレア嬢」とだけ紹介した。

　ある者は親しみを、ある者は訝しげな目つきをクレアに残して去っていく。ことに女性たちからのなぶるような視線は執拗で、クレアは生きた心地がしなくなった。

「私、彼女に何かしたかしら……」

　クジャクのような羽根つき帽子を被った令嬢にキッと睨まれ、クレアはついに不安を口にした。

　するとエリックは、「僕と一緒にいるからだよ」と当然のように答える。

「皆、僕のパートナーになりたがっている。だけど僕は、こういった場に滅多に出かけないからね。久々に来たと思えば、君のような謎の美女を連れているから、いい気持ちがしないんじゃないかな」

　エリックは次期国王候補だ。彼と結婚すれば、いずれは王妃になる可能性だってある。そう考えれば、貴族の令嬢たちが躍起になってエリックの同伴者になりたがるのも頷けた。

　エリックが、クレアに流し目を送ってくる。

「君は？　僕のパートナーになれて嬉しい？」

　クレアは目を瞬いた。

　この人は、この期に及んで何を言いだすのだろう？

「何を言っているの？　私は、騙されてここに連れてこられているのよ。嬉しいわけがないじゃない」

「じゃあ、正式な誘いを受けてなら、嬉しいと思った？」

　エリックの無邪気な問いを、クレアは間髪入れずに一蹴した。

「いいえ、思わないわ」

「……相変わらず、はっきり言うね。女性にこんなつれない態度を取られたのは、生まれて初めてだよ」

　エリックは肩をすくめると、ふと真顔になり声音を低くした。

「この際だから、はっきり忠告しておく。クロフォード騎士団長と君とでは、どう考えても不釣り合いだ」

　アイヴァンの名前をはっきりと口に出されて、クレアはみるみる顔を赤らめた。

「前も言ったでしょう？　それでもいいの」

「相変わらず、揺るがないね。そんなに彼が好き？」

　クレアは、赤らんだ顔のまま頷いた。

　エリックが、珍しく怒ったような顔を見せる。

「彼のどこがそんなにいいんだ？　うんざりするほど無口で堅物だ。とくに訓練中はまるで鬼神のようだって、騎士団員たちから怖がられているよ。君にだって厳しいんだろ？」

　クレアはクスリと笑った。

　騎士団員に厳しく当たるアイヴァンが、容易に想像できたからだ。

「そういうところもひっくるめて、すべてが好きなの」

　目を閉じ、瞼の裏で愛しい彼を思い描く。

　アイヴァンの厳しさの裏には、優しさが潜んでいる。

　幼い頃の混乱の最中、初めて彼に手を握られた時から、クレアはそれを感じてきた。

　子供であるクレアの扱い方がわからないと、謝ってきたこともある。

　醜さを他人になじられて落ち込んでいたクレアに、君は美しいと、まっすぐな瞳で言ってくれた。

　誰よりも深い優しさを持っているのに、それを見せようとしない、不器用で口下手な人。

　そんな彼のすべてを包み込む、風のような存在になりたいとクレアは思っている。

（どんなに苦しくとも、この恋に見返りは求めないわ）

　強く念じたあとで瞼をそっと上げれば、じっとこちらを見ているエリックと目が合った。

「そんな風に、僕も誰かに愛されてみたいもんだな」

　そう言うと、エリックはどこか寂しげに笑ってみせた。

　にわかに周りがざわつき、会場内の空気が変わった。

　厳かに列をなして入場する近衛兵を、皆が羨望の眼差しで見つめている。場内の視線を一身に集めているのは、列の中心を歩んでいる、ひときわ豪華な臙脂色のドレス姿の女性だった。

「今宵の主賓、王妃のお出ましだ。さあ、挨拶に行こう」

　エリックはクレアの手を引き、人ごみの中へ紛れ込んだ。

　王妃は、クレアが今までに出会った誰よりも美しい女性だった。

　巧妙に結い上げられた艶やかな黒髪に、吸い込まれるようなダークバイオレットの瞳。肌は白磁の器のように濁りがなく、微笑を携えた口元には聡明さが見え隠れしている。金仕立ての椅子に優雅に腰かけた彼女は、そこにいるだけで圧倒的な存在感を放っていた。

　レイチェルがかねてから噂していた通り、誰もが彼女に一目置いていた。

　国王にもしものことがあれば、人気のある王妃が女王となってこの国を治めるかもしれないと言っていたレイチェルの言葉を、クレアは思い知る。

　人々は列をなし、順に麗しき王妃に挨拶を述べていく。

　いよいよ、クレアとエリックの番になった。

「ご無沙汰しております、王妃様」

　華麗に礼をするエリックに向けて、王妃は柔和な笑みを向けた。

「まあエリック、久しぶりね。そちらのお嬢様は？」

　緊張でどうにかなりそうになりながらも、クレアは懸命に淑女の礼を披露した。手首のしなり、腰を落とす位置。幼い頃から繰り返ししつけられてきたので、寸分も間違うことはない。

「はじめまして、王妃様。クレアと申します」

「クレア様？　どこのお屋敷のお嬢様かしら？」

　首を捻る王妃を前に、クレアは困惑しながらエリックに視線を投げかけた。

　アイヴァンの耳に入らぬよう、今宵クレアは身分を明かさずに過ごしてきたが、さすがにこの国の王妃に偽りの言葉は吐けない。

　クレアの意図を理解したように、エリックが頷いた。

「彼女は、クロフォード騎士団長のご息女です」

　実際のところクレアは居候の身であり養女ではないのだが、そう答えるのが一番簡潔なため、エリックが機転を利かせたのだろう。

「まあ、そうなの？　あのクロフォード騎士団長に、こんな立派なご息女がいらしたなんて、知らなかったわ」

　王妃は驚きの顔を見せたあとで、優しい笑みを浮かべた。

「よろしくね、クレア」

「はい、王妃様」

　ドキドキしすぎて、声が裏返ってしまった。これ以上は、身がもちそうにない。

　後ろで王妃との謁見を待っていた男性が、わざとらしく咳せき払ばらいをして交代を促してきたのは幸いだった。

「緊張で気絶するかと思ったわ。私、変な風に思われていないかしら」

　王妃との謁見を終えたあとでクレアが胸の内を吐露すると、エリックが「大丈夫だよ」と答える。

「彼女は、君に興味を持ったようだ。僕を見る目は冷ややかだったけどね」

「冷ややか？　そうは見えなかったけど」

「彼女は賢いからね。一見して、そうは思わせない。だけど僕にはわかるんだ。僕だって賢いからね」

　肩をすくめて、おどけてみせるエリック。

　冗談なのかなんなのか、もはやよくわからない。

「でも、どうして王妃様があなたをそんな目で見るの？」

「残念なことに、僕の家系には心ない噂が多いからね。まあ、君にはあまり知られたくないかな」

　エリックの答えに引っかかりながらも、ホールに視線を走らせていたクレアは、ざわめく貴族たちの向こうにふと見覚えのあるシルエットを見つける。

　そして、息を止めた。

　金模様の施された濃紺の騎士団服に、漆黒のトラウザーズ。

　人々よりも頭ひとつ分抜き出た長身と、遠目からでもわかるほど鍛え上げられた上半身。

　それは、紛れもなくアイヴァンだった。

　凍りついたように動かなくなったクレアに、エリックが「どうかした？」と問いかける。

「……おっと、これは計算外だったな。彼は、国境の警備に行っているとばかり思っていたけど」

　クレアの視線を追ったエリックも、アイヴァンに気づいたようだ。

　まさかこんなところで、それもこんな形で出くわすなど、思ってもいなかった。

　そのうえ、彼は美しい女性を連れていた。彼女は深紅の豪華なドレスを身に纏い、羽根扇子を口元にあてがって、色香の漂う目線を周囲に送っている。

　以前、アイヴァンの馬車に同乗していたあの女性だ。夜会嫌いの彼に同伴している時点で、やはり恋人、もしくは婚約者と考えるのが妥当だろう。

「ご覧になって。クロフォード騎士団長ですわ」

「まあ、今日も男らしくて素敵ね。見惚れてしまうわ」

　貴婦人たちのひそひそ声が、どこからともなくクレアの耳に届く。

「またあのご婦人をお連れになっているわ。ローズ嬢とおっしゃったかしら？　ここのところ、いつも一緒にいらっしゃるわね」

　悔しそうな声から察するに、どうやらアイヴァンと彼女は周知の仲らしい。

　度重なるショックで、クレアは息をするのもままならなかった。

　どうにか呼吸を整えていると、不意に彼女と目が合った。おそらく彼女も、ほかの令嬢同様、女性連れのエリックをもの珍しく思ったのだろう。扇子越しに彼女がアイヴァンに何かを囁き、彼の視線がこちらに向けられる。

　談話に興じる貴族たちを隔てて、クレアとアイヴァンの視線がぶつかった。

　アイヴァンは驚いた顔を見せたあとで、漆黒の瞳にみるみる怒りを浮かべた。

　遠目にも、彼が激昂しているのがわかる。

　アイヴァンが、人ごみをかき分けこちらへと向かってきた。

　クレアの足先から、じわじわと震えが込み上げる。

　人とかかわるなと彼に強く言われているのに、今宵は数多の貴族と挨拶を交わし、王妃にまで謁見した。エリックにそそのかされたとはいえ、クレアのこの行動は完全なるアイヴァンへの裏切り行為だ。

（どうしたらいいの？　今度こそ、見捨てられるかもしれないわ）

　だが、クレアの怯えを感じ取ってか、そこでエリックが動く。

「これはベケット夫人、お久しぶりです。今日もお綺麗ですね」

「あらまあ、エリック殿下ではないですか！　相変わらず、お世辞がお上手ですこと」

　エリックが話しかけた貴婦人はおしゃべり好きで、延々と話を続けた。それからもエリックはしきりに辺りの貴族に声をかける。

　次期国王と噂される彼に親しくされれば、誰もが嬉々として立ち話に興じた。

　自分も声をかけてもらいたいと次第にふたりの周囲には人だかりができ、アイヴァンがクレアのもとに近づく隙を与えなかったのである。










溢れる想いに封印を




　アイヴァンと連れの女性は、いつしかクレアの視界から消えていた。

　会場内に、管弦楽の音が響きだす。舞踏会の始まりだ。

「さあ、クレア。僕と踊ろう」

　エリックが手を差し出し、クレアをダンスに誘った。

　彼女は全くその気になれなかったが、自分よりも身分の高い男性からの誘いを断るのは、淑女の礼儀に反する。仕方なく、アイヴァンから教わった通りの所作でエリックを受け入れた。

　向かい合って手を取り合うふたりは、すぐに話題の中心となる。

「エリック殿下と踊られている、あの女性はどこのご令嬢かしら？　身のこなしが優雅で完璧だわ」

「見事なステップだ。よほどの教育を受けてきたに違いない」

　ため息のようなギャラリーの声に、アイヴァンがいかに自分を完璧にしつけてくれたかを、クレアは思い知った。

　だが、目の前にそのアイヴァンはいない。

　クレアの手を包み込む大きな掌も、不愛想な顔も、所作のひとつひとつを厳しく観察する鋭い瞳もない。

　エリックは、アイヴァンよりもずっとダンスが上手だった。リードが巧みで、身のこなしも軽い。

　だが、ステップを踏めば踏むほど、クレアはアイヴァンとのダンスレッスンを思い出していた。

　次第に頭の中がアイヴァンでいっぱいになって、やりきれなくなる。

　それに気づいたのか、エリックは一曲きりでクレアと踊るのをやめた。

「顔色が悪いようだけど、大丈夫？」

　ホールの中心部を離れ、壁際にクレアを誘うと、彼は心配そうに声をかけてきた。

「ごめんなさい……。少しだけ、外の空気を吸ってきてもいいかしら」

「わかった。ホールを出て右に曲がれば、庭園に面したバルコニーに出る。そこでしばらくの間、涼むといいよ。僕は、ここで君を待っているから」

　エリックは嫌な顔ひとつせずに、ホールの入口までクレアを送ってくれた。

　回廊を歩みながら、クレアはますます悶々とした気持ちになる。

（アイヴァン様は、まだ中にいらっしゃるのかしら……）

　あの深紅のドレスの女性と語らい、ダンスを踊り、楽しく時を過ごしているのだろうか。考えただけで、胸が苦しい。

　できればこのまま城を抜け出し、屋敷に逃げ帰りたい。

　だが世間知らずなクレアは、屋敷への帰り道どころか、馬車の手配の仕方すらわからないのだった。

（アイヴァン様、すごく怒っていらしたわ）

　彼の鋭い視線を思い出し、クレアは身震いする。

　屋敷に戻ったところで、クレアを待ち受けているのは、自分が犯した裏切り行為に対する制裁だろう。

　アイヴァンの口から、縁を切ると告げられることが何より恐ろしい。

　想像しただけで目眩がし、クレアはバルコニーの手前で一瞬ふらついた。

　すると、何者かに背中を支えられる。

「大丈夫ですか？」

　心配そうにクレアの顔を覗き込んでいたのは、ダークグレーの髪を後ろで束ね、細い銀縁眼め鏡がねをかけた中年男性だった。

　細かな銀糸の刺繍が映える上着はかなりの高級品で、彼の権力が窺える。

　見ず知らずの男性に助けられ、クレアは顔を赤くした。

「申し訳ございません……！」

　眼鏡の男は、人好きのする笑顔を見せた。

「お疲れのようですね。体調が優れないのですか？」

「はい、少し。こういった場には慣れていないもので……」

「それは心配ですね。申し遅れました、私はこの城の執務官長を務めておりますダグラスと申します」

　クレアは、慌てて姿勢を正した。

「私は、クレアと申します」

　――すると、クレアと執務官長の会話を断ち切る者がいた。

「失礼」

　いつの間にかふたりの背後にいたアイヴァンだ。

　クレアの心臓が、ドクンと大きく鼓動を打つ。

「彼女をお借りしてもよろしいですか？　ダグラス執務官長」

「おや、クロフォード騎士団長。このご令嬢は、今宵のあなたのお連れ様ですか？」

「いいえ。そうではございませんが、顔見知りなもので」

　淡々と語るアイヴァンは、クレアの方を一切見ようとはしない。執務官長だけに視線を注ぐ彼の横顔を見ながら、彼女の胸に焦りが広がっていく。

「そうでしたか。彼女は少し加減がよくないようなので、ご無理なさらぬよう。では、私はこれで」

　執務官長は穏やかな笑顔を残し、ふたりのもとから立ち去った。

　回廊の果てで、クレアとアイヴァンはふたりきりになる。

　クレアが息を詰めていると、アイヴァンと視線がぶつかった。

　怒りを通り越したのか、悲しみすら感じさせる彼の表情に、クレアは今さらながら罪悪感を覚える。

「帰るぞ」

　アイヴァンが、問答無用で彼女の手を引く。

「待ってください、エリックに伝えないと……」

　思いがけないほどの力の強さに動揺しつつ、クレアはエリックのいるホールを振り返る。するとアイヴァンは、瞳に凍てつくような憤怒をたぎらせた。

「そんなに、あの男が大事か？」

　瞳とは裏腹に、彼の声色は落ち着いていた。そのアンバランスさが不気味で、クレアの背筋にぞくっと恐怖が這はい上がる。

　アイヴァンは、彼女がエリックに騙されてここに連れてこられたなどと、知る由もないだろう。アイヴァンとの約束を破り、自らの意思でエリックの誘いに乗って、舞踏会に来たと思っているに違いない。

　だが、説明しようにも、この状況では言い訳にしか聞こえないだろう。

　経緯がどうであれ、すべてはクレアの甘さが招いた結果なのだ。

「急にいなくなれば、エリックが心配します」

　今のクレアには、そう答えるのが精いっぱいだった。

　すると、手首をぐんと引かれる。

　気づけばクレアは、屈強な騎士の力で壁に押しつけられていた。

「そんなことは聞いていない。あの男のことを大事に思っているのかと、聞いているんだ」

　目の前で鋭く光る漆黒の瞳には、有無を言わさぬ迫力があった。

　壁に手をついているアイヴァンの身体で、クレアの視界は完全に覆われている。

「あの男と踊って身体に触れさせて……、どんな甘い言葉を囁かれた？」

　地を這うような低い声とともに、吐息が頬を掠めた。

　アイヴァンがこれほどまで怒っているところを、クレアは初めて見た。

　自分がしでかしてしまったことの愚かさを思い知り、打ち震える。

（アイヴァン様は、淑女としてあるまじき行為をした私を咎めているのだわ。きっと、心底軽蔑されてしまった）

「……ごめんなさい」

　まるで幼子のような、弱々しい声が出た。

「ごめんなさい、アイヴァン様……」

　アイヴァンが、一瞬息を止める気配がした。漆黒の瞳に燃え盛っていた炎が消沈し、厚い胸板が目の前から離れていく。

「……とにかく、すぐにでも帰ろう。誰かに何かを伝える時間など与えられない」

　クレアの方は見ないままに、アイヴァンはそう告げると、彼女の手を引いて回廊を歩み始めた。




　外は、すっかり日が落ちていた。

　漆黒の夜空には、満月になりきらぬ月が高く浮かび、夏の夜風が木々をざわつかせている。

　城内から、遠く管弦楽の調べが風に乗って流れていた。

「第六区へ頼む」

　アイヴァンはクレアとともに、客を待っていた辻馬車に乗り込むと、御者に行き先を告げた。

「かしこまりました」と小さく返事が聞こえ、すぐに鞭のしなる音がする。

　軽快に車輪の音を響かせながら、馬車は木々の生い茂る道を走りだした。

　車内は、重苦しい空気に包まれていた。

　窓辺に頬杖をつき、無言で車外に顔を向けているアイヴァンは、クレアの方をわずかも見ようとはしない。

　先ほど見たアイヴァンの怒りの表情に、いまだ怖気づいているクレアは、黙って前を向いて座ることしかできなかった。

　石畳を駆ける馬車の音が、虚しく車内に響き渡る。

「クレア」

　アイヴァンが口を開いたのは、だいぶ経ってからのことだった。

「君をもう、あの屋敷に置くことはできない」

　クレアの顔から、サッと血の気が引いていく。

　やはりこのたびのことで、アイヴァンはついにクレアに愛想を尽かしてしまったようだ。

　クレアは、きつく唇を噛んだ。

　自らの行動が招いた結果とはいえ、素直には受け入れられない。

　ずっと、アイヴァンとともにいたい。

　彼女の願いは、それだけだった。

「本当に申し訳ございませんでした。このようなことは、二度といたしません。ですから……」

「もう決めたことだ」

「どうしたら、この先も置いていただけるのですか……？」

　悲痛な声を出せば、ようやくアイヴァンがこちらを見た。

「――もう無理だ」

　念を押すような口ぶりから、クレアはもう彼の考えが覆ることはないのだと悟る。

　たまらなくなって、涙が溢れた。

「お願いです……。私には、あなたしかいないのです」

　アイヴァンは、クレアの生きる希望だ。伴侶になることは叶わなくとも、ずっとそばで声を聞き、温もりを感じていたかった。

　度々クレアに向かってそうするように、彼は年長者特有の微笑を見せる。

「クレア、よく聞け。君の世界には、今まで俺かレイチェルしかいなかった。だから君はそう思い込んでいるだけだ。世界が広がれば、価値観も変わる。俺のことなどすぐに忘れるだろう」

　当たり前のように言われて、クレアは微かな怒りを覚える。

　アイヴァンは、気づこうともしていないのだろう。

　彼女が、どれほど彼を慕っているかなど。

（そうじゃない。私は、ひとりの女としてあなたを求めているの）

『男は皆、女の身体が好きなんだ』

　エリックの言葉を思い出す。

　アイヴァンだって、思い込んでいるだけなのだ。

　クレアが、いつまでも子供なのだと。

　咄嗟にクレアはアイヴァンの手を掴み、自らの胸の膨らみに押しつけていた。

　彼の厳格な顔が、見たこともないほど怯む。

「あなただって、価値観を変えてください。そして、私がどうしてあなたを求めているか気づいてください。私はもう、あなたが思っているような子供ではありません」

　胸の下で乱れ打つ心臓の音に、手を押しつけられているアイヴァンも気づいているかもしれない。

「やめろ――」

　呻くように言うと、アイヴァンは彼女の胸から手を離そうとした。

　だが、クレアは両手で必死に彼の腕にしがみつき、それを阻止した。

「私は、女としてあなたをお慕いしているのです……」

　家々から漏れ出る光が、窓越しにアイヴァンの顔を薄ぼんやりと照らしていた。

　仄暗い橙色の光の中で、漆黒の瞳が驚いたように揺らぐ。

「……もうやめろっ」

　アイヴァンが、今度こそクレアの胸から手を離した。

「きゃっ……！」

　よほど力を入れたのだろう。あまりの勢いに傾いた彼女の身体を、逞しい両腕が慌てたように抱きとめた。至近距離で、ふたりは顔を見合わせる。

　いかなる時も隙を見せないはずの彼の顔が、葡ぶ萄どう酒しゅでもあおったかのように、ほんのり赤味を帯びている。

　アイヴァンのような男でも、このような顔をすることがあるのかとクレアはぼんやりと思った。

「アイヴァン様……」

　男の骨格を感じる首筋に、呼吸とともに微かに動く喉仏。

　成熟した男の熱に、クレアは酩めい酊ていに似た安堵を覚える。

（今なら、許されるかもしれない）

　手を伸ばし、彼の頬に触れてみる。

　ずっと、こうしたかったのだ。

　初めて会った時に彼がそうしてくれたように、自らの熱で、厳格な彼の心を溶かしてあげたかった。

　されるがままだったアイヴァンは、やがて「クレア……」と切羽詰まったような声を出す。

　彼は、クレアの唇を見つめていた。

　口づけを求めているのだと勘違いしてしまいそうなほど、情熱的な眼差しだ。

　だが彼女の期待も虚しく、押しのけられるような形で身体を引き剥がされる。

　両手で肩を掴まれ、ストンともとの位置に座らされた。

「君に、知らせておかなければいけないことがある」

　視線を背けながら、アイヴァンが言った。

「……俺は婚約した。君も会っただろう？　相手は、今夜俺が連れていたローズという女性だ」

　稲妻に貫かれたような衝撃が、クレアの身体に走る。

　家庭を持つのであれば、彼にとってクレアの存在は枷かせでしかない。たとえ今回のことがなかったにしても、彼女は遅かれ早かれアイヴァンのもとを去らねばならなかったのだろう。

　喉元から、フッと自嘲的な笑みがこぼれた。

　彼にはとっくに心に決めた女性がいるというのに、身をもって迫った自分がバカみたいだ。クレアの取った行動は、アイヴァンにとって迷惑以外のなんでもない。

「そうだったのですね……申し訳ございません、アイヴァン様」

　とにかく、今すぐ声をあげて泣きじゃくりたいほど、つらかった。

　ショックのあまり頭の中が真っ白になって、次第に何も考えられなくなる。

　気づけば彼女は、気を失うように深い眠りについていた。




　疲れが一気に押し寄せてきたのか、クレアは唐突に眠ってしまった。

　涙で濡れた顔が哀れで、胸が軋きしむ。

　アイヴァンは自らの上着を脱ぐと、彼女の上半身を覆うようにかけ、ちらりと御者席に目をやった。

　夜道を凝視しながら馬を操っている御者が、こちらを振り返る気配はない。

　アイヴァンは、静かに寝息をたてているクレアの金色の髪に触れた。

　耳の上から頬、顎先へと指先を滑らす。滑らかな肌の感触に、焼けつくような独占欲が湧き立った。

　先ほどの彼女の告白が、胸の奥をいまだに焦がしてやまない。

　彼女は、エリックに恋しているのだと思っていた。

　舞踏会で踊るふたりは恋人同士そのもので、アイヴァンは大人げない嫉妬心を押し殺すのに必死だった。

　急いでクレアを連れ出したのは、彼女の存在がこれ以上人に知れ渡るのを防ぐためだったはずだ。だが、それを上回る嫉妬心から、彼女を壁に押しつけ問い詰めてしまった。

　自分以外の男が、大事に育て上げた彼女に触れるなど我慢がならなかった。

　彼女は俺のものなのだという想いと、そうであってはならないという相反する想いが、胸の中で激しく葛藤している。

　だが、クレアはずっと、自分のことを想ってくれていた。

　おそらく、その感情は彼女が世間知らず故のまやかしにすぎないだろう。

（いいや、そうでなくてはならない）

　自分と彼女は、そういう関係にはなり得ないのだから。

　アイヴァンは数日後に、クレアを〝彼〟の管轄に移すつもりだった。

　今夜、クレアは存在を知られすぎた。

　このままでは、彼女の身に危険が及ぶかもしれない。

　それにあの屋敷にこのまま置いておけば、エリックはまた、クレアに会いに来ようと画策するだろう。

　あれは、危険な男だ。澄ました顔の裏側に、したたかさを秘めている。

　クレアを移住させる先は、エリックも、そしてアイヴァンも、気安く入れるところではない。〝彼〟の口からクレアに真実を告げるのは、本当はもう少し先の予定だったが、ちょうどいい機会ともいえるだろう。

　彼女には、なすべきことがある。

　自分のような年増の男に、まやかしの恋をしていい存在ではない。

　柔らかな頬を、そっと手の甲で撫で上げる。

　すると、クレアの身体がピクリと揺れ、桃色の唇から「アイヴァン様……」と無邪気な寝言が漏れた。

　フッと、アイヴァンは表情を緩める。

　こんなにも自分が誰かを愛せるようになるとは、思いもよらなかった。

　閉じた瞼も、長いまつ毛も、小ぶりな鼻も、愛らしくふっくらとした唇も。

　彼女を形作るすべて、爪の先まで余すところなく焦がれている。

　アイヴァンはこの想いを、クレアはもちろん、誰にも告げるつもりはない。

　自分の存在は、あくまでも彼女を陰で支える守護騎士。

　この想いは墓場まで持っていき、永遠に封印するつもりだ。

　掌に、彼女の胸の感触が残っている。

　溶けるような柔らかさに気後れしそうだったアイヴァンの心の内など、クレアは一生知ることはないだろう。

「……クレア」

　今にも消え入りそうな声で、アイヴァンは寝ている彼女に囁きかける。

「俺は君を、もうずっと、いやというほど女として見ているよ」

　――愛しい、俺だけの淑女レディ。

　彼女を欲するあまり、自然と胸が苦しくなる。

　もしも許されるなら、一度だけ、己の本能のままに欲望を満たしたい。

　月光を受けて淡く輝く彼女の美しい髪を梳きながら、そっと顔を近づける。

　微かに触れた唇は、柔らかく、温かく、果実のように甘かった。

「クレア、愛している……」

　深いため息のような囁きは、眠りの底にいる彼女に届くことはなかった。










最後の戯れ




「う……ん……」

　小鳥のさえずりが耳に心地よい。

　うっすら瞼を上げると、見慣れた天井が視界に入った。

　いつもの朝か、と思ったところで、クレアは跳ねるように身体を起こした。

　昨夜の記憶が、途中でプツリと途切れている。

　確か、城の回廊でアイヴァンに会い、馬車に乗せられて――。

　そこまで記憶を辿ったところで、クレアはみるみる顔を赤くした。馬車の中で、アイヴァンに愛を告白したことを思い出したのだ。

　だがアイヴァンからの答えは、ローズという女性と婚約したという、クレアにとって残酷なものだった。

　そのうえ彼は、クレアをこれ以上この屋敷には置いておけないと言った。

（約束を破ってばかりいたから、当然の報いよね……）

　昨日のショックが胸に蘇り、気持ちが沈んでいく。

　ドアをノックする音が聞こえた。

「どうぞ」

　レイチェルだろうと思い、クレアは落ち着いて返事をする。いつの間にかドレスからネグリジェに変わっているのも、眠っている間に彼女がしてくれたのだろう。

　だが、ドアから姿を現したのは、レイチェルではなかった。

「アイヴァン様……？」

　クレアは慌ててブランケットを胸元まで引き上げた。

　ネグリジェ姿を見られるのは恥ずかしい。

　一方のアイヴァンは、怖いくらいにいつも通りだった。

　無表情で、何を考えているのかわからない。冷ややかな目は、今日もクレアを厳しく採点しているかのようだ。

　何を言われるのだろうと、クレアは身構える。

　だが彼が放った言葉は、思いもよらないものだった。

「俺と君のふたりで出かける。すぐに支度を」

「ふたり、ですか？」

　聞き間違いかと思って、クレアは目を瞬いた。アイヴァンとふたりで出かけたことなど、今まで一度もないからだ。彼は頷いてクレアの問いを肯定した。

「どこに行くのですか？」

「来ればわかる」

　それだけ答えると、アイヴァンは部屋を出ていった。

　しばらくすると、今度はレイチェルが現れ、クレアの身支度を始める。

　レイチェルは、しきりに昨夜の舞踏会のことを聞いてきた。眠っているところをアイヴァンに抱きかかえられて帰ってきたため、ふたりで出席したものと思い込んでいるようだ。

　彼女に責任を感じさせたくなくて、クレアはエリックに騙されたことは黙っておくことにした。

　支度は、あっという間に整った。

　あめ色の地味な襟つきワンピースに、黒の編み上げベスト。

　今日の装いは、まるで農家の娘のようだ。

「アイヴァン様が、このお洋服をクレア様に着せるようにとご指示なさったのです。一体、何を考えておられるのでしょう？」

　クレアに華やかな装いをさせるのが好きなレイチェルは、納得がいかない様子だ。

　玄関先でクレアを待っていたアイヴァンも、いつの間にか着替えていた。

　生成りのシャツに、草色のズボン、すり切れた茶色のロングブーツ。帯剣はしておらず、一見すると旅人のようだ。今の彼の姿から、ユーリス王国の王宮騎士団長であると見破れる者は少ないだろう。

「行くぞ」

　アイヴァンに連れられ、クレアは外へと出る。

　門前では、栗毛の馬とベンが待ち構えていた。

「もしかして、馬で行くのですか？」

「そうだ」

　アイヴァンが手慣れた様子で馬にまたがり、クレアの方へと手を伸ばした。ドキドキしながらも、クレアは逞しい腕に鞍くらの上へと引き上げてもらう。

「いってらっしゃいませ」

　ベンの声を合図に、アイヴァンが手綱を引く。

　いななきのあと、ふたりを乗せた馬は足を地面を力強く蹴り、走りだした。




　アルメリアの郊外を抜け、草原が延々と生い茂る平野に出ると、アイヴァンはさらに馬を疾走させた。

　それでいて、クレアが落ちないように気を遣っているのだろう。手綱を握っているのとは反対の腕に抱き込まれ、クレアの胸が早鐘を打つ。

　アイヴァンの腕の中は、十年前と変わらず温かかった。永遠に身を任せていたい安心感を覚えながら、クレアの心は深く傷ついていく。

　彼のもとには、間もなく妻となる女性がやってくる。彼女がアイヴァンの温もりに触れるのは、これで最後かもしれない。

　どうしようもない悲しみが込み上げてきて、クレアは暗い顔を伏せた。

　太陽が徐々に高く昇り、早朝の空気が一掃されていく。

　夏の日差しが、馬で草原を駆けるふたりを容赦なく照りつけた。

　どれくらい時間が過ぎただろう。ようやく集落が見えてきたところで、アイヴァンは馬を止めた。

　そこは、寂れた墓地だった。

　伸び放題の草の中に、平たい四角の墓石が、ポツポツと並んでいる。

　アイヴァンは無言のまま墓地を進み、最奥にある大きな樫かしの木の前でしゃがむと、じっと地面を見つめた。

　樫の葉ずれの音だけが、もの悲しげに響いている。

「この下に、俺の母親が眠っている」

　アイヴァンの言葉を、クレアは思わず反はん芻すうした。

「この下、ですか……？」

　クレアが戸惑うのも、無理はなかった。

　そこには墓石はおろか、標しるしになるものすら見当たらず、雑草の生い茂る地面がなんでもない場所のように広がっているだけだったからだ。

「墓石はない。罪人だからな」

　視線を落としたまま、アイヴァンが答えた。〝罪人〟という言葉の響きに、クレアは胸を締めつけられる。

「母親はこの村の出で、クロフォードの屋敷で働く使用人だった。俺の父親をたぶらかし不貞を働いた罪で屋敷を追い出され、恥さらしとして村からも追放され、孤独のうちに亡くなったそうだ」

　まるで他人事のようにアイヴァンは語った。

「クレア」

　アイヴァンが、顔を上げた。

　漆黒の瞳が、立ち尽くすクレアをまっすぐに射抜いた。

「弱さは、その人だけでなく、周りにいる人間も不幸にする」

　アイヴァンの眼光には、いつも以上に深い威力が宿っていた。

「彼女は身分が低く、不利な状況に置かれていたが、身を滅ぼしたのは心の弱さが原因だ。強い意志があれば、子供を手元に置くことも、世間の荒波に対抗することもできただろう。だが、彼女はそれをしようともせずに死んでいった」

　アイヴァンはひと呼吸置くと、もう一度「クレア」と呼んだ。

「君があの屋敷を去れば、俺は今までのように君を支えることはできない。これから君は、あらゆることを自ら考えて行動しなければいけなくなるだろう。だがいいか、何があろうと弱さを見せるな。弱さは、君の未来に必要ない」

（ああ、この人は……）

　生みの母親の眠る場所に連れてこられ、クレアは淡い期待を抱いていた。

　アイヴァンが心に秘めた孤独を、さらけ出してくれるのではないかと。

　彼女は、彼の思いにどこまでも寄り添うつもりでいた。

　だがアイヴァンは、弱音を吐くどころか、死してもなお自らの母親を非難した。

　それは、クレアに教えるためなのだ。

　淑女たるもの、強くあれと。

（この人は、どんな時でも私の教育者であろうとするのね……）

　奈落の底に突き落とされた心地だった。

　どんなに慕っても、クレアの想いを受け入れようとしない彼が憎い。

　クレアを女として見てくれないことが悲しい。

　だがもう、無理なのだ。

　どんなにあがこうと、彼にとってのクレアはそういう存在にはなり得ない。

　クレアは間もなくしてアイヴァンと別れ、彼は結婚する。

　もう、無理なのだ。

「……わかりました。心にとどめておきます」

　ひび割れた気持ちを必死に押し込め、クレアは返事をする。

　そして、アイヴァンの隣にしゃがみ込んだ。

　クレアは両手を胸の前で組むと、何もない地面に向かって必死に祈りを捧げた。

　土の中で眠る彼女の不幸な運命に胸を痛め、アイヴァンの孤独に寄り添えなかったことを心の中で詫びながら。

　祈りは長い間続いたが、彼はクレアをせかすこともなく、ずっとそばで見つめ続けていた。




　墓地を離れたアイヴァンは再びクレアとともに馬に乗ると、もと来た道を引き返すことなく村の中へと入っていった。

　崩れかけた家が点在する、お世辞にも華やかとは言いがたい村だった。

　舗装のされていない道からは土埃が舞い、視界を狭める。

　畜産で生計を立てている家がほとんどなのだろう。どの家の周囲にも牧場が広がり、家畜小屋からは様々な動物の鳴き声が漏れ聞こえていた。

　アイヴァンは、村はずれにある粗末な石造りの建物前で手綱を引いた。先に馬から降りると、クレアに手を差し出す。

「ここは、なんの建物ですか？」

　彼の手を取り、地面に降りてから尋ねると、「孤児院だ」という声が返ってくる。

　アイヴァンが近くにあった井戸から水を汲み上げると、夏の太陽の下を疾走した馬は、待ちかねたように桶の中に鼻を突っ込んだ。

「あら、アイヴァンさん！」

　建物の中から出てきた女性が、彼に気づいて声をあげた。

　修道女服を着たその中年女性は、おそらく孤児院に勤めているのだろう。

　彼女はアイヴァンに近づくと、「やだわ」とその腕を豪快に叩く。

「来ていたならおっしゃってくださればよいものを！　みんな、アイヴァンさんが来たわよ～！」

　クレアは面食らった。公爵であるアイヴァンは、そのような態度を取ってよい相手ではないし、〝さん〟づけで呼べるような立場でもないからだ。

　中年女性の声を合図に、建物の中から大勢の子供たちが駆け出てくる。アイヴァンとクレアの周りは、あっという間に彼らの笑顔で埋め尽くされた。

「わーい、アイヴァンさんだ！」

「今日は何を持ってきてくれたの？」

「早く早く、中に入ってよ！」

　アイヴァンの長い手足に、我先にとじゃれつく子供たち。彼は笑顔こそ見せはしないものの、子供たちを邪険に扱うことなく、抱き上げたり大きな掌で頭を撫でたりしている。

「そんなに一気に来ては、アイヴァンさんが動けなくなってしまうわ。ひとまず中でゆっくりしてもらいましょう。さあ、おもてなしの準備をして！」

「はーい！」

　子供たちが、きゃっきゃとはしゃぎながら中に戻っていく。

　呆気に取られたクレアがアイヴァンを見ていると、「なんだ？」と不機嫌そうに眉根を寄せられた。

「子供の扱いは、これでも前よりはマシになった」

「……アイヴァン様は、よくここにいらっしゃるのですか？」

「時々な」

「どうしてご身分をお隠しに？」

「俺の母親は、俺を生んだことでこの村から追放された身だ。当然のことだろう」

　ほかにも聞きたいことはあったが、普段から極端に口数の少ない彼のことだ。それ以上深くは教えるつもりはないらしく、足早に建物の中へ入ってしまう。クレアも、慌てて後ろを追いかけた。

　内部は至るところが劣化してはいるが、隅々まで綺麗に掃除され整えられていた。細長い木製テーブルと椅子の並んだ食堂で、アイヴァンが鞍から降ろした麻袋を開くなり、子供たちがワッと歓声をあげて群がってきた。

　中には、色とりどりのあめ玉が入っている。

「アイヴァンさんは、時々こうしてここを訪れて、子供たちにお菓子を与えてくれるのです」

　エリスと名乗った先ほどのシスターが、子供たちと戯れるアイヴァンを遠目に見ながらクレアに耳打ちした。

「あなたは、ひょっとするとアイヴァンさんの妹さん？」

　端から見たらやはり自分たちの関係は、そのように見えるらしい。

　クレアは傷つきつつも、「ええ、そのようなものです」と言葉を濁した。

「この子供たちは、皆この村の出身なのですか？」

　王都アルメリアにほど近いとはいえ、この村は人口が多いようには思えない。現に村の入口からこの孤児院に至るまで、クレアは数人の村人にしか出会わなかったし、子供の気配すらしなかった。

　それに反して、ここにはざっと見ただけでも三十人は子供がいる。赤ん坊から大きく育った子供まで、まるで兄弟のように和気あいあいと暮らしているようだ。

　エリスは「いいえ」とかぶりを振った。

「皆、他国から来た戦災孤児ばかりです。十年前のバロック王国との戦争終結後、アイヴァンさんはこの孤児院を設立なさり、多くの孤児を招き入れました。行商人のアイヴァンさんはその後も様々な国から孤児をここに集め、多額の資金を提供し、面倒を見られているのです」

　どうやらアイヴァンは、ここでは裕福な商人として振る舞っているらしい。

（アイヴァン様がお助けになった子供は、私やベンだけではなかったのね……）

　彼は戦のあった国に度々赴き、哀れな子供を救っていた。クレアと同じように多くの孤児に手を差し伸べ、不器用ながらも慈悲を与えて続けているのだ。

　この十年の間、長期間クレアのもとに来ないことがあったのも、おそらくそのためなのだろう。

　アイヴァンの優しさを、彼女は誇りに思った。

　彼を好きになってよかったと、心から感じる。

　子供たちにもみくちゃにされ、しかめ面を浮かべながらも、子供をあやすアイヴァンの手つきは優しい。微笑ましくなりながらそんな彼に見惚れていると、トン、と何かが足にぶつかった。

　小さな女の子が、クレアを見上げている。

　七、八歳といったところだろうか。痩せっぽちで手足が枯れ枝のように細く、肩までの髪はパサついている。

「この子はアンといって、先日ゴダール王国との戦に敗れたランス王国からアイヴァンさんが連れ帰った子供です。気の毒に、この幼さで両親を同時に亡くしたそうで……」

　目元を拭いながら、エリスがクレアにアンを紹介した。

「おねえちゃんは、アイヴァンさんの奥さん？」

　アンが、どんぐりに似た目を瞬かせながら言った。

　クレアは小さく笑った。自分も子供の頃、こんな風に大人を見ていたことを思い出したからだ。

　大人から見れば十八歳と三十歳とでは判然とした差があっても、子供にしてみればなんら変わりないのだ。

「いいえ、違うわ。アイヴァン様には、心に決めた女の人がいるの」

「ふうん、そうなんだ。お似合いなのに残念」

　無邪気な少女の言葉を、クレアは嬉しく思った。アイヴァンとお似合いなどと言われたことは、生まれて初めてだったからだ。

「だってアイヴァンさんってすごくかっこいいでしょ？　おねえちゃんも、同じくらい綺麗なんだもん。私もおねえちゃんみたいに綺麗になりたい」

「ありがとう」

　クレアは、アンと同じ目線の高さになるよう、膝を折り曲げた。

　少女の純粋な瞳は、澄んだ空のように美しい。

「アン、私も一緒よ。あなたと同じで、アイヴァン様に助けられたの。あなたが私を綺麗だと思うなら、同じ境遇のあなただってきっとそうなるわ」

「本当？　私も綺麗になれる？」

　アンの顔が、雨上がりの空のように晴れていく。

「ええ」と微笑んでクレアはアンを抱きしめた。

「シスターとアイヴァン様の言うことを、これからもしっかり聞くならね」

「わかった！」

　まるで自分自身を抱くように、クレアは小さな身体をきつく胸に閉込めた。

　自分と同じようにアイヴァンを光として生き続けてほしい、と心から願いながら。

「そういう君は、俺の言いつけを破ってばかりだがな」

　降ってきた声に顔を上げると、いつの間に来たのか、腕を組んだアイヴァンがすぐそばに立っていた。

　身に覚えのあるクレアは、気まずい気持ちになる。だが、アイヴァンの顔には彼女をからかうような気色が浮かんでいて、咎める風ではない。

「これから昼食ですので、よかったら一緒に食べていってくださいな」

　エリスの計らいで、ふたりは昼食をご馳走してもらうことになった。

　子供たちに椅子へと引っ張られ、囲まれるようにして団だん欒らんが始まる。

　今日のメニューは、焼きたてのパンに、野菜のスープ、搾しぼりたての牛乳だった。質素ではあるが、栄養たっぷりだ。

　これほど賑やかに食事をしたのは、クレアにとって生まれて初めての経験だった。

　昼食後も、子供たちとともに穏やかな時間を過ごす。

　絵本を読み聞かせ、女の子たちの髪を編み込み、一緒に縫い物をした。読み書きを教えたり、ダンスのステップを教えたりもした。

　楽しい時はあっという間に過ぎ、気づけば夕方になっていた。

　そういえば、アイヴァンの姿が見当たらない。

　クレアは、近くで赤ん坊にミルクを与えているエリスに問いかける。

「アイヴァン様は、どこに行かれたのですか？」

「先ほど、玄関から出ていきましたよ。庭で休んでいらっしゃるのではないでしょうか？　アイヴァンさんは、そこから村の景色を眺めるのがお好きなので」

　玄関の戸を開ければ、世界は夕焼け色に染まっていた。

　みずみずしい自然の香りが、辺りに充満している。

　エリスが言っていたように、アイヴァンは庭先のベンチに腰かけていた。

　足を組み、ひじかけにひじをついて、暮れゆく景色を静観している。

「アイヴァン様、こんなところにいらしたのですね」

　驚かすつもりで、クレアは足を忍ばせ、後ろからひょこっとアイヴァンの顔を覗き込んだ。だが彼の方ではとっくにクレアの気配を察していたようで、なんの反応も示さない。

　面白くなくて、クレアは小さく唇を尖らせた。

　するとアイヴァンが、微かに表情を緩める。

「その顔、子供の頃から変わらないな」

　不服だが、アイヴァンが笑ってくれたのは嬉しい。

「隣に座っても、よろしいですか？」

「ああ」

　クレアはひとり分の距離を空け、彼の隣に腰かけた。

　小高い丘にある孤児院からは、この村が一望できた。

　あちらこちらに広がる牧場と、まばらに佇む家屋。

　茜色の空の下に広がる長閑な風景を見ながら、建物から漏れ聞こえる子供たちの笑い声を聞いているうちに、クレアは平和の尊さを今さらながら実感する。

　子供たちの不幸な境遇を聞いたあとだから、なおさらだろう。

　ユーリス国は十年前にバロック王国との諍いを終結して以降、戦争をしていない。

「この国は、平和だ」

　しみじみと言われ、クレアは深く頷いた。

　アイヴァンも、クレアと同じことを考えていたようだ。

「それは、国王陛下が戦を好まないからだ。陛下は、他国のように領土を広げることに野心を燃やすのではなく、民の平和を一番に願っている」

　アイヴァンの口ぶりから、彼が現国王を崇拝しているのが伝わってくる。

「この先君主が代わったとしても、その考えは変わってはならない。ここにいるような子供たちを、増やさないために。そう思わないか？」

　諭すような彼の口調から、クレアは察する。

　彼のこの問いかけもまた、淑女教育の一環なのだ。

「はい、そう思います」

　クレアは、まっすぐにアイヴァンを見て答えた。

　上出来だ、とでも言うように、アイヴァンが口角を上げる。

「準備が整い次第、君を新しい住まいに連れていくための迎えを寄越す」

　唐突な話の変化に、クレアは虚を突かれた。

「君と俺が会うことは、もうほとんどないだろう」

　ああそうか、と理解する。

　別れの前だから、アイヴァンはこのたびの外出を計画してくれたのだろう。つまり、今が彼と過ごせる最後の時なのだ。

「……新しい住まいとは、どこなのですか？」

「今はまだ話せない」

「……そうですか」

　今すぐに泣きじゃくって、彼にしがみつきたかった。

　だが、アイヴァンの信頼を失い、屋敷を出ていくことになったのは、ほかでもないクレアの責任だ。この期に及んで、淑女にあるまじき行為は許されない。

　彼女は覚悟を決めると、息を吸い込み、凛とした表情でアイヴァンを見つめた。

「アイヴァン様、最後にお願いがございます」

「なんだ？」

「私は……」

　自然と、言葉が詰まった。

　溢れる想いが行き場をなくし、心の奥底でもがいている。

「私はこの先、あなたの教えに忠実に生きます。弱さを断ち切り、完璧な淑女として人生を全うします」

　漆黒の瞳が、縫いつけられたようにクレアを見ている。

「でも……あなただけは知っていらっしゃいます」

　溢れた涙が、クレアの頬を滑り落ちた。

「私が、勉強に嫌気が差して逃げ出したことも。あなたに抱きつきたくて、庭のあちこちに隠れては飛び出していたことも。気を引きしめていないと約束を破ってしまうような、頼りない人間だということも」

　アイヴァンが、フッと口元を緩めた。

　伸びてきた武骨な掌が、彼女の頬に流れる涙を拭う。

「そうだな。全部知っている」

「だから、どうか……」

　息が切れ切れなのは、これが別れの言葉になるかもしれないとわかっているからだった。アイヴァンはやがて妻を娶り、クレアは彼のいないところで新たな生活を始める。

「最後に、私を抱きしめてください」

　アイヴァンの瞳が、困惑するように揺らいだ。

「あなたが今、私の弱さをすべて受け止めてくれるなら、私はあなたが望むよう強くなれるでしょう」

　あの温もりに、もう一度だけ触れることができるなら。

　初めて会った時に感じた、あの陽だまりのような大きな温もりに――。

　彼の瞳が、陰りを帯びた気がした。

　だがそれは一瞬のことで、気づけばクレアは、逞しい両腕でその胸に抱き込まれていた。

　厚い胸板の向こうで、ドクンドクンと心臓が脈打つ音が聞こえる。

「クレア」

　耳元で、切羽詰まったような声がした。

　熱い吐息が耳を掠め、クレアは微かに身体を震わせる。

「クレア。俺の――」

　アイヴァンは何かを言いかけ、途中で止めた。

　その代わり、抱く腕に力を込める。

「アイヴァン様……」

　クレアは、幼い頃何度かそうしたように、アイヴァンの胸に自分の頬をすり寄せた。熱い体温も、クレアにはない男の香りも、やすやすと彼女を包んでしまう長さのある腕も、すべてが愛しい。

　永遠に、この温もりを肌に刻んでいたかった。

　最後の甘えだから、許してくれているのだろう。

　辺りがすっかり闇に包まれるまで、アイヴァンはクレアをそのまま抱きしめ続けてくれたのである。










暴かれた真実




　アイヴァンと孤児院を訪れてから、数日が過ぎた。

　いよいよ屋敷を出る日の朝。

　前日、突然アイヴァンからクレアが屋敷を移ることを告げられたレイチェルは、すっかり気落ちしていた。繰り返し涙を拭いながら部屋で荷物を纏めている彼女の姿に、クレアは心を痛める。

「アイヴァン様は、どうして突然クレア様をよそに移すなどとおっしゃるのでしょう？」

「それは私が悪いのよ、レイチェル。アイヴァン様の期待に応えられなかったから」

　こんなやり取りを、幾度繰り返しただろうか。クレアにしてもレイチェルと別れるのは、泣きたいほどにつらかった。だが、ふたりして落ち込むわけにはいかないので、どうにか気を保ち彼女を励ます。

「アイヴァン様がクレア様だけを熱心にお育てになったのは、恩人のご令嬢だからとお聞きしていましたのに。義理堅いアイヴァン様がその大事なクレア様を手放すなど、やはり信じられません」

　納得がいかないという風に、嘆くレイチェル。

　クレアは、彼女に驚きの眼差しを向けた。

「アイヴァン様が、そんなことをおっしゃっていたの？」

「ええ。クレア様をこの家にお連れになった日、私にそう告げられました」

　変だとは思っていた。ベンをはじめ、多くの孤児を救済しながらも、アイヴァンはクレアだけを自分の別邸に住まわせ淑女教育を施した。なぜ自分だけがという疑念は、孤児院を訪れてからずっと、心の奥にくすぶっている。

　だが、〝恩人の子供だから〟というのは全く腑に落ちない。

「そんなわけはないわ。だって、私は孤児だったのよ。両親には生まれてから一度も会ったことがないもの。それにそもそも、敵国だったバロック王国にアイヴァン様の恩人がいるなんておかしいわ」

　なぜ、アイヴァンはレイチェルにそんな嘘をついたのだろう。

　首を捻っていると、玄関のベルが高らかに鳴った。

　迎えが来たようだ。

　重い足取りで、レイチェルが客人を出迎えるため先に部屋を出ていった。

　襟の詰まったターコイズ色のサテンドレスに身を包んだクレアは、背筋を伸ばし、ゆっくり螺旋階段を下りていく。

「ごきげんよう、クレア様」

　玄関先で、三角帽子を片手にうやうやしく頭を下げていたのは、見覚えのある中年男性だった。

　先日の舞踏会で見かけた執務官長――確か、名前はダグラスだ。

「クロフォード騎士団長からの要請で、あなたを私の家にお迎えにあがりました」

　まさかアイヴァンが言っていた〝迎え〟が彼とは思いもよらず、クレアは多少なりとも困惑した。

「ご無沙汰しております、ダグラス執務官長。それでは、私はこれからあなたと……？」

　銀縁眼鏡の奥の瞳が、穏やかに微笑んだ。

「覚えていていただいたようで、光栄です。クロフォード騎士団長があなたの引き取り手を探しているという話を耳にしましてね。私たち夫婦には子供がいないものですから、ぜひあなたを養女にと願い出たのですよ」

　クレアはこれから、執務官長ダグラスのもとに住まうらしい。

　急なことで戸惑いはあるが、相手が少しでも面識のある人物でよかったと思う。

「そうでしたか。身に余るお言葉、光栄でございます。これからどうぞ、よろしくお願いいたします」

　気を取り直すと、クレアはダグラスに向けてうやうやしく礼をした。

　礼儀正しいクレアを、ダグラスは満足げに見つめている。それから御者らしき男に、クレアの荷物を馬車に運ぶよう命じた。

「では参りましょう、クレア様。話は、私の屋敷でお聞きできたらと思っております」

　壁際に置かれた柱時計に目をやりながら、ダグラスが言った。

「あの、アイヴァン様はいらっしゃらないのでしょうか？」

「クロフォード騎士団長は、抜けられない業務があるようです。あなたをお連れする役目は、私に一任するとおっしゃっていました」

「そうでしたか……」

　アイヴァンには会えずじまいで、ここを発たたなければならないようだ。

「クレア様！　どうか、お元気で……！」

「レイチェル、また必ず会いに来るわ」

　泣きじゃくるレイチェルを、きつく抱きしめる。

　十年を過ごしたこの屋敷とも、もうお別れだ。

　これからクレアは、強く逞しく生きていかねばならない――アイヴァンが求める、理想の淑女として。

　ダグラスが乗ってきた二頭立ての四輪馬車に乗り込み、窓際でレイチェルとの別れをしばしの間惜しむ。

　やがて馬車は、朝の澄んだ空気の中を、新しい住処に向けて走りだした。




　住み慣れた屋敷がぐんぐん遠ざかっていく。

　変わっていく景色を、クレアは馬車の窓からいたたまれない気持ちで眺めていた。

　やがて馬車は、サンベルトリ教会に差し掛かった。

　その時偶然にも、教会前の広場で見知った顔を見つける。

　エリックだ。

　子供たちに囲まれ、今日も晴れやかな笑顔を見せている。

　大公子息という高貴な身分ながら、こうやってひとりで歩き回り、庶民の子供と語らうなど、やはり彼は少し変わっている。

　どんなに騙されようと、クレアは彼のことを嫌いになれなかった。

　エリックは自信家ではあるが、ほかの貴族のようにおごりたかぶったところがない。

　その点に関してはアイヴァンに通ずるものがあり、親近感を覚えるのだ。

　窓越しに、エリックと目が合った。

（彼と会うのも最後かもしれないわ）

　クレアは、笑顔でひらひらと手を振った。

（違う形で出会えていたら、きっとちゃんとした友達になれていたのに）

　だが次の瞬間、エリックの表情が固まったのが見えた。

（え……？）

　ただならぬ形相を浮かべた彼が、子供たちの輪を離れ、クレアの乗った馬車を追いかけてくる。

　走りながら叫んでいるようだが、石畳を駆ける馬車の騒音にかき消され、何を言っているのかわからない。

　生身の人間の足と、走ることに長けた馬の脚とでは、差は歴然としていた。

　エリックとの距離は徐々に開き、やがてクレアの視界から消えてしまう。

「エリック殿でしたか。彼も相当な変わり者だ。社交界に出入りするより、平民と戯れる方をお好みなのですから。おかげで、大公家にはよからぬ噂も立ちやすい」

　エリックの姿が見えなくなったところで、呆れたようにダグラスが言った。他人を蔑むようなその口調に、クレアは違和感を覚える。

　穏やかな彼のイメージではないからだ。

　ふと窓の外を見れば、屋敷がまばらになっている。

　どうやら、アルメリア郊外をさらに奥地へと突き進んでいるようだ。

「どちらに向かわれているのですか？」

　城の執務官長を務めているダグラスの屋敷は、普通に考えて王都の中心部にあるものだと思い込んでいた。だが、どう考えてもこの馬車は王都から離れていっている。

「街はずれの別邸です」

「そうですか……」

　アイヴァンの場合とは違い、ダグラスはクレアを養女にすると言っていたから、てっきり本宅に連れていかれるものと思っていた。

　アルメリアの中心部にいれば、会えなくともアイヴァンを近くに感じることができると考えていたクレアは、残念に思わざるを得ない。

　だが、がっかりした顔を見せてダグラスを失望させてはならないと思い直す。

　口角を上げ、笑顔を保つ努力をした。

　そんなクレアを、ダグラスはやはり満ち足りた表情で見つめている。

「あの、聞いてもよろしいでしょうか」

「なんでしょう？」

「私がバロック王国から来た孤児であることは、ご存知でしょうか？」

「ええ、知っております」

「本当によいのでしょうか？　ダグラス様と奥様がお迎えする養女が、私で……」

　アイヴァンが徹底した淑女教育を施してくれたとはいえ、孤児であるクレアには、なんの後ろ盾もない。そんなクレアを、どうしてダグラスは養女として迎えることにしたのだろう？　改めて考えてみれば、妙な気がした。

「もちろんです。むしろ、あなた以外の女性など考えられません」

　ダグラスの柔らかな物言いに、クレアはひとまずホッとした。

　窓の向こうに目をやりながら、彼が言葉を続ける。

「私も、もとはバロック王国の出ですので」

　考えてもいなかった返事に、クレアは目を白黒させた。

「そうなのですか？」

「はい。十年前、ユーリス王国の王宮騎士団の進撃を受けるまでは」

　ダグラスが、極上の笑顔をこちらに向けた。だが、瞳の奥が笑っていない。

　背筋がぞくっと震えて、クレアは固かた唾ずを呑んだ。

　ダグラスの顔は、柔和なようでいて、よく見れば彫りが深い。遠い昔に見た人物の面影が、彼の顔に重なる。

　ドクン、とクレアの心臓が跳ねた。頭の中で警笛が鳴る。

（まさか……）

　あの頃、彼の髪色は今のようなダークグレーではなく、黒だった。

　長さも肩上程度で、撫でつけるように後ろに流されていた。

　眼鏡はなく、冷え切った目が直にクレアを捉えていたのを覚えている。

「あなたは……」

　どうしようもなく声が震えた。

　知らず知らずのうちに、逃げるように腰が後退する。

「おやおや。そのご様子ですと、思い出されましたか？　あの頃のあなたは、まだあんなに幼かったのに。さすがは聡明な血筋の持ち主だ」

　ダグラスが、不敵な笑みを浮かべた。

　バロック王国にいた頃のクレアは、彼の名前も、何をしている人物かも知らなかった。それに外見がだいぶ変わっているので、今の今まで気づかなかった。

　――彼は、クレアのかつての雇い主の傍らにいつも控えていた男だ。

「どうしてあなたが……」

　バロック王国での思い出は、クレアにとってつらいものだった。雇い主はクレアを酷使し、すれ違っても声すらかけなかった。今となっては、雇い主がどんな顔をしていたのかすら覚えていない。

　だが、そばにいたこの男の顔だけは記憶がある。すれ違うたびに、冷ややかな、それでいて舐めるような視線をいつも寄越してきたからだ。

　ダグラスはクレアの反応を愉たのしむように目を細めると、おもむろに銀縁眼鏡を外し、パチリと閉じた。

　優しげだった瞳が、今は蛇のような底知れない不気味さを漂わせている。

「あなたは子供でしたので、おそらくご存知なかったでしょう。あなたが雇われていたあの屋敷は、バロック王国の政治を担う宰相の邸宅でした。ユーリス王国の騎士団にバロック王国が壊滅させられたあの日、宰相は連行され、極秘に処刑された。ある事件の首謀者としてね」

　声色さえも、ダグラスは見事に変容させていく。

　何かとてつもなく悪いことが起ころうとしている。

　そんな予感に、身体中の悪寒が止まらない。

「だが、宰相は死んでいなかった。処刑されたのは、哀れな替え玉だったというわけです」

「替え玉？　では、あなたは……」

「お察しの通り、かつてのあなたの本当の雇い主ですよ」

　悪びれもせず、ダグラスは言った。

　背筋がひやっとした。座席の隅まであとずさっていたクレアを追い詰めるように、ダグラスが身を乗り出す。

「ずっと、あなたを探していたのですよ」

　クレアを咎めるように、冷淡な笑みを浮かべるダグラス。

「なぜ、孤児の私なんかを……」

　ダグラスはクレアの質問には答えず、自分勝手に言葉を続ける。

「いっそのこと殺しておけばよかったと、何度も後悔しましたよ。この計画を遂行するうえで、あなたの存在は邪魔でしかありませんからね。まさか、あの鬼神と名高いクロフォード騎士団長が連れ帰って、極秘に住まわせていたとは驚きました。それもこの十年、どこにもその事実を漏らすこともなく」

　ダグラスが何を言っているのか、クレアにはわからなかった。

　ただアイヴァンがクレアを拾ったのは偶然ではなかったということを、おぼろげに理解しただけだ。

　唐突にダグラスがクレアの左手首を掴んだ。

「やめて！」

　恐怖が全身を這い上がり、クレアは力の限り叫んだ。

　だが、目の前の男はビクともしない。

「こんな田舎に、人なんて歩いていませんよ。叫んでも、誰も来やしません」

　クレアのブレスレットに、ダグラスの手がかかる。

　カチリと留め具が音を鳴らし、手首から外れ、ドレスのスカートの上に落ちた。

「ああ、やはり。この醜い痣が紛れもない証拠だ」

　まるで汚いものを目にしたかのように、ダグラスが顔に嫌悪感を浮き彫りにする。

　〝醜い〟という言葉を久々に投げかけられて、クレアの胸がざわついた。自分の存在を恥じていた遠い昔の感覚が蘇る。

　そんなクレアに光をくれたのは、子供の頃にアイヴァンがくれた言葉だった。

『君は、美しい』

　アイヴァンが、大事な思い出の宿ったすずらん模様のブレスレットで守り続けてくれたこの痣を、醜いとは言わせない。クレアの身体の底から、闘志が湧き立つ。

「離してください」

　怯えるばかりだった空気を一変させ、クレアは厳かに声を出した。

　そして、ダグラスが怯んだ隙に彼の掌から自分の手を引き抜くと、膝に落ちたブレスレットを拾って胸に抱きしめた。

「おやおや。無知で無垢な令嬢かと思いきや、そのような目つきもできるのですね」

　クク、とバカにしたようにダグラスが笑う。

「さすが、あの厳格なクロフォード騎士団長に仕込まれただけはある」

　クレアは、毅然とした態度を崩さなかった。この状況で、自分を守れるのは自分だけだ。怯んだり慄おののいたりしたら、相手の思うツボだろう。

「これから、私をどこに連れていくのですか？　あなたのお屋敷ではないのでしょう？」

「その通り。とある場所で、とある方に会っていただきます。もう少し時間がかかりますので、しばらくの間お待ちを」

　クレアを嘲るような態度を崩さないまま、ダグラスは言った。

　小一時間も走り続けると、馬車は停止した。

「叫ばれると困りますので」

　ダグラスはクレアの口を布で覆うと、声を出せないよう封じた。

　目の前には、見たことのない古びた屋敷がそびえている。

　屈強な石壁で造られた円筒状の建造物は、まるで生気が感じられなかった。おどろおどろしい外観は、屋敷というより小ぶりな要塞城のようだ。

　おそらく、もう何年も使われていないものだろう。石壁には蔦つたが這い、鉄製の扉はさびついている。建物の形状から察するに、ユーリス王国が建国される以前に建てられたものかもしれない。

　建物を隠すように生い茂る草が、湿った風に煽あおられ不気味に凪ないでいる。

　空にはいつしか灰色の雲が立ち込め、世界を暗くしていた。

　クレアは、ダグラスと御者に両腕を取られて建物の中に押し込まれると、最奥の部屋に連行された。

　朽ちた天井壁画が見下ろす礼拝堂のようなそこは、カビ臭い空気に満ちていた。高い位置に窓があるものの、ひどく小さいせいで部屋全体が薄暗い。

　床には幾何学模様の織物が敷かれ、祭壇と思わしき台座には見たことのない神の石像が備えられている。

　ダグラスがクレアを解放し、御者と出ていった。どこかに逃げ口がないかを、目でくまなく探るが、何度見ても、逃げ出せるような隙はない。途方に暮れて、クレアはぺたんと床に腰を落とした。

　そうこうしているうちに、扉向こうから、ジャラジャラと鍵が擦れ合うような音が聞こえた。

　幾重にも、扉が重ねられているのだろう。

　扉が開く音が次第に大きくなり、ようやく目の前の扉が動く。

「あなたは……」

　クレアは言葉を失った。

　姿を現したのが、予想をはるかに超えた人物だったからだ。




　ユーリス王宮騎士団の訓練所は、城の外れにある。

　高い石塀でぐるりと囲まれたそこは、優雅なユーリス城の雰囲気とは似ても似つかない、男臭い熱気に包まれていた。

「団長……っ！　どうか、もうご勘弁を！」

　アイヴァンと剣の立ち合いをしていた若い騎士が、地面にへたり込む。壁際まで追い詰められているのに、それでもアイヴァンが執拗に攻めるので、精根尽きたようだ。

　アイヴァンは我に返り、肩で息をしながら怯える騎士を見た。

　立ち合いの前はそこそこの男前だったはずが、今は見る影もない。全身にびっしょりと汗をかき、青ざめた唇を震わせている様子は、まるで溺れた犬のようだ。

　彼は、先日入隊したばかりの騎士だった。男爵家の次男で、巷ちまたでは評判の剣士だったという。

　だが、これまで数えきれないほどの剣士と手合わせしてきたアイヴァンにしてみれば、取るに足らない相手だった。手加減をするつもりが、別のことに気を取られているうちに、いつの間にか本気で打ち込んでいたようだ。

「……筋はいいから、今後も訓練に励め」

　言い捨てるアイヴァンに、騎士は「はい……！」と震える声で返事をした。

　息をつきながら額に張りついた前髪を払い、アイヴァンはその場をあとにする。立ち合いを見物していた騎士たちが、逃げるように道を開けていった。いつになく鬼気迫る形相の彼を、怖がっているのだろう。

　アイヴァンは壁にもたれ、水筒の水を一気に飲み干すと、口元に残った水滴を腕で拭い、ひと息ついた。

（クレアは、もう屋敷を発っただろうか）

　何をしていても、考えるのは彼女のことばかりだった。

　やがて彼女は自分の立場を知り、本来いるべき場所へと戻っていく。

　そこに、アイヴァンは不要だ。

（俺の選択は、間違っていない）

　そう確信しているのに、胸には後悔に似た念が込み上げてやまない。

　ふと気を緩めた隙に思い出すのは、抱きしめた時に感じた彼女の柔らかな温もりだった。

「……くそっ！」

　考えの纏まらない苛立ちから、アイヴァンは拳でガツッと壁を叩く。

　騎士のひとりが声にならない叫びをあげ、彼のそばから離れていった。

「アイヴァン様！」

　そこに、数人の騎士を引き連れたベンが姿を現す。

　山高帽を被った男が騎士を従えている光景は、不自然極まりない。何事かと、訓練所にいた騎士たちが一斉に奇異の目を向けた。

「どうした？　クレアは、もう連れていったのか？」

　アイヴァンの声が、自ずと低くなる。

　王家の専属区にある新たな屋敷への移動距離を考えたら、ベンがここにいるのはおかしい。本来であれば、今はまだクレアとともに馬車に乗っている頃だろう。

　それに、影のように無口なベンが声を荒らげているのにも不審が募る。

「いいえ。私が行くより前に、執務官長が彼女を連れていったとレイチェルが言っていました。彼にも、クレア様の移動をお願いしたのですか？」

「まさか。お前以外には頼んでいない」

　おそらく、先日の舞踏会で、クレアの居所が漏れたのだろう。それを懸念して早急に住処を変えることにしたのに、恐れていた事態が先に起こってしまったというのか。

「なぜ、ダグラスが……」

　アイヴァンは、腰に差したサーベルの柄をぎゅっと握りしめる。怒りが足元から吹き上がるように湧いてきた。

　クレアの身を案ずるあまり、気が狂いそうだ。

　彼女が不安に震えていると思うと、平常心など到底保てそうにない。

　気づけばアイヴァンは、城に向かって全速力で走りだしていた。

「アイヴァン様！」

　背後からベンの声が聞こえたが、もはやクレアのことしか考えられないアイヴァンに、振り返る余裕はなかった。

（ダグラスはなぜクレアを奪った？　彼は何者だ……!?）

　人格者で、城で働く者の中でも人気が高いダグラス。

　誰にでも愛想がよく、慕われている。いわばアイヴァンとは逆の立場の人間だ。ことさら王妃には目をかけられており、彼女の所用を任されたのは一度や二度ではないと聞く。

　市井の出であるダグラスが、有力貴族の推薦でユーリス城の執務官となったのは、確か十年ほど前のことだ。彼は持ち前の人当たりのよさで人望を集め、あっという間に執務官長まで昇り詰めた。

　背筋を冷たい汗が流れるのを感じながら、アイヴァンはダグラスの屋敷の場所を聞き出すために、猛獣のごとく城内の回廊を駆け抜けた。

　執務官のひとりから聞き出したダグラスの屋敷は、城のすぐ近くだった。広大な敷地内には、三階建ての重厚な建物がそびえ、庭園には広々とした温室や噴水まで設えられている。

　貴族でもないのに、あまりにも豊かな暮らしぶりだ。

　殴り込みのように屋敷に乱入し、獲物を探す獣のごとく鋭い瞳を光らせる騎士に、玄関ホールにいた使用人たちが畏怖の目を向ける。

「ダグラスはどこだ？」

「朝から、お城に出仕なされております……」

　玄関先にいた若い侍女が、震え声で答えた。

「そんなはずはない。一度屋敷に戻ってきただろう？」

「戻られてはおりません……」

　アイヴァンは侍女の制止をたやすく振り切り、屋敷の内部に足を踏み入れる。

（クレアはどこだ……？）

　クレアの身が気がかりで、息遣いすらおぼつかない。

　その時、あることに気づいて足を止めた。

　臙脂色の絨毯が敷き詰められた玄関ホールには、入口と向かい合うようにして、ダグラス自らの肖像画がかけられている。

　その真下にある金色のキャビネットには、高価そうな装飾品が並べられていた。一番後ろ、珊さん瑚ごの置物に隠れるようにして、額縁に入った紫色のタペストリーが飾られている。

　まるで吸い寄せられるように、アイヴァンはその額縁に歩み寄った。

（この紋章は……）

　目を凝らしてタペストリーを見れば、双頭の獅子――今はなきバロック王国の紋章が小さく描かれていた。

　信じられない気持ちで、アイヴァンは目の前のダグラスの肖像画に視線を移す。

　銀縁眼鏡に、束ねたダークグレーの髪。城内で幾度か見かけた彼そのものだ。

　じっと見つめるうちに、遠い記憶が蘇る。

　それは十年前、バロック王国から罪を犯した宰相リーチェをユーリス王国に連れ帰り、極秘に処刑を執行したあとのことだった。リーチェとともに連行された侍従三人は、数日間に及ぶ投獄、尋問ののち、釈放された。

　そのうちのひとりに、この肖像画の面影が重なる男がいたのだ。

　若返らせ、眼鏡を外し、ダークグレーの髪を漆黒にしたら――。

「なんてことだ……」

　ダグラスはあの男だ。

　バロック王国の宰相リーチェの側近だった男。

　いや、そもそもリーチェとして処刑された人物は、替え玉だったのだろう。

　リーチェはずる賢いことで有名だった。

（ダグラスの正体は、リーチェだったのか）

　名を変えたリーチェは、執務官として城に潜り込み、ずっとクレアの行方を追っていたに違いない。

　アイヴァンは行き場のない悔しさをぶつけるよう、拳で肖像画を激しく叩いた。

　背後にある玄関の扉が開いたのは、その直後だ。

　ダグラスが現れたのかと思ったアイヴァンは、全身に殺気を漲らせながら振り返る。

　だが、そこにいたのはエリックだった。

「クロフォード騎士団長、ここにいたか！」

　よほど急いで来たのか、髪が乱れ、彼にしては珍しい焦りの表情を浮かべている。

　人に聞いて、アイヴァンの居所を探し回っていたのかもしれない。

　アイヴァンは、一瞬彼もダグラスとグルなのかと考えた。王族を狙う危険分子として、フィッシャー大公家を常々マークしてきたからだ。

　だが、エリックは予想外の言葉を口にした。

「クレアが執務官長とともに馬車に乗り、アルメリアの郊外に向かっているのを見た。その様子だと、やはり執務官長は彼女を攫さらったんだな。あなたがベン以外の人間にクレアの移送を頼むのは、あり得ないと思った」

　アイヴァンはエリックに詰め寄ると、彼を見下ろし低い声を出す。

「――郊外の、どの方向ですか？」

　奥底に静かな怒りをたたえた瞳には、見る者の背筋を一瞬にして震え上がらせる威力があった。彼を取り囲む空気が、まるでそこだけ切り取られたかのように冷え切っている。

「……案内する。ついてきてくれ」

　アイヴァンの放つ威圧感に怯んだ顔を見せたあとで、エリックは先に立って屋敷を出た。




　アイヴァンとエリック、それぞれを乗せた二頭の馬がアルメリアの街道を全速力で駆けていく。

　エリックはサンベルトリ教会のある広場で馬を止めると、東の方角を指差した。

「消えていったのは、あちらの方向だ。僕はその時馬がなかったから、追いつくことができなかった。どうやって探す？　これ以上の手がかりはない」

　不安げなエリックの様子から、アイヴァンは彼が敵ではないことを感じ取る。

　本当の敵に気づいた今、フィッシャー大公家への疑いはみるみる晴れていった。

　だが、今はそれどころではない。

　アイヴァンは、土埃の舞う地面を凝視した。一角に、うっすら轍わだちが残っている。

　乾燥地帯であり、農作物の育たない東側は、極端に人口が少なかった。未開拓の土地が多く、そこに昔から住んでいる人間以外、ほとんど足を踏み入れようとはしない。

　この轍は、ダグラスの馬車と見て間違いないだろう。

「車輪の跡を辿りましょう。そして、あらゆる家屋、森の隅々までしらみつぶしに探すしかありません」

　アイヴァンは鞭をしならせ、轍を追った。

　エリックも、黙って彼についてくる。

　ある程度進んだところで、轍がプツリと途切れた。強風が乾いた土を吹き飛ばし、跡を消し去ってしまったようだ。

　一抹の不安を覚えながら、アイヴァンは懸命に辺りを捜索した。

　そこに点在する家屋の扉をひとつずつ叩き、余すところなく訪ねていく。

「これじゃあ、埒らちが明かないな……」

　エリックが、嘆くように言った。

　だが、アイヴァンは諦めるつもりは毛頭なかった。

　クレアの身を守ることが、彼の使命だからではない。彼女を想う気持ちが、どうしようもないほど彼を激しく突き動かしていた。

『私は、女としてあなたをお慕いしているのです……』

　舞踏会の帰りに見た、彼女の熱い瞳を思い出す。

　もしもあの時、彼女を受け入れていたら、今ほど焦りはしなかっただろうか。華奢で柔らかな身体を抱きしめ、『俺も愛している』と本心を告げていたならば、これほど枯渇した気持ちにはならなかっただろうか。

　感じたことのない後悔の念が、厳格な騎士団長の心をかき乱す。

「クレア……」

　脳裏を過ったのは、幼少から今に至るまでの彼女の姿だった。

　花開くような笑顔、寂しげな横顔、唇を尖らせ拗ねる顔、ふとした時に見せる理知的な顔。少女の面影を残したまま唐突に現れる、ぞくっとするような女の顔。

　馬を疾走させながらアイヴァンは、自分だけが知るクレアの素顔を心の中で抱きしめる。

「クレア、愛してる」

　吐き出された呟きは、風に攫われ彼方に消えた。

　その時、アイヴァンの視界の隅を、森の木立から覗く円塔が過った。

（あんなところに屋敷が……？）

　手綱を引き、馬を方向転換させる。急速に森へと馬を走らせたアイヴァンを、エリックが必死に追いかけてきた。

　木々が鬱うっ蒼そうと生い茂る森を抜ける。

　人が足を踏み入れることなど、皆無に等しいのだろう。雑草はまるで原生林のごとく育ち、不気味なほど空気が澄んでいた。

　やがてアイヴァンは、ぬかるんだ道に轍を見つけた。雑草を踏みつけるようにして残されたそれは、先ほどまで追いかけていたものによく似ていた。

（かなり新しい跡だ）

　戦地で鍛えた勘が、アイヴァンの気持ちをせき立てる。

　手綱を巧みに操り、より早く馬を疾走させれば、やがて森が途切れ平地に出た。

　森に囲まれるようにして、蔦に覆われた円筒状の建物が、ひっそりとそびえ建っている。

「これは、ひどく旧式の建物だな」

　アイヴァンの背後で、エリックが驚いたように言った。

　こうした円筒状の建造物は、ユーリス王国が建国される以前のものであることを、アイヴァンも知っている。

　エリックが、もの珍しげに建物を見上げた。

「ここは、もしかしたらかつてのモンタギュー家の別荘かもしれないね。モンタギュー家は、いざという時に身を隠すため、人目につかない場所にいくつか別荘を構えていたと聞いたことがある」

　モンタギュー家とは、ユーリス王国が建国される前にこの一帯を仕切っていた悪徳一族だ。貧民層を奴隷化し、『モンタギューでなければ人間でない』という思想のもと、逆らうものを次々殺あやめ、金と女を貪り、人々を恐怖に陥れた。

　彼らを討ち、人々に平和をもたらしたのが、三代前の国王だ。その後モンタギュー家はみるみる衰退し、あちらこちらに建てられた円筒状の建造物もろとも途絶えたと聞いている。

「こんなところに、まだ屋敷が残っていたのか」

　アイヴァンは呟くと、ひらりと馬から飛び降りた。

　近づけば近づくほどに、気味の悪い建物だと思った。窓が極端に少なく、別荘というよりまるで牢獄のようだ。

　すると、視線の先で、何かがキラリと光った。

　湿った土に落ちていたのは、かつてアイヴァンがクレアに贈った特注のブレスレットだった。優しい風合いのすずらん模様に、彼女の面影が重なる。

「やはり、ここに連れ込まれたのか」

　アイヴァンはかがむと、ブレスレットを拾い上げ、力強く掌に握り込んだ。

　彼女の温もりが、まだ残っている気がする。

　アイヴァンはブレスレットを懐にしまうと、立ち上がり、銀のサーベルを腰からスラリと引き抜いた。そして獲物を捕食する黒豹のように瞳をたぎらせ、不気味な建物を睨みつける。

「早く彼女を連れ戻そう！」

　そう言って先に進み出ようとしたエリックを、アイヴァンはサーベルを持っていない方の手で制した。

「俺がひとりで行きます。あなたはいったん城に戻り、騎士団の者たちをここに連れてきてください」

「そんな、いくらあなたでも無茶だ！　敵は何人いるかわからないんだぞ！」

　くってかかるエリックを、アイヴァンが視線で威圧する。

「行ってください。俺には、あなたの命も守る義務があります」

　覚悟を決めた男の顔だった。

「行くんだ」

　空気を切り裂くような、鋭い声だった。

　大陸一と名高いユーリス王宮騎士団、その頂点に立つ男の眼力を受け、エリックはついに押し黙る。

「……わかった」

　やがてエリックは引き下がると、馬に飛び乗り森へと引き返していった。

　エリックの後ろ姿を見届けると、アイヴァンはサーベルを持ち直し、目の前にそびえる円塔と対峙した。




「どうして、あなたがここに……」

　クレアは、激しく動揺していた。

　目の前に、優雅な深紫のドレスを身に纏った、デボラ王妃が立っていたからだ。

　あり得ない状況に震えるクレアを眺めながら、デボラ王妃はにっこりと華麗に微笑んだ。民衆から天使と謡われる笑顔だが、今は恐怖しか感じない。

「やっと見つけたわ、シャーロット・クレア・ウインストン。しつこくて目障りな娘」

　刺々しいセリフは、麗しく紅を引いた唇から紡ぎ出されるには、あまりにも不似合いだった。

「シャーロット……？」

　クレアは、一瞬デボラが誰のことを言ったのかわからなかった。やがて名前の一部にクレアと含まれていたのに気づき、意味不明ながらもデボラが自分を呼んだのだと理解する。

　ぼんやりとしているクレアを見て、デボラは嘲けるような笑みを浮かべた。

「その様子だと、自分が何者かまだわかっていないようね。もう一度教えてあげましょうか？　シャーロット・クレア・ウインストン。それが、あなたの本当の名前よ」

　動揺のあまり、クレアは押し黙ることしかできない。

　ウインストンは、現国王――つまり、三代前からユーリス王国を統治している王家の名前だ。

「状況が呑み込めたかしら？　ただし、勘違いしないでちょうだい。ウインストンだからといって、私はあなたの母親ではないわ。あなたの母親は、ハワードの乳兄妹だった身分の低い娘よ。つまり……」

　そこでデボラはひと息置くと、クレアの目前に歩み寄った。

　そして、クレアの左手を乱暴に掴む。

　侮蔑するような視線が、剥き出しにされた赤紫色の痣に降り注いだ。

「あなたはこの国の王女、ゆくゆくは後継者になる予定だった娘。この禍々しい痣が、何よりの証拠よ」

　クレアはデボラの手を振り払い、痣を守るように胸に抱きしめる。

　自分が王女であるなど、想像したこともなかった。騙されているのではないかとも疑ったが、デボラの視線には嘘をついているようには思えない凄みがあった。

「あくまでも〝予定〟ね。調子に乗らないでちょうだい」

　クスクスと、デボラが笑う。

「いくらハワードの血を引いているからといって、身分の低い女の娘が大国の後継者になるなど、言語道断。だから、私が毒薬で始末したの。まずは、あなたの母親をね。それから、まだ赤ん坊だったあなたをダグラスに攫わせた。バロック王国の、彼の屋敷に」

「なんてことを……」

　すまし顔で事の真相を告げるデボラは、他人を殺めることも、他人の人生を捻じ曲げることも、なんとも思っていないようだった。

　自分の行動こそが正義だと言わんばかりの、自信に満ちた表情だ。

「それから、私は王妃の座に就いた。そもそも、ハワードは本来私と結婚する予定だったのよ。だけど彼が身分の低い娘に入れあげて、時期が遅れてしまっただけ。私は、軌道を修正してあげたの。あなたとあなたの母親、ふたりを彼の前から消すことでね」

　亡き母に対するやりきれない思いが、クレアの胸にみるみる溢れていった。

　クレアは、魔女の意味をはき違えていた。

　魔女とは、髪色が醜いとか、不気味な痣があるとか、そういうものではない。美しい仮面の裏に、真っ黒な心を隠している人間のことを言うのだろう。目の前にいる、この女のように。

　動揺が極致に達すると、不思議と気持ちが落ち着いていった。

　代わりに胸の奥底に湧き上がったのは、激しい怒りと、ある違和感だった。

「……なぜ、そんなひどいことができたのですか？　あなたは、何者なのですか？」

　政略結婚を延期されたからといって、人を殺めたり、赤子を攫わせたりといった非道な仕打ちをするだろうか？

　デボラのやり方には、ウインストン家、もしくはユーリス王国に対する根深い怨恨を感じた。

　王妃デボラは、遠い西国の出身と聞いたことがある。侯爵家のひとり娘で、若い頃からその美しさは注目の的だったそうだ。一家でユーリス王国を訪問した際、前国王がエキゾチックなデボラの容姿をいたく気に入り、ぜひ息子の妻にと申し出たというのは知られた話だ。

　とはいえ、西国はこの界隈にはない物資が豊かで、強い繋がりが欲しかったというのが、前国王がデボラを求めた本当の理由らしい。

「案外賢い娘ね。教えてあげましょうか？」

　口元に半円を描いて、デボラがしたたかな笑みを浮かべた。

「私の生まれたエインスタッド家は、遠く先祖を遡ればモンタギュー家と呼ばれていたの。かつてリーチェと呼ばれたあなたの雇い主、ダグラスもそうよ。彼も、モンタギューの血筋に連なる者」

「モンタギュー家……」

　クレアは、彼らの名前を覚えていた。ユーリス王国が建国される前にこの一帯を支配していた一族。勇敢な兄弟に征伐され、兄は大公となり、弟がユーリス王国を統治した。そして、現国王ハワードの代まで、その治世は続いている。

（まさか……）

「私とダグラスは、ウインストン家に怨うらみを持つ者として、完全に利害が一致した。そう、私はモンタギュー家の怨恨を晴らすために、この国に嫁いできたの。毒で弱らせた国王亡きあとは、私が女王となってこの国を取り戻すつもりだった」

　デボラは現国王にも毒を盛り続けているようだ。

　この頃国王の体調が優れないと耳にしたのを思い出し、クレアは背筋を凍らせた。

（なんて身勝手で、恐ろしい女なの……）

　怒りが、ゆっくりと胸にせり上がってくる。

「国王は、目に見えて衰弱しているわ。あと少し、あと少しだったのよ……！」

　興奮したように、デボラが捲まくし立てる。

　見開かれた目は血走り、紅を引いた唇は醜く歪んでいた。

「それなのに、今になってあなたが現れた。まさか、アイヴァン・ジェイク・クロフォードがあなたを連れ去り隠していたとはね。でも、愚かな男。誘拐された王女の居場所は突き止めても、本当の敵には気づかなかったのだから」

　ホホホッと意地の悪い笑い声を響かせるデボラに、クレアは心底不快感を覚えた。

　アイヴァンを卑しい者とする言動は許せない。

「私を、どうするおつもりですか？」

「どうするって？　決まっているじゃない」

　クスッと見下すような笑いを漏らすと、デボラはパチリと指を鳴らした。

　武装した男たちが、雪崩なだれをうって部屋に入ってくる。ざっと見ただけでも、二十人はいるだろうか。その中心には、眼鏡を外したダグラスの姿もあった。

「彼らは皆、モンタギュー家の末裔よ。自分たちの栄華が返り咲く日を願って、各国に散り、代々密かに生を繋いできた。毒に侵された国王が死ねば、次の王位継承者は私よ。そうすれば、再びこの地をモンタギューの配下にすることができる。そのためには、私よりも王位継承権が上であるあなたには、消えてもらわなくてはならないの」

　デボラが言い切るなり、ダグラスがクレアの方へと進み出た。

　その手には短剣が握られている。

　ぞっとしたクレアは、思わずあとずさった。

　だが、不敵な笑みを浮かべたダグラスは徐々に近づいてきて、彼女を部屋の隅まで追い詰める。

「あの醜い娘が、こうも美しく化けるとはね。醜さ故、王女であることは見抜かれまいと生かし続けたのが、そもそもの間違いだった」

　呟きながら、ダグラスがさらにじりじりと迫ってきた。

　鼓動を速める自らの心臓の音を聞きながら、クレアは自分の死を予感した。

　その時、かつて聞いたアイヴァンの言葉が脳裏に蘇る。

『この国は、平和だ』

　冷たいようでいて優しい、クレアが愛してやまない声。

『それは今の国王陛下が、戦を好まないからだ。陛下は、他国のように領土を広げることに野心を燃やすのではなく、民の平和を一番に願っている』

　今になって、ようやくわかった。

　アイヴァンがなぜ、クレアに徹底した淑女教育を施したのか。

『この先君主が代わったとしても、その考えは変わってはならない。ここにいるような子供たちを、増やさないために。そう思わないか？』

　――彼は、国を継ぎ、国を担う者としてクレアを育てていたのだ。

　正体の知れない敵から彼女を守るため、外出すらほとんど許さずに。

　クレアは悟った。

　自分は今、目の前の悪者どもに屈してはいけない。彼の努力と誇りを無駄にしないためにも、絶対に負けてはならない。

　背筋を正し、すうっと息を吸い込む。

　たとえこのまま死を迎えるにしても、アイヴァンが育んだ王女としての威厳を、最後まで見せつけなければならない。

「デボラ王妃」と呼びかける。

　不思議と気持ちは落ち着いていた。

　アイヴァンが求める者にならなければならないという使命感が、クレアのすべてを支えている。

「私は、王位継承者としてふさわしくあるよう、アイヴァン様に育てられました。あなたに国を譲るつもりは全くございません」

　気概を示したクレアに、ダグラスが一瞬、虚を突かれたような顔を見せた。

　だが、デボラは違った。

「あら、そうなの？」と、よりいっそう甲高い声をあげる。

「愚鈍な娘ね。今のこの状況がわかって言っているの？　あなたはそういうつもりでも、結果としてこの国は私のものになるのよ」

　デボラの声に触発されたかのように、ダグラスが短剣を握り直す。そして、クレアに向けて大きく振り上げた。

　その隙にクレアは身をかがめると、翻るドレスのスカートを押さえながら、ダグラスの足を渾身の力で蹴り払った。アイヴァンに教わった護身術を、基本のひとつひとつを思い出しながら確実にやり遂げる。

　クレアの一撃を受けてダグラスはバランスを崩したものの、すぐに立ち直った。忌々しげに舌打ちをし、「小娘のくせに、小癪な真似を」と憤りをあらわにする。

　その時だった。

　急に、部屋の向こうが騒がしくなった。

　男たちが呻く声や床に倒れる音が、壁を挟んで生々しく響く。

　直後、ドンッという大きな音とともに、扉が激しく開いた。

　ダグラスがそちらに気を取られている隙に、クレアは彼の手首めがけて渾身の手刀を落とす。

「うぐっ！」

　ダグラスの手を離れた短剣が、カランと床に転がった。

　扉を蹴破ったのは、アイヴァンだった。

　クレアと目が合うなり、「上出来だ」とまるでレッスン中かのように彼女を褒める。

　しかし、ここに至るまでよほどの数の相手と闘ったのか、息は乱れ、頬からは血が流れ出ていた。

「アイヴァン様……」

　この世で最も信頼し、頼りにしているアイヴァンの登場に、研ぎ澄まされていたクレアの心が揺らぐ。

　アイヴァンがなぜ自分を救い、淑女として厳しく育てたかを知った今、これまで以上に強くならなければならないのは理解している。

　だが、どうしても心の脆さを抑えきれず、胸に熱いものが込み上げた。

「あれほどいた護衛を、ひとりで倒したというの？　さすが、大陸一と名高い騎士団の団長ね」

　コツコツと靴音を響かせ、デボラがアイヴァンの前に姿を現す。

「驚かないの？　私が本当の敵だって、今、気づいたのでしょう？」

「ダグラスはあなたと親しくしていましたので、ここに来るまでの間に予想はついていました」

　漆黒の瞳に憎悪を漲らせ、アイヴァンはデボラを睨みつけた。

「あら、そう」

　彼女は怯む様子もなく、フフッと妖艶に微笑む。

「だけど、そもそもあなたがこの娘をかくまっていたのは、ハワードの命令だからでしょう？　あなたの意志ではない。それなのに、こんな娘のために単身、敵の巣そう窟くつに乗り込んでくるなんて、大した使命感ね。本当はあなただって厄介だったのではないかしら？　ハワードに、役立たずの子供を任せられて」

　扉の前に佇むアイヴァンに、デボラが試すような視線を投げかける。

「でも、賢い戦略ではないわ。だって今のあなたはボロボロなのに、この中にはまだ敵がいる。ここにいるのは、今までの相手とは比べ物にもならない、選りすぐりの強者ばかりよ。あの娘の命を救うどころか、あなたは自分の命をも失うことになるでしょう」

　デボラは、さもおかしくてたまらないというように笑った。

「正直、あなたを失うのはもったいないわ、クロフォード騎士団長。だから、条件を出しましょう。もしもあなたが今すぐその娘の命を奪ったなら、私たちはあなたに手出しはしない。それどころか……」

　ひと息つくと、ゆっくりと言い聞かせるかのように続ける。

「私が君主になれば、あなたの目障りな義理の母親を始末してあげるわ。あの女は、隙あらばあなたから爵位を奪い、自分の息子、つまりあなたの義弟を公爵に据えようと画策しているのよ。あなたから爵位を奪うよう、それとなく何度も相談されたもの」

　クレアは、魔女の囁きのようなデボラの声を、信じられない気持ちで聞いていた。

　アイヴァンの手でクレアを葬り去ろうとするなど、予想以上に恐ろしい女だ。

　だが、クレアは信じていた。

　たとえ女としては愛されていないにしても、アイヴァンはきっとクレアを大切に思ってくれている。

　案の定、アイヴァンはデボラに嘲るような笑みを向けた。

「彼女を失うくらいなら、自分が死んだ方がマシだ」

　その言葉は、クレアの心にまっすぐ突き刺さった。

　胸の奥に、じんと熱が広がっていく。

　彼が王女としてのクレアを守ろうとしているのはわかっている。だが今の口ぶりだと、まるでアイヴァンにとってクレアそのものがなくてはならないかのように感じられた。

「子育てしているうちに、情が移ったの？　バカな男ね」

　呆れたようにデボラは言うと、「娘より先に、その男を殺して」と辺りの男たちに命令する。

「その男は確かに剣の腕が立つわ。だけど疲れ切っている今なら、束でかかればわけないでしょう」

「どこまでも、邪魔な男だ」

　ダグラスは忌々しげに言葉を吐き出すと、脇から新たな剣を引き抜き、斬りかかってきた。それを皮切りに、大勢の男たちが一斉にアイヴァンに襲いかかる。

　アイヴァンはダグラスのひと太刀を抑えると、間髪入れずに次々と降りかかる剣を払いのけていく。

　狭い空間だから、一度に相手ができるのは三、四人ほど。倒しても倒しても、斬りかかってくる者はあとを絶たない。

　ひとりの男の太刀が、アイヴァンの肩を斬りつけた。

　アイヴァンは微かな呻き声をあげ、顔を歪める。だが、血をしたたらせながらも、霰あられのように降り注ぐ剣をかわし続けた。

「アイヴァン様！」

　力の限りクレアは叫んだ。

　彼は、命を懸けてクレアを守ろうとしているのだ。騎士の働きを見守り見届けることこそが、国を継ぐ者としての役目だとはわかっている。

　だが、愛する人が死と直面している今、淑女としての威厳を保っている余裕はなかった。とめどなく涙が溢れて止まらない。

　そんなクレアの心の葛藤に気づいたのだろうか。

「君のことは、必ず俺が守る。だから心配するな」

　太刀と太刀の合間に、クレアに向けてアイヴァンが言った。

　場違いなほどに優しい声だった。

　子供の頃ですら、クレアはアイヴァンのこんな優しい声を聞いたことがない。

　だからこそ、彼が死を本気で覚悟しているのを感じ取って、震える息を呑み込んだ。

　アイヴァンの血が、室内にほとばしる。

　肩、腹部、両腕、頬、両脚。もはや傷ついてないところはないのではと思うほど、身体中に血が滲んでいた。それだけでなく、時折ふらつくような動きも見せている。

　思わず目をつぶりたい衝動に駆られたが、クレアはどうにか堪えた。

「ホホホ、どんなに強がっても、もう死にかけてるじゃない。ユーリス王国一の剛腕騎士も、もはやこれまでね」

　まるで演劇でも観賞するように男たちの闘いぶりを眺めていたデボラが、部屋の隅で魔女さながらの笑い声を響かせた時だった。

　怒号のような足音とともに、蹴破られたままの扉から、大勢の男たちが剣を携え、姿を現した。

　王宮騎士たちだった。濃紺の騎士団服には、ユーリス王国のシンボルである鷹の紋章が輝いている。

　彼らは傷だらけの団長の姿にいささか戸惑いを見せたものの、すぐに辺りの男たちと剣を交じえる。

　いかに腕に覚えがある男たちといえども、日々過酷な鍛錬を重ねている騎士には敵うはずもなかった。

　次から次へと打ち負かされ、捕らえられていく。

　その中には、デボラとダグラスの姿もあった。

「ちょっと！　私は王妃よ！　王妃を捕らえるなんて、赦されないことだわ！」

　悪魔さながらの醜い形相で喚くデボラを、彼女を捕らえた副騎士団長が「罪人にご身分は関係ございません」と言い諭し、容赦なく連行する。

「やはり、赤ん坊の頃に殺しておくべきだったな……！」

　ダグラスに至っては、呪いのような捨てゼリフをクレアに言い残し、騎士たちに引きずられるようにして、扉の向こうに消えていった。

　クレアは、床に倒れているアイヴァンに駆け寄った。

「アイヴァン様！」

　身体中に怪我を負った彼は血まみれで、呼吸は弱かった。

　団員たちとともに現れたエリックも、その様子を見るなり「これは……」と言葉を詰まらせる。

「アイヴァン様、死なないで……」

　彼を慕うひとりの女の眼差しで、クレアは懇願する。

　潤んだ褐色の瞳から落ちた涙の雫が、傷ついたアイヴァンの頬を濡らした。

　それが合図になったかのように、彼がうっすら目を開ける。

「……クレア」

　アイヴァンが震える手を伸ばした先には、クレアの左手があった。

　初めて会った時のように、彼がクレアの痣を大きな掌で包み込む。

　場違いなほどの優しい温もりに、彼女はよりいっそう涙をこぼした。

　血に塗れた掌は、やがて彼女の頬に移動する。

　クレアは幼子のようにしゃくり上げながら、幼い頃幾度かそうしたように、大きな掌に頬をすり寄せた。

「クレア……強く生きろ……」

　その言葉を最後に、アイヴァンは意識を手放した。

　力をなくした彼の手が、クレアの手首を滑りがっくりと床に落ちる。

「アイヴァン様……!!　いや、いやよ……っ！」

　あらん限りの声で、クレアは叫んだ。










国を担う者




　真っ白な世界をあてもなく揺蕩たゆたいながら、アイヴァンは思い出していた。

　あれは、少年騎士団に加入したばかりの十三歳の頃だった。

『あいつ、腕は立つが感じ悪いな』

『聞いたか？　公爵家の血筋とはいえ、あいつには卑しい血が流れているんだとよ』

　愛想のないアイヴァンは、仲間内からつま弾きにされていた。

　彼を憎む義母が流した根も葉もない噂も加わって、蔑みの目で見ていた輩が多かったのも原因のひとつだ。

　毎日朝から晩まで訓練所で汗を流し、夜は宿舎で死んだように眠りにつく。

　語らい合う友人が欲しいと思ったことなど、一度もなかった。

　そんなアイヴァンの唯一の心の癒やしは、夕食後、城の片隅で夕焼け空を眺めることだった。

　王城の敷地内にある図書館は高台に位置しており、裏手から王都アルメリアが一望できる。

　学者よりも血気盛んな武術者が多いユーリス城のことだから、図書館の界隈はいつも閑散としていた。人の寄りつかないその裏庭は、アイヴァンの格好の安らぎの場となったのである。

　ある日の夕食後、アイヴァンがいつものように秘密の場所に行くと、先客がいた。

　肩まで届く金髪の、美しい青年だった。年は、二十歳ぐらいだろうか。

　穏やかなブラウンの瞳に、女性的な儚はかなげな笑顔。筋肉自慢の男たちに日々囲まれているアイヴァンにしてみれば、まるで異国の住人のように思えた。

　青年は、とても悲しそうな瞳をしていた。

『やあ、君もひとりなのかい？』

　青年の方でもアイヴァンの心の内を見抜き、いつしかふたりは夕方になると毎日のようにそこでともに過ごすようになった。

　蔑むこともなく、過剰に褒めたたえることもなく、あるがままを受け止めてくれた彼は、アイヴァンにとって唯一心を開ける相手になっていく。

　やがてアイヴァンは、彼が表にほとんど姿を現すことのない、この国の若き王ハワードであることを知る。

　ハワードは幼い頃からの想い人との間に子をなしたが、数日後に彼女を毒殺されたという壮絶な過去を背負っていた。そのうえ生まれて間もない娘も忽こつ然ぜんと姿を消し、行方すらわからぬ状態なのだという。

　亡き父の意向に添って、その後、愛してもいない異国の令嬢と無理やり結婚させられ、気落ちしていた。

　自分が王であるが故に、愛する女性と娘を失ってしまったのだと、ハワードはいつも嘆いていた。

　だがハワードは、儚げな外見からは想像もつかないほどの、心の強さも併せ持っていた。亡き恋人と行方のわからぬ娘への想いを投じるように、国政に全精力を注いでいたのだ。

　この国を争いのない平和な国にしたいのだ、とハワードは常々言っていた。

　身分に関係なく腕の立つ者を採用し、大陸最強と謳われるほどまで騎士団を強化したのも、すべては自国の平和を守るためである。

　ハワードのそうした君主としての魅力に惹かれたアイヴァンは、永遠の忠誠を彼に誓う。

『彼女の左手首にはね、花が咲いていたんだ』

　いつだったか、ハワードがアイヴァンに語ったことがある。

『花、ですか？』

『そうだよ。綺麗な紫色の花だった。初めてその花を見た時、とても可愛らしいと思った。だから、シャーロットと名づけたんだ。そして彼女の輝かしい未来を願って、クレアという名も与えた』

　シャーロットという名には、〝愛くるしい〟という意味合いがある。

　そして、クレアの名に込められた意味は〝輝き〟。

「感じるんだよ。あの可愛らしい花は、今も咲いている。決して消えてなんかいない。輝く日を、ずっとどこかで待ち続けているんだ」

　彼は、いなくなった娘がこの世のどこかで生きていると信じていた。

　転機が訪れたのは、アイヴァンとハワードが秘密の友達となって六年が過ぎた頃のことだった。

　日がな国政に奔走しながらも、陰で必死に失踪した娘の行方を追っていたハワードは、バロック王国の宰相宅に魔女のような痣がある少女がいるという情報を入手する。

　かねてからバロック王国はユーリス王国に対して、ことあるごとに襲撃をかけており、二国は完全に敵対していた。幸か不幸か、その情報を得た直後にも、バロック王国が奇襲をかけてきたのだ。

　戦争を好まない温厚な王が、バロック王国との戦いを高らかに宣言したのは、必然だった。

　そしてアイヴァンは、バロック王国が陥落を迎えたあの日、赤ん坊の頃に攫われた親友の娘を宰相リーチェの屋敷で見つけたのである。

　ハワードは、ようやく手元に戻った王女の存在を、公にしようとはしなかった。

　愛する娘を再び失うことを、極端に恐れたからだ。

　王家を狙う危険分子は、どこに潜んでいるかわからない。

　そのため、誰よりも信頼を置いているアイヴァンに、極秘にクレアを育てるよう言い渡した。

　アイヴァンは、クレアを女王にふさわしい人間に育てるべく、淑女教育を徹底した。

　彼女の存在が知られないよう万全の注意を払い、その正体をひた隠しにすることにも尽力した。

　アイヴァンが、本来なら目上であるクレアに敬語を使わなかったのは、そのためである。

　公爵子息である自分が孤児にうやうやしく接するのは明らかに不自然で、レイチェルに不審がられるかもしれない。

　クレアの正体を唯一知っていたのは、アイヴァンの忠実な僕であるベンだけだ。

　クレア自身にも正体を知らせなかったのは、年端もいかぬ少女に、母親が殺害された残酷な現実と陰謀うごめく王宮の実態を突きつけることを躊躇したためである。

　クレアが二十歳を超えるまでは真実を話さない――アイヴァンはハワードと固く約束した。

　しかし、アイヴァンにとって、少女という存在は未知以外の何者でもなかった。どう接すればいいのか、どう声をかければいいのか、試行錯誤を繰り返す日々。

『子守りはもうごめんだ』と訴えたときもあったが、ハワードは笑うだけで、聞き入れてはくれなかった。

　だが、ともに過ごすにつれ、アイヴァンの中でクレアの存在は姿を変えていった。

　彼女の笑顔を見ると、ホッと心が和んだ。

　別邸へと馬車を走らせながら、早く彼女に会いたいと気がせくようになった。

　彼女の拗ねた顔を、可愛いと思って何度も見てしまったこともある。

　小さな少女は、アイヴァンにとって、次第に他の何者にも代えがたい存在となっていく。

　そしてクレアが年々、女らしくもたおやかに成長するにつれ、その気持ちは愛情へと変化していった。

　この世の何よりも大切に育てた彼女を、誰にも渡したくないという私欲と、何度葛藤しただろう。

（泣くな、クレア。国を担う者が、泣いてはならない）

　朦朧とする意識の中でも、直前に見たクレアの泣き顔は、アイヴァンの頭の中から消えてはくれなかった。

　傷ついた全身は焼けるように痛いが、それよりも心の痛みの方が上だった。

（俺を失うなど、君の人生においては取るに足らないことだ）

　愛してる、クレア。

　俺の、唯一の希望の光――。




　王妃デボラと執務官ダグラスは、ユーリス王国に対する謀反の罪で、城の地下牢に監禁の身となった。

　国王ハワードは、実は床に伏してなどいなかった。

　自らの食事に微量に毒が盛られ続けていると気づき、衰弱したという噂を流して、見えない敵がしっぽを出すのを待ち構えていたのだ。

　長年の敵が身近な王妃だったと知るなり、あの温厚な王が今までにないほど憤ったという。国王の怒りを買った王妃デボラと執務官ダグラスは、極刑を免れないだろうと、巷では噂されていた。

　アイヴァンは、どうにか一命を取りとめた。けれども全身に受けた傷は深く、医師の指示のもと、面会謝絶状態で養生することを余儀なくされた。

　時を同じくして、失踪したはずの王女が生きていたという話は国全土に広まり、クレアは王城へと住処を移すこととなる。




「おお、シャーロット……！」

　王の間で謁見するなり、ハワードは玉座から立ち上がり、長年生き別れとなっていた娘をその胸に強く抱きしめた。

「顔をよく見せておくれ。なるほど、私によく似ている。だがその目つきは、サラにそっくりだ……」

　サラとはハワードが幼い頃から恋い焦がれ、ついに結ばれた乳兄妹――つまりクレアの母だった。

　クレアは、幼子のように涙を流す父の顔を、じっと見つめ返した。

　初めて彼を見たのは、舞踏会で城を訪れた時、廊下に飾られた肖像画でだった。どこかで会ったような不思議な感覚に、胸がザワザワしたのを覚えている。

　今にして思えば、彼が血の繋がった人間であることを、本能的に察知していたのだろう。

「お父様。お会いできて光栄です」

　取り乱す父とは真逆に、クレアは厳かに敬服の礼をした。

　王女としての自覚に目覚めた今、全力で凛とした姿勢を貫くつもりだった。

（誰からも認められる王女に、必ずなってみせる）

　アイヴァンに再び会うその日まで、彼に教わったことを胸に、自分を変えようと強く心に誓う。

　そんな娘に、ハワードは穏やかな視線を注いだ。

「見かけだけでなく、所作も佇まいも美しい。素晴らしい王女だ。アイヴァンは、君を泣かせはしなかったか？　あの男のことだ、時に厳しいことも言っただろう」

「いいえ」

　クレアは、緩やかに微笑んだ。

「とても頼もしいお方でした。彼のおかげで、今の私がいます」

　強い眼差しで前を見つめるクレアを、ハワードは何かを思い含んだような顔で見ていた。

　だがやがて「そうか」と頷く。

「やはり、私の目に狂いはなかった。彼に君を任せて正解だったな」




　クレアの、王女としての日々が始まった。

　テーブルマナーから式典の細かい所作に至るまで、アイヴァンに事細かくしつけられていたクレアは、困ることなど何ひとつなかった。

　それどころか、宮中を歩く女性たちの誰よりも気品に溢れていて、行く先々で人目を引いた。

　長年、屋敷にこもってばかりの箱入り娘だったのが嘘のように、クレアは社交的な手腕も発揮した。

　日々、おしゃべり好きのレイチェルの相手をしていたのが功を奏したのか。それとも、誰にもバカにされてはならないというクレアの意気込みがそうさせたのか。

　突如現れた王女の完璧なまでの立ち居振る舞いに、上流階級の人々は、驚くと同時に畏敬の念を示した。

「やあ、クレア。いや、もうシャーロット王女と呼んだ方がいいかな。王族らしさが、すっかり板についてきたね」

　王宮に入っても、エリックはクレアのもとに、度々姿を見せた。

　王妃デボラの陰謀で、フィッシャー大公家は王家から長年警戒されていたが、真犯人の出現によってすっかり誤解が解けたらしい。

　エリックはもともと気さくな性格なのもあって、ハワードとはすっかり茶飲み友達になり、今ではクレアの結婚相手になるのではと国中に噂が広まっているほどだ。

「エリック、来てくれるのはいいんだけど、もっと普通の入り方はできないのかしら？」

　クレアは今、自室のバルコニーにいた。ぼんやりと夕焼けに染まる王都を眺めていると、バルコニーの柵から、突如エリックが顔を出したのだ。

　どうやら、二階にあるこの場所まで、柱をつたって登ってきたらしい。

「だって、表立って入ると誰かがつき添うだろ？　会話を人に聞かれるのは好きじゃないんだ」

「まあ、それは私も同じだけど……」

「本当は、こんな堅苦しい城なんか来たくはないしね。僕がここに来るのは、愛しい君がいるからだ」

　ダークブルーの瞳で、じっとクレアを見つめるエリック。

「ダメよ」

　クレアは、エリックの情熱的な眼差しから視線をそらした。

「私は、あなたのことは好きにならない。それに私たちの先祖は、兄弟だったのよ。いくら薄まっているとはいえ、血の繋がりのあるあなたをそんな目で見ることはできないわ」

「違うね。君が僕を拒むのは、そんな理由からじゃない」

　頑なに自分の方を見ようとしないクレアの金色の髪を、エリックがひと房手に取る。

「まだ、彼のことが好きなんだろ？」

　クレアは息を呑み、そろりとエリックを見上げた。

　一方の彼は、何もかもを見透かしているかのような目で見下ろしてくる。

「もう、彼のことは好きではないわ」

　クレアは、静かに、しかしはっきりと言い切った。

「私は、いずれはこの国を担う者。恋に溺れる時間などないのよ」

「ふうん。国を担う者、ね」

　目を細めながら、エリックはますますクレアをじっとりと眺める。

「国を担う者なら、なおさら世継ぎは必要だ」

　耳に息がかかるほどの距離で、エリックが囁いた。

　甘さをはらんだ彼の物言いに、クレアは一瞬危機感を覚える。

　だがすぐに、エリックはクレアから身を離した。

　彼の手から解放されたクレアの髪の毛が、はらりと落ちる。

「また来るよ。シャーロット王女」

　最後にそう告げると、エリックはひらりとバルコニーの柵に飛び乗り、クレアの視界から消えた。




　クレアが城で暮らすようになって三ヵ月後。

　王都アルメリアの記念広場で、叙勲式が行われた。

　話題のシャーロット王女が出席するとあって、広場はお祭り騒ぎだ。

　アルメリア中の人間が駆けつけたのかと思うほど、辺りは人で溢れ返っている。

　大きな円を描くように民衆で埋め尽くされた広場の中心には、赤い絨毯が敷かれ、ユーリス王国の政治を掌つかさどる上層部の人間と王女シャーロットが鎮座していた。

　本日の受章者は、三名だった。

　功績を残した研究者と文学者、そしてこの国を陰で支え続けてきた騎士。

　この国を陰で支え続けてきた騎士とはつまり、失踪した王女を奪還し極秘に守り続けた男――アイヴァンのことだった。

　クレアとアイヴァンの再会は、実に三ヵ月ぶりだ。

　瀕死の彼と、言葉とも呼べない声を交わして以来である。

　広場の中心で椅子に腰かけ、待ち構えるクレアのもとに、叙勲受章者たちが民衆の拍手喝采を浴びながら姿を現した。

　鷹の紋章の光る濃紺の騎士団服を身に纏ったアイヴァンは、いつにもまして威厳に満ちていた。

　頬には傷跡が残っているものの、あの時に負った多くの傷は、見事に癒えている。

　久しぶりに見るアイヴァンは、まるでクレアの知らない人のようだった。クレアを見て懐かしむ様子も、何かを言いたげな表情を浮かべる様子もなく、栄誉を受ける者としての立場を貫いている。

（よかった。アイヴァン様の傷は、ほとんど治ったようね）

　心の内で安堵の息を吐きつつも、クレアも、自分の気持ちを表情に出すことはなかった。

　淡々として前を見据え、王女としての役目を全うすることに専念する。

　宰相によって、受章者の名前が順に読み上げられる。

　そのたびにクレアは立ち上がり、勲章を授けるとともに、労りの言葉をかけた。

「国民のためのあなたの尽力に、感謝します」

　ひとり目の研究者に星章を授けると、彼は「ありがたきお言葉にございます。麗しき王女様」と深々と頭を下げた。

　文学者への授与も終わり、最後はいよいよアイヴァンの番だ。

「アイヴァン・ジェイク・クロフォード、前へ」

　宰相の声で、脇に控えていたアイヴァンがスッと前に進み出る。

　途端に、広場を埋め尽くす群衆から割れんばかりの拍手と歓声があがった。

　王女を取り戻し、命がけで守った勇猛な騎士団長の武勇伝は、あっという間に人々を魅了したのだ。

　歓声の中、一歩一歩確実にこちらへと歩んでくるアイヴァンを、クレアは物怖じすることなく見つめた。

（アイヴァン様。私はこの先、完璧な淑女として生きることを、あなたに誓いました。必ず、誰からも認められる君主になってみせます）

　クレアの心に、もう迷いはなかった。

「アイヴァン・ジェイク・クロフォード」

　自分のものとは思えないほど、芯の通った声が出る。

「此度の偉大なる功績をたたえます」

　アイヴァンに授けられるのは、最も偉大な功績を残した者だけが授与される大紋章だった。朱色の布の下で、神々しく輝いている星型の勲章。

　クレアは勲章を手に取ると、ひざまずいたアイヴァンに向けて掲げる。彼は頭を垂れ、厳かにその布を肩に受け入れた。

　アイヴァンが顔を上げた時、至近距離でふたりの目が合う。

　しかし、クレアは一切動揺を見せなかった。

　威厳に満ち溢れた王女の顔で、目の前の受章者を見つめる。

「なんて美しい王女様なんだ。立ち姿にすら、品が滲み出ている」

「お若いのに、驚くほど聡明なお顔ね！　この国の未来が楽しみだわ」

　彼女を褒めたたえる声が、あちらこちらから湧いた。

　大歓声に満足するかのように、アイヴァンがクレアに向かって微笑んでみせる。

「光栄にございます。シャーロット王女」

　クレアはゆったりとした笑みを返すと、アイヴァンから視線を外して背を向けた。

　そして自分のために用意された、豪華な椅子へと戻っていく。

　アイヴァンとの間に取り返しのつかない距離を感じて、たまらなく胸が痛かった。

　泣きたかった。

　彼の驚いた顔も、怒った顔も、不機嫌な顔も――クレアだけが知るアイヴァンの素顔を、もう二度と見ることはできないのだ。

　それでも彼女は表情ひとつ崩さず椅子に座ると、背筋を伸ばして前を見据えた。

　アイヴァンが育てた完璧な淑女を、民衆と、そして彼の目に焼きつけるために。










最愛の場所




　アイヴァンはクレアを救った褒美として、国から辺境の領土を授けられることとなった。その地は、今はユーリス王国となったかつてのバロック王国だ。つまりアイヴァンは、国に信頼され、国境を守るものとしての重大な任務を担ったわけである。

　本来であれば、辺境の地を治める者は、辺境伯の称号を与えられる。だが、アイヴァンはすでに公爵位に就いているため、国としては、爵位はそのままに領土だけを与えるつもりだった。

　だが、アイヴァンはそれを拒んだ。そして公爵位を義弟に譲り、新たに辺境伯の称号を得ることを求めた。そのうえ、自らの意思で騎士団長を退任し、辺境の地に移り住んで、領土の開拓に専念することを望んだのである。

　彼がアルメリアを離れ、遠い辺境の地に赴く日は、目前に迫っている。

　アイヴァンの旅立ちを耳にしたクレアは、ひとり自室のバルコニーに佇んでいた。

　魂を奪われたかのように、心は空虚だった。

　本当は、どこかで期待していたのかもしれない。騎士団長であるアイヴァンが、この先もクレアを支え続けてくれるのではないかと。

　だが、アイヴァンはそれをしなかった。

　新しい土地で、かねてからの婚約者であるローズとの生活を始めるのだろう。

　金色の朝日が眩しくて、目が焼けるようだ。

　目を細めたクレアは、自分の頬を涙の雫が流れ落ちているのに気づいた。

　眩しさ故の、生理的な涙だと思いたかった。だが日が陰っても、涙は止まる気配がない。

　アイヴァンが近くからいなくなると聞いて、動揺しているのは明らかだった。

　あれほど、完璧な王女になると自分自身に誓ったのに。

「ほんと、いくじなしね……」

　クレアは洟はなを啜りながら、心の声を漏らした。

「本当に、いくじなしだよ」

　誰もいないはずなのに、小バカにしたような声が背後から聞こえた。

　振り返れば、いつの間に部屋に入り込んだのか、エリックが立っている。

「エリック……。またバルコニーから入ってきたの？」

「いや、今日は正々堂々とドアから入ってきたよ、ノックはしなかったけどね」

　悪戯っ子を思わせる笑みを浮かべながら、エリックは近づくと、クレアの目の前で足を止めた。

「クレア。君にひとつ、いいことを教えてあげよう」

　そう言った彼の瞳が笑っていないのを、クレアは見過ごさなかった。

「君は、この国を治める器じゃない」

　エリックのその言葉は、クレアが今まで必死に食らいついてきた心意気を、容赦なく踏みにじった。

「……何を言うの？」

「僕たちが出会ったのは偶然じゃない。第六区の子たちから、手首に痣のある少女の話を聞いて、僕は君を探していた。そして君がこの国の隠された王女であると確信し、蹴落とすために近づいたんだ」

　日頃の陽気な雰囲気を一変させ、淡々と言葉を放つエリック。

「僕は幼い頃から、帝王学を学び、国を束ねる者としての教育を受けてきた。フィッシャー家は代々、王家であるウインストン家を支える役目を担っている。後継者のいないこの国の行く末を案じて、父は僕に王としての教育を徹底したんだ。君のような、生半可な気持ちじゃなくね」

　エリックが、指先でクレアの顎を捕らえる。

　そして、言い含めるように、一言一句はっきりと言葉を発した。

「僕の方が、君よりも君主に向いている。フィッシャー家への誤解が解けた今なら、陛下もそれを認めるさ。君が治めるよりも僕が治める方が、この国は確実に安泰だ。ひとりの男を愛するあまり、心が揺れ動いてばかりの軟弱な君主はいらない」

　そこでエリックは、ようやく彼らしい朗らかな笑みを浮かべる。

「行けよ、クレア。アイヴァンのもとへ。彼のことが、好きで好きで仕方がないんだろう？　この国のことは、僕に任せろ。悪いようにはしないさ」

　エリックの優しい声に、クレアの心が激しく揺れた。

　だが、すんでのところでクレアはそれを押しとどめる。

「……ダメよ。そんなこと、できるわけがないじゃない」

　そんな彼女に、エリックは妹を思いやる兄のような眼差しを向けた。

「いいかクレア、一度きりの人生だ。幸せのために、時にはそこから逃げ出すことも必要なんだよ」

　エリックのその言葉が、頑なに塞がれていたクレアの本音を暴き出す。

「でも、無理よ……」

　クレアは、緩やかにかぶりを振った。

「アイヴァン様には、愛する女性がいるわ」

「愛する女性？」

　エリックが、眉をしかめる。

「ローズ様のことよ。あなたも舞踏会で会ったでしょう？　あの時、アイヴァン様と一緒にいた女性よ」

　エリックはその時のことを思い出すように上を向いたあと、ぷっと噴き出した。

「本気で言ってるの？　やっぱりそんな戯れ言を信じているような人間に、この国は任せられないな」

「戯れ言ですって？」

　クレアはムッとし、語気を強める。

「彼女のことを思い出せ。いつも、薔薇の匂いがしていただろ？　あれは香水ではなく、本当の薔薇の残り香だ。そして君の近くには、毎日薔薇に触れている人間がひとりいるだろう？」

（毎日薔薇に触れている人間……？）

　バカにしているようなエリックの態度に腹を立てながらも、クレアは頭の中で思考を巡らせた。

　身近にいる人間で、毎日薔薇に触れているといえば、ベンだ。ベンはいつも薔薇園で、濃厚な香りを放つ薔薇の世話に勤しんでいる。だが、ローズとベンになんの繋がりがあるというのだろう。

「そもそもあんなデカい女、僕にしてみれば一目瞭然だけどな」

　今にも笑いだしそうなエリックのひと言で、クレアは予想以上に素朴な答えに行き着き、「あっ」と声をあげた。

「まさか、ベンなの？　ローズの正体は、ベンなの？」

「ご名答」

　エリックが、口の端を上げる。

「クロフォード騎士団長の忠実な僕であるベンは、時々女に変装して宮中に潜り込み、諜報活動をしていた。どこに潜んでいるかわからない、王家を狙う敵を見つけるためにね。クロフォード騎士団長にとって、苦手な夜会に行く際の格好の女避けにもなったんだろう」

　衝撃の事実に、頭の整理が追いつかない。

「どうしてアイヴァン様は、婚約をしたなどと嘘をつかれたのかしら……？」

「簡単だよ、君を突き放すためだ。自分は、君に寄り添える立場ではないとでも思っているんだろう」

　クレアは、呆然とエリックの顔を見返した。

　アイヴァンの婚約が嘘だと知った今、気持ちがどうしようもなく乱れている。

　そんなクレアを後押しするように、「自分に正直に生きろ」とエリックが微笑んだ。

「今ならまだ、クロフォード騎士団長は近くにいる。今朝、街はずれにある孤児院に向かったとベンが言っていた。馬車までうまく誘導してあげるから、彼を追いかけるんだ」




　エリックは、クレアの顔が見えないようローブを着せ、あらかじめ用意していた馬車に乗せる。そして、馬車の消えていくのを名残惜しそうに見送った。

「行かれましたか？」

　そんなエリックの傍らに、ひょっこり現れた人物がいる。今しがた話題に出たばかりのベンだった。

「ああ、行ったよ。よかったな、ベン。もう少ししたら、君もクロフォード騎士団長に呼び戻されるだろう。クレアの影の護衛役としてこの城に潜み、何かあった時は辺境地にいる彼のもとまで急ぐ必要もなくなったわけだ」

「それは、何よりです」

　帽子を目深に被り直しながら、ベンは横目でエリックを見た。

「でも、本当によかったのですか？」

「何がだい？」

「お見受けしたところ、あなたはクレア様をお慕いしているご様子でしたが」

　ベンの言葉に一瞬エリックは押し黙ったのち、「まさか」と笑った。

「それにこのまま順調にいけば、あなたはクレア様のご結婚相手に選ばれていたでしょう。クレア様と結婚しても、あなたは国を掌ることができた。それなのに、わざわざクレア様をお放しになる必要はなかったのではないでしょうか？」

「珍しくよくしゃべるな、ベン。君は、クロフォード騎士団長の味方だろ？　僕とクレアの未来を望んでどうする？」

「そうなのですが、腑に落ちなかったものですから」

　影のように気配のない男だが、案外人の心の動きに鋭い。

「自分を好いていない女など、そばに置きたくなかっただけだよ」

　エリックは無邪気に笑ってみせた。

「そうですか」と、ベンはやはりもの問いたげな顔をしている。

　そんなベンにエリックはフッと笑いかけながら言った。

「僕のことは君が好きに決めてくれ。狙っていた王位をものにした野心家か、それともただの哀れな失恋男か。答えは永遠に教えないけどね」

　クスクスと笑いながら、エリックはクレアを乗せた馬車がいなくなった先を、再び見つめた。

「まあ、当分は君の女装で我慢するかな。以前のクロフォード騎士団長のようにね。晩餐会の時は城に来てくれよ？」

「〝デカい女〟と言われていたのにですか？」

「あれ、もしかして傷ついた？　ごめんごめん、許せよ」

　ハハハッと笑いながら、エリックはベンを励ますように、ガシッとその肩を腕で抱いた。




　エリックが言っていた街はずれの孤児院がどこであるか、クレアはわかっていた。以前にアイヴァンがクレアを連れていったあの場所で間違いないだろう。

　御者に頼んでアルメリアの郊外を走ってもらい、草原を抜ける。

　アイヴァンの母が眠る墓地を過ぎると、寂れた村が見えてきた。

　クレアは村の入口で馬車を降りると、孤児院めがけて懸命に走りだした。

　そして建物近くにアイヴァンの愛馬が繋がれているのを確かめ、間に合ったと胸を撫で下ろす。

　孤児院の入口前にあるベンチには、人影があった。

　大きなシルエット、伸びた背筋、他人を寄せつけない独特の空気。

　遠目から見ても、それが愛してやまない彼であることが、クレアはすぐにわかった。

　たまらなくなって、気持ちが昂る。

「アイヴァン様……！」

　声を張り上げ、より駆け足になる。

　外れたフードから、艶やかなプラチナブロンドがこぼれ落ちた。

　髪をなびかせながら、クレアは驚いた顔で立ち上がったアイヴァンの胸にまっすぐ飛び込む。そして、彼の温もりを全身で感じた。

　クレアの肩に手を置いたアイヴァンが「……クレア、なぜここに？」と、動揺の声をあげる。

「アイヴァン様、最初で最後のわがままをお許しください」

　声を震わせると、クレアは顔を上げてアイヴァンを見た。

　春の夜空のような温かさを秘めた漆黒の瞳に、懐かしさと愛しさが込み上げる。

「私は、この国の君主になりたくありません」

　アイヴァンの顔が、みるみる暗転していく。

「なぜだ……？」

「それは、一生をあなたのおそばで添い遂げたいからです。あなたの怒った顔も、微笑んだ顔も、あまりお上手ではないダンスも……ずっとずっと、そばで見ていたいから。あなただけを、見ていたいから……」

　必死に抑え込んできた想いが溢れ出し、とめどなく涙がこぼれた。

「私は、あなたにとっては厄介な王女で、ちっぽけな子供かもしれませんが、それでも私はこの世の何にも代えがたいほど、あなたをお慕いしています。だから、どうか……」

　気持ちを整えるように、そこで大きく息を吸い込んだ。

「本当の私を見て。孤児でも子供でも、淑女でも王女でもない私を。本当の私は、あなたのことをたまらなく愛している、ただの女なの」

　涙で濡れたクレアの顔を、アイヴァンは真剣な顔で見つめていた。

　永遠とも思える長い間、その時間は続いた。

　やがてアイヴァンは、長くため息をつくと、ボソッと呟く。

「俺は、教育者失格だったということか」

　そうは言うものの、クレアの涙を拭う指先は、繊細で優しい。

「はい、失格でございます」

「……はっきり言うな」

　フッとアイヴァンが口元を綻ばせた。

　それからクレアの目元にあった指先を滑らせると、大きな掌でクレアの両頬を包み込む。

「クレア。もう二度と言わないから、よく聞け」

　褐色の瞳を見開いて、クレアはアイヴァンの顔をしっかりと見つめた。

「俺も同じだ。本当の俺も、君との年の差と、置かれた立場にずっと苦しんできた。一生この想いを君に告げることはないと思っていたが、もう限界だ」

　クレアの大きな瞳が揺れる。

「それは、つまり……」

「愛している、クレア。近くにいても遠くにいても、絶えず君のことを考えてしまう。アルメリアを離れる選択をしたのも、君の婚約発表を聞きたくなかったからだ」

　クレアが息を呑むのと、アイヴァンが唇を重ねてきたのは、ほぼ同時だった。

　息をつく間もないほどの甘いキス。

　脳天まで麻痺するような初めての感覚に、足の力が抜けていく。

　ようやく息ができるようになったと思ったら、目の前に濡れたアイヴァンの唇があって、心臓が大きく跳ねた。

　クレアとは、放つ空気も骨格も異なる大人の男の艶っぽい眼差しは、それだけで彼女の身体中を熱くさせる。

「アイヴァン様……」

　この気持ちをどうしたらよいかわからず、縋るようにアイヴァンの胸板に手を添わせれば「そんな目で見るな」と彼は息を切らしながら言った。

「止まらなくなる。ずっと耐えてきたんだ」

　語尾にいくに従い、その言葉は掠れ声になっていく。

　アイヴァンは愛しくて仕方がないというように、瞳を潤ませるクレアの顔中にキスの雨を落とし、逞しい胸に強く抱き込んだ。

「俺は、ハワードに相当叱られるな。この国の大事な後継者を奪ったのだから」

「大丈夫でございます、エリックがいますから。彼は賢くて、信頼も置ける人物です。きっと正式な次期王位継承者となって、この国を支えてくれるでしょう」

　クレアは目いっぱいの幸せを感じながら、アイヴァンの胸に身を委ねた。そんな彼女の頭から背中にかけてを、片時も離さないとでもいうように、武骨な掌が優しく撫で続けるのだった。




　ようやく見つかった王女シャーロット・クレア・ウインストンは、ユーリス王国の次期後継者となることを自ら拒んだ。

　そして彼女を幼い頃から見守ってきた元公爵アイヴァン・ジェイク・クロフォードの婚約者として、彼とともに辺境の地へ赴くこととなる。アイヴァンとクレアを育てた侍女のレイチェルは、彼らの婚約を誰よりも祝福し、涙を流したという。

　ハワード国王は、娘の選択を拒みはしなかった。

　国王という立場故に愛する女性を失った彼は、娘が王族の名を捨て、最愛の人との人生を選んだことを密かに喜んだ。

　シャーロット王女と入れ替わるように、大公家の嫡男エリック・マクシミリアン・ルイ・フィッシャーが、次期王位継承者として正式に承認を受ける。

　貴族らしからぬ気さくな彼の人柄はすぐに国民に受け入れられ、エリックは順調に次世代の国王としての道を歩んでいるという。




　それから、約一年後の初夏。

　ユーリス王国の辺境地ディクシーの教会では、この地を治めるクロフォード辺境伯と若き妻の結婚式が厳かに執り行われることとなった。

　かつてバロック王国の一部であったため厳しく統治されていたディクシーだったが、クロフォード辺境伯が取り仕切るようになってから、みるみる装いを変えていった。

　貧困層にも迷わず手を差し伸べるクロフォード辺境伯の政策は、思いやりの心を育んだ。自然とディクシーには人が集まるようになり、この一年で街もずいぶん賑やかになった。

　できたばかりの教会の祭壇の前で、金模様の施された漆黒の礼服に身を包んだアイヴァンは、愛する花嫁が歩んでくるのを凛々しく待ち構えている。

　やがて、教会の入口から、純白のウエディングドレスに身を包んだクレアが姿を現した。プラチナブロンドの髪は緩やかに纏められ、この日のためにベンが精魂込めて育てた色とりどりの薔薇に、艶やかに彩られている。

　白く穢れを知らない肌に、濡れた薄桃色の唇。

　まるで、女神がこの世に降臨したかのように美しい。

　愛する人との道を選んだこの国の王女の登場に、客席にいる誰もが感嘆のため息を漏らしている。

　クレアの父親である国王ハワードは終始笑みを絶やさず、ふたりの育ての親とも呼べるレイチェルは、ハンカチで口元を押さえ、しきりに洟を啜り上げていた。

　神父からの言葉を賜ったのち、クレアとアイヴァンは互いの顔を向かい合わせる。

　クレアが、ベールの向こうで可憐に微笑む。

　白い光のように輝く若妻を見つめ、アイヴァンが眩しげに目を細める。

　やがてクレアは、アイヴァンの甘さたっぷりの誓いのキスを、この世の誰よりも幸せな気持ちで受け入れた。




　結婚式を終えたふたりが教会の外に出る。辺りには彼らを慕う領民が山のように詰めかけていた。

　色とりどりの薔薇の花が宙を舞い、数多の歓声が彼らを祝福した。

　待ち受けている馬車へとクレアをエスコートしながら、アイヴァンがそっと、彼女の左手首をブレスレットごと掌で包み込む。

　優しい温もりに、ふとクレアは顔を上げた。

　孤独な少年時代を過ごし、かつて鬼神と恐れられた十二歳年上の寡黙な夫が、見たこともないほど穏やかな笑みを浮かべていた。
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寡黙な年上夫の独占愛




　結婚式を終えた直後、ユーリス王国の辺境地ディクシーにあるアイヴァンの屋敷は、人々で溢れ返っていた。親交のある親戚から貴族、彼の世話になった孤児たち。老いも若きも身分も関係なく、誰しもが苦難を乗り越えたふたりの門出をたたえに訪れたからだ。

　藍色の屋根に煉瓦造りのその屋敷は、この地を治める辺境伯が住むにしては小ぶりで質素だった。だが、移住するなりベンが手入れした庭は、さっそく薔薇の芳香を漂わせていて、アルメリアにあるクロフォード家の別邸を彷彿とさせた。

　住んで間もないというのに、クレアはすっかりこの屋敷が気に入っている。

「改めておめでとう。ああ、その美しい花嫁姿をもう一度よく見せておくれ」

　金色の髪が映える朱色のジュストコールに身を包んだ国王――ハワードは、大勢の従者を従えてやってくるなり、新居の応接室に佇む愛娘のウエディングドレス姿を目を細めて眺めている。

「我が娘ながら、惚れ惚れする。間違いなく、この国で一番の美女だな」

　長椅子に腰かけレイチェルの淹れてくれた紅茶に口をつけながら、ハワードはクレアを繰り返し褒めそやした。

「お父様、それは言いすぎでございます……」

　天の上の存在だと思っていた国王を〝お父様〟と呼ぶことに、クレアは最初こそためらいがあったものの、今ではすっかりなじんでいる。

「言いすぎなものか。もちろん君もそう思うだろう、アイヴァン？」

　上機嫌で、ハワードが彼の親友に問いかける。

　アイヴァンは、相変わらずの無表情で口にしていたティーカップをソーサーに置いた。だが、ハワードの問いには答えず、代わりにうやうやしく頭を下げる。

「国王陛下、このたびははるばるお越しくださり、ありがとうございました」

　褒めそやされるのは恥ずかしいが、話をそらされるのも心苦しい。

　クレアは不安になりながら、隣にいるアイヴァンをそっと見た。

　顔を上げ、前より少し伸びた前髪をかき上げているアイヴァンは、辺境伯になってからいっそう男らしさに磨きがかかった。金模様の施された漆黒の詰め襟礼服姿は、いつまでも眺めていたいほどに凛々しい。

　クレアはそれほどまでアイヴァンに見惚れているというのに、アイヴァンはいつも通りの彼だった。今日はあらゆる人々から花嫁姿を賛辞されたが、アイヴァンからは何も言われていない。

　ウエディングドレスに身を包み、彼の前に姿を現したクレアを一いち瞥べつすると、『用意が整ったか』とひと言告げたのみだ。

　的確な返答をしなかったアイヴァンに、ハワードはニコニコと余裕の笑みを向けている。

「なに、当然のことじゃないか。親友と愛娘の結婚式だ。たとえこの世の果てにいても駆けつけていたさ」

「王位継承のことは、誠に申し訳ございませんでした」

　深々と頭を下げるアイヴァンを、ハワードは「ははっ」と笑い飛ばした。

「まだそんなことを気に病んでいるのか。相変わらずの堅物だな、君は。私はこの子の出した答えに満足していると、幾度も言っただろう。王宮は、決して清い場所ではない。またいつ陰謀がうごめくかわからない、茨の世界だ。そんな所から可愛い娘を救い出してくれた君に、こちらとしては心から感謝をしたいくらいだよ」

「畏おそれ多きお言葉でございます」

　真面目なアイヴァンは、いまだクレアを降嫁させたことを気に病んでいるようだ。

　そんな姿を目にするたび、クレアはやはり不安に駆られるのだった。

（アイヴァン様は、もしかしたら私と結婚したことを後悔されているのかしら……）

　彼に、熱烈な愛の告白をされたことはある。だがその際、二度と言わないと念を押されたように、以後甘い言葉を囁かれることはなかった。

　キスや、身体に触れることなど論外だ。

　もともと口数が少なく何を考えているのか読めない節はあったが、恋仲になってからよりいっそう寡黙さが深刻化したように思う。




　重ね重ねクレアのドレス姿を褒めたのち、ハワードは王都アルメリアへと帰っていった。

　ようやくのことで新居から人の気配がなくなり、クレアとアイヴァンは応接室にふたりきりになる。

　窓の外を見れば、いつしか日は暮れ、辺境の地は群青色の闇に包まれていた。

「クレア」

　窓辺に佇んでいると、思いがけないほど近くからアイヴァンの声がした。

　いつの間にか、クレアのすぐ真後ろに立っている。

「ようやく、すべてが終わったな。疲れただろう」

「はい。とても素敵な一日でした」

　振り返り微笑めば、アイヴァンも厳格な顔を微かに緩めた。

　そしておもむろに、剥き出しのクレアの二の腕に手をかけてくる。

　そんな風に直接肌に触れられたことは今まで数えるほどしかなかったので、クレアの心臓が大きく揺れた。まるで壊れ物を扱うように、力を加えずスッと腕を撫で下ろすアイヴァンの手つきは、どこかしら官能的だ。

「クレア、そろそ――」

　アイヴァンが何かを言いかけた時、勢いよく応接室のドアが開かれる。

「やあ、おめでとう！　挨拶がすっかり遅くなってすまなかったね！」

　満面の笑みを浮かべたエリックが、戸口に佇んでいた。

　次期国王として奔走しているエリックは、親善外交のため近隣国に滞在中のはずだった。彼には会えないとばかり思っていたクレアの表情が、パッと明るくなる。

「エリック、来てくれたの？　ランス王国にいるのかと思っていたわ」

「無理を言って、早めに引き上げてきたんだ。君のウエディングドレス姿を見ずして、この先も生き続ける自信がなかったものでね」

　相変わらずの軽口を叩きながら歩み寄ると、エリックはクレアの指先に軽くキスを落とす。

「それにしても、この世のものとは思えないほどに美しいな。クロフォード騎士団長は、幸せ者ですね。おっと、今はもう、クロフォード辺境伯か」

　悪戯っ子のような笑みを浮かべるエリックだったが、アイヴァンは冷えた視線で見下ろすのみ。

「エリック殿下。はるばる足をお運びくださり光栄です」

　丁寧な言葉とは裏腹に、彼を取り巻く空気がおどろおどろしい。

「アイヴァン様、どうかされましたか？」

　心配になってクレアが顔を覗き込めば、「いや、何も」と不貞腐れたようにアイヴァンは視線をそらした。

　そんなふたりのやり取りを、エリックが笑いをこらえて眺めている。

　その後、レイチェルとベンも応接室に呼び寄せられ、エリックは話に花を咲かせた。




　エリックがようやく屋敷をあとにしたのは、深夜をゆうに過ぎてからのことである。

　これにはクレアもへとへとになり、エリックの馬車を見送るなり、応接室の長椅子に崩れ落ちてしまった。今宵初めて使う予定のふたりの寝室は二階にあるのだが、もはや階段を上る気力さえない。

「どうした？　疲れたか？」

　さすが強者ぞろいのユーリス王宮騎士団を束ねていただけあって、アイヴァンはこれしきのことではビクともしていなかった。クレアより十二歳も年上だというのに、まるで底なし沼のような体力だ。

「アイヴァン様、申し訳ございません。私はここで少し休んでから寝室に向かいます。アイヴァン様は、先にお休みになってください」

　クレアの言葉に、アイヴァンが怪訝そうに片眉を上げた。機嫌を損ねたかしらと思ったが、クレアにはそれを気にかける気力すら残されていなかった。

　すると、不意に身体がふわりと宙に浮かぶ。

「え……？」

　驚いて重い瞼をこじ開ければ、目の前にドアがあった。アイヴァンがクレアを横抱きにし、応接室から連れ出そうとしているのだ。

「アイヴァン様……」

「なんだ？」

　重量のあるウエディングドレスを身につけているクレアを、まるで少女の頃のようにいともたやすく抱いて運ぶアイヴァンの体力は、やはり底知れない。

「……重くはないのですか？」

「重いわけがないだろう。初めての夜だというのに、君と離れて寝る方がよほどつらいに決まってる」

　さりげなく呟かれたアイヴァンのセリフに、クレアは耳まで真っ赤になった。

　〝初めての夜〟とはつまり、そういうことなのだろう。以前は呆れるほどに無知だったが、さすがに結婚するに当たり、クレアはレイチェルから男女のあれこれを学んでいた。

　一切触れようとしてこないアイヴァンに、自分はそういう目で見られてはいないのかもしれないと懸念していたクレアだった。

　しかし、今のセリフは驚くほど甘く響いた。身体中を熱い昂りが駆け巡っていく。疲れなど、一気に吹き飛んでしまったかのようだ。

　そっとその厚い胸板に顔を寄せれば、彼女を抱くアイヴァンの腕に力がこもったのがわかる。

　寝室の窓の向こうは、すっかり闇色に染まっていた。ランプの明かりだけを頼りに、アイヴァンがクレアの身をそっとベッドに横たえる。柔らかなシルクの感触が、疲弊した身体に安らぎをくれた。

　ギシリとベッドを軋ませて、礼服を脱いだアイヴァンが隣に腰かけた。

　クレアの心臓が、ドクドクとあり得ないほど乱れ打っている。背中に触れるか触れないかの位置に、彼の腕の気配がした。

「クレア」

　吐息が耳にかかるほど間近で囁かれ、クレアは肩を跳ね上げた。その瞬間を今か今かと待ち構えていただけに、過剰な反応をしてしまう。

　衣擦れの音で、アイヴァンが身を起こしたのがわかった。期待と未知への恐怖心から、クレアは無意識のうちにぎゅっとシーツを握りしめていた。

「――おやすみ」

　だが、アイヴァンがクレアに何かをしてくるということはなかった。クレアを覗き込んでいた影が離れていく。ランプの灯を消すと、クレアには指一本触れないままに、ひとり分の間を空けて彼は横になった。

　月明かりだけが射し込む寝室は、凍てつくほどの静寂に包まれる。

　虚しさが、クレアの胸にふつふつと込み上げた。

（アイヴァン様は、やはり私を相手にそんな気持ちにはなれないのだわ……）

　この地に来てから、クレアは積極的に領民と接し、自分の未熟さを痛感していた。

　世の中は、クレアの知らないことだらけだった。

　アイヴァンが徹底した淑女教育を施してくれたとはいえ、クレアは所詮、世間知らずの箱入り娘にすぎなかったのである。

　真の淑女とは、美しい大人の女性でも、勉学と行儀作法が完璧に身についている女性でもない。幅広い知識を持ち、富裕層も貧困層も関係なく、誰からも慕われ寄り添える女性のことをいうのだと悟った。

　少しでも領民に寄り添えるよう、彼女なりに懸命に努力はしている。食べられる木の実やきのこの見分け方、鶏のさばき方、牛の乳の絞り方を彼らから教わった。

　彼らの生活を身近に感じられるよう装いを変えたら、村娘だと思い込まれ、正体が知られるなり相手を驚かせてしまったこともあった。だが、どんなに頑張っても、真の淑女に近づいているようには到底思えない。

　そんな自分がアイヴァンに愛される資格があるのかと、ここにきてまた自信を失いつつある。

　彼に身体を求められなかったことで、不安はいつもの何倍も募っていた。

　気づけば、縋るように、ブレスレットをつけた左手首を頬に引き寄せていた。

　すると、唐突に手首に重みが加わった。

　いつの間にか、アイヴァンの大きな手が、クレアのブレスレットを覆うように被せられている。

「寝る時は、取った方がいい」

　男らしく節くれだった指が、留め具をゆっくりと外していく。

　咲き乱れる花のような痣が、姿を現した。クレアを背後から抱きしめながら、肩越しにアイヴァンが痣に唇を寄せていく。

「アイヴァン様……」

　痣の形をなぞるように、余すところなく二度三度とアイヴァンは口づける。彼の唇は、燃えるように熱かった。ほどよく厚みのある唇が、ついばむように自分の肌を食む様子を見せつけられて、羞恥心と歓喜がクレアの胸に押し寄せる。

「怖いんだろう？　クレア」

　クレアを抱く腕に力を込めて、アイヴァンが耳に囁きかける。

「……だが、すまない。これ以上耐えるのは無理だ」

　彼の掌がドレスの上から、華奢なわりに豊かな胸を包み込んだ。

　幼い頃から憧れの眼差しで見つめてきた大きな手が、己の思うがままクレアの胸を弄ぶ様は、ぞくぞくするほど扇情的だ。

　アイヴァンが自分の秘めた場所にそのようなことをするのを、クレアは信じられないような恥ずかしいような気持ちで見つめる。

「アイヴァン様、恥ずかしいです……」

　たまらずそう言えば、彼は手の動きを止めた。

「恥ずかしい？　前は、自ら俺の手を取って、ここに押しつけたのに？」

　意地悪な口調に、クレアはカッと顔を赤らめる。するとアイヴァンが、クレアのうなじにあやすようなキスをした。そしてドレスの胸元を押し下げて、今度は直に触れてくる。

　日焼けした手によって激しく形を変える真っ白な肌を、クレアはますます信じられない気持ちで見ていた。だが、隅から隅まで堪能するように刺激されるうちに、浮遊感に似た熱が身体中に充満していく。感じたことのない疼きが下腹部に生まれ、彼女の吐息を震わせた。

　耳元に、アイヴァンの熱い息がかかった。荒々しくなっていく呼吸から、彼がクレアの身体に興奮しているのが伝わり、彼女の息はますます細切れになっていく。

　耐えられず甘い声を漏らせば、くるりと身体を反転させられた。

　窓から入り込んだ月明かりが、艶っぽいアイヴァンの眼差しを浮き彫りにする。燃え盛るような情熱を宿した瞳が、ひたむきにクレアを見つめていた。

「クレア、すまない……」

　そう告げると、アイヴァンは息せき切ったように唇を重ねてきた。すべてを奪い尽くそうとするかのような激しい口づけに、クレアは息をするのもままならなくなる。

　こんなアイヴァンは、今まで見たことがなかった。

　彼はクレアのはるか先を行く大人で、いつ何時も冷静なはずだ。

　だが、今のアイヴァンからは、微塵も余裕は感じられない。唇から送られる熱に全身をとろかされるような錯覚を覚えたところで、ようやく口づけが終わった。

「なぜ、謝るのですか？」

　キスの余韻に陶酔しつつ問えば、アイヴァンは濡れた唇を舐めたあとで言った。

「本当は、もう少し待つつもりだったんだ。だが、今日の君はあまりにも美しすぎた」

　再び、唇を重ねてくる。

　求めていたセリフを唐突に告げられ、クレアの心が色を塗り替えるように喜びに満ちていった。

「アイヴァン様、愛しています」

　ずっとずっと、昔も、今も、その先も。

　そう心の中で強く想いながら、自分の胸元に顔をうずめるアイヴァンの頭をぎゅっと抱いた。

「ずっと、あなたをお守りします……」

　あなたの不器用な優しさが、たまらなく愛しい。

　寡黙で、厳格で、時に何を考えているのかわからないけれど。

　そんなあなたのすべてを包み込み、癒やせるような存在になりたい。

　顔を上げたアイヴァンが、フッと笑った。

「守る？　それは男のセリフだろう。だが――」

　クレアの髪を撫でながら、アイヴァンは額に優しく口づけた。

「君のそういうところを、昔から俺はどうしようもなく愛している」

　その夜、アイヴァンはクレアを抱きながら、うわ言のように何度も彼女の名を呼んだ。いつもは冷静沈着な彼が、何かにとり憑かれたように、クレアの身体を繰り返し綺麗だとたたえた。

　そして愛する人と肌を重ねることの悦びを、余すところなくクレアの身体に刻みつけたのである。




　四年後の春。

　クロフォード辺境伯邸の庭は、優しい香りを漂わす色とりどりの薔薇の花で溢れていた。

「クラリス、待ちなさい！」

　植物園かと見まごうほど見事な薔薇園の中を、クレアは一歳になったばかりの次女のサラを抱きかかえながら、三歳の長女クラリスを懸命に追いかけていた。

　面立ちはクレア、髪色はアイヴァンに似ているクラリスの名前は、アイヴァンの実母からもらった。金色の髪をした次女のサラは、クレアの亡き母と同じ名前だ。

「薔薇園に入る時は、お母様と一緒じゃないとダメって言ったでしょ!?」

　薔薇は美しいが、棘がある。先日もうっかり棘に触れてしまい、大泣きをしながら薔薇園から出てきたクラリスを見かけたばかりだ。

「おかあさま、こっちこっち！」

　だがお転てん婆ばなクラリスは、クレアの言いつけを聞くつもりなど全くないようだった。一体誰に似たのかしらとため息をつくと、視線の先で、突如クラリスが足を止める。

「おとうさま！」

　クラリスの前には、領土の視察に行っているはずのアイヴァンが立っていた。

　帰宅するなり庭の喧騒を聞きつけ、家族の顔を見に姿を現したのだろう。

　アイヴァンは長い足を折ってしゃがむと、年齢を重ねるにつれますます男らしい色気を漂わすようになった端正な顔を、愛娘に近づける。

「クラリス。お母様の言うことを聞かなければダメじゃないか」

「ごめんなさい……」

　父親が大好きなクラリスは、途端にシュンとしおらしくなった。そんな娘に優しい微笑を向けると、アイヴァンは「クラリスは、いい子だな」と彼女の頭を撫でた。

　かつて鬼神のごとき騎士団長と呼ばれていたことが嘘のような、穏やかな表情だ。

「私には厳しかったのに、娘にはずいぶん甘いのですね」

　歩み寄り、皮肉交じりにクレアが言うと、アイヴァンはバツの悪そうな顔をする。

「あれは、事情が事情だったからな……」

　そしてクレアの腕の中から、彼の方へと両手を伸ばしているサラを受け取ると、愛しげに小さな娘のこめかみに軽いキスを落とす。

「もしも君が俺の娘だったら、同じように甘やかしただろう」

　片手でサラを抱き、もう片方の手をクレアへと伸ばすアイヴァン。今はもうブレスレットをしていないクレアの左手首を、この世の何よりも安らぎを与えてくれる感触が包み込んだ。

　毎夜アイヴァンに激しく口づけられ、娘たちに『ばらのお花みたい』と輝く瞳で見られているその痣は、今となってはクレアの誇りだ。

　もう、誰に見られても怖くはない。

「だが君は、俺の娘ではなかった。そして今は――あの頃の望み通り、妻になった」

　そうボソリと呟いたアイヴァンの首筋が、ほんのり赤い。

　〝あの頃〟よりも、アイヴァンの厳格さは和らいでいた。

　そんな彼の変化すら無性に愛おしく感じて、クレアは逞しい腕に寄り添うと、そっと頭を預ける。

　抜けるような青空には、白い雲が優雅に浮かんでいた。

　四年のうちに開拓を重ねたディクシーは、ユーリス王国内でも三本の指に入るほどの繁栄を極めている。バロック王国だった頃の面影は、全くと言ってもいいほど残されていない。

　戦争と無縁のこの国は、諸外国からも敬愛されるほど平和だ。

　可愛い子供たちのはしゃぎ声を耳にしているうちに、クレアは幸せのあまり涙しそうになる。

　そんなクレアの肩を、愛する人の武骨な掌が、そっと自分の方へと抱き寄せた。

　そして何度しても飽くことのない甘い口づけで、彼女の唇を優しく塞いだのである。
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あとがき




　朧月です。

　このたび『冷徹騎士団長の淑女教育』をお読みくださり、ありがとうございます。

　寡黙な年上騎士団長との大恋愛は、いかがでしたでしょうか？

　ドキドキキュンキュンしてくださったなら幸いです。




　本作を書くうえでの個人的課題は、いかに逞しい身体つきの男性を描くか、でした。今までは細マッチョ、もしくは、痩せ型の男性を描くことが多かったからです。

　本作のヒーローであるアイヴァンは、ミドル級のボクサーくらいの体つきをイメージしています。描写が少ないと伝わらないし、やりすぎてムキムキになるのも困るし、さじ加減に悩みました。

　奥が深いですね、筋肉描写。自分の文章力の未熟さを痛感しました。うまく伝わったことを切に願っております。

　ちなみに、お気に入りのキャラはエリックです。

　一徹な男性を描くのも楽しいですが、二面性がある男性を描くのはぞくぞくします。皆さんは、どちら派ですか？




　それでは、ここで謝辞を。

　お世話になっているスターツ出版の担当様、編集に携わってくださった説話社様をはじめ、この本の制作、販売に尽力してくださったすべての皆様に心より感謝申し上げます。

　そして、イラストを描いてくださったDUO BRAND.様。二〇一八年十一月に発売された『冷酷な騎士団長が手放してくれません』の際も美麗なイラストに圧倒されましたが、今回もあまりの美しさに天にも昇る心地でした。本当にありがとうございます。

　最後に、数多の書籍の中からこの本を見つけ出し、読んでくださった読者様。

　皆様にはいつも書き続ける力をいただいており、感謝の気持ちでいっぱいです。

　また、こうしていつかお目にかかれますように。




朧おぼろ月づきあき
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